


概要・スケジュール

1　カンボジア初等教育状況の説明　40 分

①カンボジア教育課程改訂概要　20 分（通訳あり）

　カンボジア教育省カリキュラム開発課　ミア・チュティマ氏

②学校をつくる会 JHPの美術教育支援概要10 分（通訳なし）

　JHPプノンペン事務所　矢加部咲氏

③スモールアートスクール SASの活動概要10 分（通訳なし）

　SASアートコーディネーター　坂田優子氏　チウ・ヒーア氏

2　S-HTP 描画調査結果報告　30 分

鈴木光男　30 分（通訳あり）

－休憩 10 分－

3　国際シンポジウム 100 分

コーディネーター：鈴木光男

シンポジスト：	カンボジア教育省　ナイ・サッチャー氏　15 分（通訳あり）

	 SAS　笠原知子氏　15 分（通訳あり）

	 日本美術教育学会静岡支部長　鈴木英司氏　15 分（通訳あり）

通訳他協力：	オン・リナ氏（CJAI	Travel）

	 スン・ヨーコ氏（カンボジア人支援協会）

	 平林智咲氏　カイン・フオット氏

国際シンポジウム
「両国児童の S-HTP 描画調査比較」

開催時期 ： 2021年9月18日（土）10：00～13：00（日本時間）

開催方法 ： Zoom
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はじまり
　みなさん、こんにちは。時間になりましたので始めさせていただきます。今日は日本に台風 14号が近づ

いてきていて、非常に悪い天気になってしまいました。この台風 14号、国際的にはチャンスーという名前だ

そうです。この名前はカンボジアがつけた名前だそうです。そのようなこともあって、天気は悪いですが、

今日はカンボジアから応援してもらっているような気持ちでこの日を迎えました。

　今日はだいたい110 名ぐらいのみなさんがご参加いただける予定でいます。台湾のみなさんも参加してく

ださっています。

　それでは今日のスケジュールになります。まず、カンボジア初等教育状況の説明があります。続いて私か

らSHTP 描画調査結果報告をさせていただきます。休憩の後、国際シンポジウムとして100 分間の時間とっ

ております。およそ3 時間の長いシンポジウムですが、お茶など飲みながら楽しんでいただけたら幸いです。

このように通訳を挟みながらになります。早速始めさせていただきます。

　まず最初にミヤ・チュティマさんから、カンボジア教育課程改訂の概要について、通訳を含めて 20 分ほ

どでお話しいただきます。チュティマさんお願いします。

1　カンボジア初等教育状況の説明　40 分

（1）カンボジア教育課程改訂概要

　　カンボジア教育省カリキュラム開発課　ミア･ チュティマ氏

　みなさま、こんにちは。特に鈴木先生、カンボジアの教育を取り上げシンポジウムをやっていただいて本

当に感謝しております。時間があまりありませんので、これから早速やっていきたいと思います。

　私の発表は、スライドのように1から7まで発表していきたいと思います。カンボジアのカリキュラムポリシー

について話していって、小学校 1年から3 年までのシラバスの話をしていきたいと思います。

　カリキュラムを開発するのに、先ずは教科書を作るのですけれども、2005 年から2009 年までも教科書

を作ってカリキュラム開発の政策を進めてきてきています。その当時は、小学校 1年から3 年までは理科と

社会科の中にARTを含めた科目として勉強するということがありました。小学校4年生から6年生までは、

社会科の中にARTを含めて勉強するということもありました。スライドの表の黄色のところですが、7～ 9

年生（中学校 1年生から3 年生）まではローカルライフスキルズプログラム（LLSP）の中にARTの内容が入っ

ていました。つまりARTの教育というのはだいたいが社会科の学習の中に入ってる一つの領域・内容とし

て授業がされていました。このようにARTの内容もあるんですけれども、ただ美術教育というのがなかな

か活躍できてない、進められてきていないという部分もありました。

　このスライドはJICAとJHPなどとカンボジア教育省とで美術教育のプロジェクトを推進していこうと締結

したときの書類です。このような締結をし2016 年にJICAとJHP、それから日本の専門家の先生方とで新

しい教育課程の改訂に取り組みはじめ、こういう新教育課程のフレームワークを作りました。

　古い教育課程と今の教育課程はちょっと異なる部分があります。今までは美術教育は別の科目と一緒に

なってるんですけれども、2016年に芸術の教育が離れて独立した科目になっております。この芸術科目は、歌・

ダンス・楽器の演奏・描画・工作などに関する科目となっています。このようにして、新しいカリキュラムでは

小学校 1年生から6 年生まで週に1時間の授業をするということになりました。美術教育が位置づけられ

たことはいいのですが、音楽やダンスなどと合わせて週に1時間しか授業はありません。中学校 1年生か

ら3 年生までも、週に1時間しか芸術科目の授業はないというふうになっています。

　教科書も新しく作られるようになっていて、小学校と中学校を対象にした教科書づくりが進められていま

す。日本の大学の先生にも応援していただいて、こういう教科書を作っていただいて本当に感謝しています。

この科目は独立した科目なので日本からの支援がなければこういう教科書はできなかったと思います。この

方々は大学の先生とかこの事業にいろいろと応援していただいた先生方です。上の方は日本人の中の先生

です。6 名の大学の先生が、教授が協力してくれました。指導案を作っていただいたり指導方法を指導して

くれたり、また子供たちの教科書もどういうふうに作るかなどいろいろ意見を出してくれた先生の方々です。

　この右の下 2 名の方はJHPの方々です。立派な先生方 と々協力したときの写真ですけれども、新しい教

科書ができて、そのときに養成校の先生方々を呼んで、試しの授業をしてみることになっていました。タカ

オ州で新しい教科書を使って先生方に教えるときの様子ですけれども、まずは試しということでやっていま

した。

　これは小学校 1年から3 年までの教科書です。新しい美術の教科書、これは完全に完成しました。小

学校4 年生から6 年生までは 60% 教科書を完成しています。

　ありがとうございました。

① ミア･ チュティマ氏のスライド資料挿入
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　では、続きましてJHP 学校をつくる会の取り組みについて、今回は通訳なしで10 分間矢ケ部さんからお

話しいただきます。

　よろしくお願いいたします。

（2）学校をつくる会 JHP の美術教育支援概要 10 分（通訳なし）

　　JHP プノンペン事務所　矢加部咲氏

　それでは始めさせていただきます。

　今、ご紹介に預かりましたHP学校をつくる会の矢ケ部と申します。プノンペン事務所でプロジェクトマネー

ジャーをやっております。芸術教育支援事業の概要ということで始めさせていただきます。よろしくお願いい

たします。

　まずですね、団体の方の紹介の方を少しだけさせていただきます。JHP 学校をつくる会は、1993 年に設

立されました。金八先生の脚本家として知っていただいてる方が多いんじゃないかと思いますが、代表の小

山内美恵子らにより設立され、カンボジアで学校建設や教育支援などを行っております。プノンペン事務所

と東京事務所があるんですけれども、プノンペン事務所のスタッフは写真のように 3人の日本人駐在員、6

人のナショナルスタッフが勤務していおります。そして、特に初等教育の環境の改善をサポートするために、

日々奮闘しています。

　それではここから芸術教育支援事業の話に移っていきたいと思います。

　先ほどチュティマさんからお話があったように、現行事業に至るまでにどのような形で当会が芸術教育支

援事業を行ってきたのかというところから始めさせていただきます。

　まずは何を目指して事業を始めているのかということなんですけれども、カンボジアの全ての子供たちが

学校で芸術を学び、豊かな情操を育むということを最終的なゴールとしましています。1995 年から事業を始

めております。子供たち一生懸命作ってる表情ですが、日本もカンボジアも活動をしているときの子供たち

の表情というのはすごくいいなあと思っています。

　1995 年に設立されまして、芸術教育支援事業が始まり、ここまで草の根に重きを置いた活動に重きを置

いています。最初は日本人の専門家やカンボジア人の専門家の方たちが直接現地に入って、児童であったり

教員養成校の先生、学校の先生だったりという方々に直接的な支援をしていくという形で事業を進めており

ました。だいたい15、6 年の間、こういう形で続けておりました。そうやってですね実際に現地に入って草

の根でアプローチをしていく中で、いろいろな課題であったり、メリットだったりというものが見えてきました。

　メリット・課題両方、こちらに書いてあるような形なんですけれども、メリットはやはりちょっとずつ支援

していくと直接繋がっていくという形ですので、やはりモチベーションが高まりやすかったり、個々に合わせ

てサポートしたり、活動の継続であったりとか、対象者のコミュニティでの普及活動の効果っていうのは非

常に高かったと考えております。一方、こういった課題、ここにある三つの具体的な課題を挙げてるんです

けれども、こういった課題も見えておりました。

　この課題、一つ一つ見ていくとまた違うんですが、こういったものが最終的に問題が帰結していくところ

というのが、カンボジアのその前提条件として教育システムの中で芸術教育の重要性があまり認識されてい

ないというようなところ。そこに問題が帰結するのではないかというのが見えてきました。カンボジアはどち

らかと言うとトップダウンの文化がちょっと強いこともあり、やはり個人個人が現場で頑張っていてもなかな

かそれを外に広げていくとなったときにやはりシステムに入っていないとか、教科として、科目としての優先

順位があまり高くないという状況だと、なかなか広げていくのが難しかったということがありました。そうなっ

てきますと、やはり目に見える成果をという形になって今度は逆にコンテストで優勝を目指しますみたいな形

で、目に見える形での成果というものの方が現場の先生たちの求めになってしまっていて、そうなるとやはり

そもそも美術教育、芸術教育の中で子供たちが楽しみながら学習をして、感性や創造性、想像力っていっ

たものを育成していってほしいという当初の目標、目的がちょっと見えづらい状況になっておりました。そう

いった先ほどお話をさせていただいいたようなシステムの壁というようなもので、それはやはり現場の先生だ

けでは越えることが難しい壁ということもありまして、そういう中でしたらNGOとして逆に芸術教育の重要

性を中央の中で教育省で高めることによってより学校現場の先生たちが活動をしやすい、動きやすい環境

を作っていく。そういったことに対しての働きかけをしていった方がいいんじゃないかという考えが出まして、

そういった方向に事業の方が変わっていきます。

　その次、2012 年から16 年に、まず何をしようかということで、それまで全国に自分自ら行って展開して

いた事業を、一度1回絞りましょうと。そこで時間をかけて、きちんと美術教育というものもう一度しっかりやっ

てみて、そこでどういった変化が起こったのかを調査して、その結果をもって芸術教育の重要性を教育省の

中央にアプローチしていこうというような流れが生まれました。

　でもその中でですね、先ほどお話しいただいた教育省カリキュラム開発局のチュティマさんとの出会いが

あったり、そこで協力関係が築かれていったりという形でした。

そして、2016 年に先行事業が終わった後に、先ほど言ったカリキュラムの改訂、芸術教科が独立するという

ことが決まりました。このニュース、芸術界隈の人間は非常に喜んだニュースだったんですけれども、一方

で独立しましょうといったときに、やはり教材だったり人材だったりっていうものが不足しているということで、

先ほどあったあの締結を結びましょうという形で、教育省から依頼をいただいて、協力して事業を開始いた

しました。

　それが今の現行事業で、先ほど見ていた教科書の作成だったり、日本人の専門家の方たちが関わったり

しているものになります。現行の事業の方で、カリキュラムの内容については先ほどチュティマさんから説明

いただいたので、現行事業がどのようなプロセスを経て何を目的として行われているのかということを説明さ

せていただきます。

　現行事業は主に 3つの成果を目指しております。

　ワーキンググループを作って担当行政官を育成する。それは先ほどのあのメンバーで、協力している仲間

ですというふうに書いてあったところなんですけど、彼らとともにワーキンググループを作って、現地で美術

教育を普及できる人材を教育省内に育てていこうという形になります。彼らと一緒にこんな教材を開発して、

さらにその教材を使って指導ができるトレーナーを育てていくというところまでを、現行の事業の内容として

おります。

　プロセスはこんな感じですが、ここは飛ばさせていただきます。

S-HTP 法による幼児・児童の描画活動に関する実証的研究 54 S-HTP 法による幼児・児童の描画活動に関する実証的研究



　活動内容なんですけれども、ワーキンググループへのインプットということで、具体的に写真等を見ていっ

ていただけるといいなと思うんですが、先ほど写真に出てきた先生などもいるんですが、ワーキンググルー

プメンバーに対してのインプット活動として、知識や知見を深めることを目的として、様 な々ワークショップを

行ってまいりました。

　こういった形で実際に自分たちでつくってみるワークショップをしてみたり、日本の授業を実際に日本の小

学校で行われている授業を観察したりですね、あとはどういった美術教育を、どういった芸術教育をカンボ

ジアの子供たちにとって必要かっていうなことを話し合ったりそういったことをしながら教材を作っていくた

めの基礎的な部分の話し合いを進めていきました。その後、教材開発ということで指導案をベースにして実

際に授業を実践してみて、子供たちがつくった作品等を集めまして、教科書を作るという作業を行っており

ます。これは、実際に授業した後に、子供たちの作品を選んでる様子なんですけれども、カンボジアの教

科書にはカンボジアの子供たちがつくった作品が掲載されていくというような形になります。これは、今日来

てるサッチャーさんとチュティマさんも写ってますけれども、彼らは教科書の内容を推敲しているところです

ね。日本人の専門家の方々にも校正をお願いするなどして協力いただいております。

　ここら辺はちょっと見ていただく形で、トレーナーを育成するということで、先ほど出てきた教員養成校の

先生にトレーニングを行って、現場経験のない先生も多いので、実際に自分たちで児童への指導の経験を

持ってもらうということも研修の中に入れております。

　その後ですね、今やってることとしましては教員研修も行っています。教員研修後には、こうやって初め

て美術の授業を受ける方も多いと思うんですが、実際に体験した後に、学校に戻って自分の児童・生徒に

教えるという活動をしています。子供たちも頑張ってます。今はいろいろコロナの影響もありまして、活動が

止まってしまったり、学校が閉校をしたりしていて、こういったパイロット事業も停止されてる部分もあるんで

すけれどもオンラインに切り替えるなどして、今、最後のラストスパートということで進めております。ちょっ

と駆け足になってしまったんですが、以上で終わらせていただきます。ありがとうございました。

② JHP プノンペン事務所　矢加部咲氏のスライド資料挿入

　流れがとてもよくわかって、ワクワクしてきました。ありがとうございました。それでは続きまして、スモール・

アート・スクールの坂田さん・ヒーアさんにお話しいただきます。よろしくお願いいたします。

（3）スモールアートスクール SAS の活動概要 10 分（通訳なし）

　　SAS アートコーディネーター　坂田優子氏　チウ・ヒーア氏

　みなさま、はじめまして。シェムリアップの小さな美術スクールの坂田と申します。私とヒーアの方から、

小さな美術スクールのことをご存知ない方もいらっしゃると思いますので、簡単に学校の概要を説明させて

いただきます。

　先ずは私のプロフィールからお話しいたします。私はアメリカの大学を出てから、同じ町のフィラデルフィ

アのNPOで難民支援をするソーシャルワーカーとして働いておりました。その仕事を通じて、カンボジア・

ベトナム・ラオスの方 と々会う機会があって、東南アジアの方々の文化や歴史に興味を持って、その仕事を終

えてからカンボジアに行くと決めました。2009 年に来たときは、NPOの同僚の甥にあたるカンボジア人しか

知り合いがいなかったのですけれども、あるレストランの日本人オーナーを通じて笠原知子を紹介していた

だき、それから一緒に活動しております。

　こちらの学校では広報とか出版のお手伝いをしております。

　次は、ヒーアから日本語とカンボジア語でお話しします。

　みなさんおはようございます。チウ・ヒーアと申します。高校卒業後、このスモールアートスクールで働い

ています。この学校で 6 年ほど働きながら、笠原先生のご支援で大学（夜間大学なんですけど）、やっと卒

業できまして、6年ほど通訳しながら絵を描き、絵に興味を持って絵を描き出しました。現在は通訳とアーティ

ストとして、この学校の後継者として見習い中です。これからもここで永遠に楽しい授業をやっていきたいと

思っております。どうぞよろしくお願いいたします。

　はい、ではスクールの概略・概要を進めさせていただきます。小さな美術スクールは、カンボジアの子供

たちへ「一度きりの子供時代を心豊かに過ごして欲しい」という元都立高校美術教師の笠原が抱いた願い

からスタートしました。彼女は 20 年以上かけて資金準備をし、全額自己資金による完全無料の美術スクー

ルを2008 年に開校し、活動を始めました。

　活動の目的は、条件が悪く生きる子供たちに学ぶ機会と場所を提供し、食べて生きていける能力を育む

ことを目的としています。

　スクールの設立は 2005 年に笠原がネパールやインドを回って、最終的にシェムリアップに学校建築の場

所を決め、笠原自身が作成した設計図をもとに、2007年に建築を開始しました。2008 年の12月に完成し、

事業を開始しました。

　活動の歩みに移らしていただきます。
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　2007年の 9月に笠原がカンボジアに渡りました。学校建築完成前に既にシェムリアップの擁護施設に教

えに行ってましたが、2008 年に高校卒業したばかりの通訳のヒーアが活動に参加しました。そして、2009

年に私が参加してから、チームが拡大しました。それからNGO等との提携を開始し、ギャラリーを開設し

たり、絵画展を日本やカンボジア、シェムリアップやプノンペンで開催する機会を得ました。2017年、活動

10 年目を迎え、生徒数も年間 400人以上となりました。オーナーメンバーの私たち3人とスクールで育った

美術講師 5人を採用して活動しています。教育活動の支援先は現在、3歳から30 歳まで約 350人の生徒

たちを、小さな美術スクール内と小学校、公立幼稚園、他に二つの児童養護施設とも提携をして、授業を

しています。NGO 組織との提携もあり出張授業を行ってまいりました。美術・日本語の授業以外にも、生

活支援や大学支援などの支援活動も行っております。

　カンボジアの子供たちが描いた絵を多くの人に見ていただくために、今まで出版物等を3冊ほど出してお

ります。また、活動に賛同してくださっている日本の方に、毎年カレンダーを提供しております。

　今年 3月、NHK	Side	by	Sideいう番組でスクール活動が取り上げられ、全国放送でご覧いただきました。

また、ご関心ございましたら、オンデマンドでご覧いただけますので、ぜひご覧ください。

　こちらで以上になります。ありがとうございました。

③ SAS アートコーディネーター　坂田優子氏・ヒーア氏のスライド資料挿入

　ここまでカンボジアの様 な々教育状況をお話しいただきました。チュティマさん、矢加部さん、坂田さん、ヒー

アさん、ありがとうございました。

２　S-HTP 描画調査結果報告　30 分

　　聖隷クリストファー大学社会福祉学部　鈴木光男

　ここから30 分ほどの時間で、私のS-HTP 法による描画調査結果報告をさせていただきます。

　本発表は科学研究費18K02554 による描画調査の内容です。S-HTP 法とは、家と木と人を入れて1枚

の絵を描くという描画調査です。

　それでは、初めに私とカンボジアとの繋がりをお話させていただきます。私は 2009 年に大学の先生にな

りました。2010 年にJHP代表の小山内美恵子さんから、カンボジアボランティアプログラムを始めたらどう

かと声をかけていただきました。それが私のカンボジアとの繋がりの始まりでした。学生をカンボジアに連

れて行って、小学校で図工の授業を様々に繰り広げました。この中で私はカンボジアのことが大好きになっ

て、カンボジアの人たちを愛するようになりました。そして 2012 年から2013 年にかけて、JHPの美術教員

養成トレーニングに私も関わらせていただきました。その中で美術教育に関する講義をしたり、私の授業を

先生方に見ていただいたり、先生方に様 な々研修を体験していただきました。今日はカンポット・スヴァイリ

エン州のたくさんの先生方が参加してくださっています。この写真の中にいらっしゃるかもしれません。この

トレーニングでは様 な々ことを行いました。今、画面に出ているのは、カンボジアの先生方がその中で制作

した作品です。クレヨンや絵の具に触れたことのない先生たちが、このような素晴らしい作品をつくり上げ、

私は本当に驚くばかりでした。カンボジアの先生たちの造形表現経験は乏しいけども、心の豊かさとか表

現世界の豊かさに触れて感激しました。この美術教員養成トレーニングは、写真のメンバーで取り組みまし

た。今日のこのシンポジウムにも平林智咲さんやアンタラーさん、リナさんが参加してくれています。サラディ

も含めてこのメンバーが非常によいスタッフとして、よい仕事を進められたと思っています。その成果を踏ま

えて 2014 年 6月30日にカンボジア教育大臣に、美術教育の価値や意義といったものを報告・提言する機

会に恵まれました。そして、この場で教育大臣から芸術教育・美術教育をカリキュラムの中に入れようと言っ

ていただきました。

　このような中で、スモール・アート・スクールのみなさんとの出会いもありました。

　先ほどご紹介があったように、笠原先生をはじめとしたみなさんにより、スモール・アート・スクール内だ

けではなく、近くの小学校にモバイルの図工の授業が展開されています。シェムリアップに行くたびに寄らせ

ていただいてますが、本当に素晴らしいみなさんです。

　このようにJHPやスモール・アート・スクールが支援をしていますけれども、小学校で絵画の学習を受講

し経験している児童というのは本当に少ない状況にあります。

　そこで、JHP が美術教育支援を継続している支援校と、支援がない非支援校を対象に、絵画の学習経

験の有無により児童の描画にどのような違いが見られるかを、S-HTPにより調査することとしました。合わ

せて、スモール・アート・スクールの支援校や日本の小学校の児童の描画とも比較し、絵画の学習によりど

のような力が具体的に育まれているのかを実証的に明らかにしようと考えました。

　カンボジア国内の調査対象とした地域です。スヴァイリエン州とカンポット州、それぞれのJHPの支援校

と非支援校、それからプノンペンの非支援校。それからスモール・アート・スクールが支援されているシェム

リアップの小学校。

カンボジアの子ども達のための無料の美術スクール
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　続きましてS-HTP 法による描画調査概要を報告します。

　1回目は 2019 年の 2月から3月、そして 2回目は 2019 年の12月から2020 年の 2月。その後、3回目

も計画していましたが、パンデミックにより実施できませんでした。しかし、2回の調査で非常に有益な成

果を上げることができました。そこで今回のシンポジウムを開催し、みなさんと話し合うことといたしました。

　S-HTP 法とは、30 分間でA4用紙に家と木と人、その他思いついたものを自由に描いてもらうものです。

今回は、全部で 8 校の小学校の絵の比較をすることにいたしました。

　S-HTPの分析視点です。先ずは統合性、描画サイズ、課題以外の付加物、そして遠近感、現実的・非

現実的描写というものになります。それから、家などの立体表現や人物の表現についても、この発達段階に

即して5 段階で分析をしました。

　それでは1回目の描画調査について紹介をします。

　これはスヴァイリエン州の非支援校の子供たちの絵です。

　続いて、カンポット州の非支援校です。

　プノンペンの非支援校です。

　JHP が支援しているスヴァイリエン州の小学校です。

　同じくカンポット州の支援校です。

　スモール・アート・スクールが支援している小学校です。こちらの小学校では、3 年生以上になっています。

別のスモール・アート・スクールの支援校です。

　続いて日本の小学校です。

　今までが 1回目の調査で描かれた絵です。

　続いて、2回目に描かれた絵を紹介します。

　スヴァイリエン州の非支援校です。

　カンポット州の非支援校です。

　スヴァイリエン州の支援校です。

　カンポット州の支援校です。

　スモール・アート・スクールのサポート校です。

　そして、日本の子供たちの絵です。今のこの絵は、自分の子供部屋から見た風景を描いています。机があっ

たり、本棚があったり、窓の外の風景が見えたりしています。

　では、このような描画調査で得られた絵をもとに分析した結果を報告します。

　校種ごとの1回目・2回目のデータをもとに比較し、χ2検定により有意差を求めました。JHPの支援校では、

8つの項目で有意な差がありました。非支援校では、非常に多くの項目、12の項目で違いが見られました。

スモール・アート・スクール、そして日本の公立校では、1回目と2回目を比較してもそれほど多くの有意な

違いは見られませんでした。1回目から2回目に至るわずか10 か月の間で、特に非支援校の子供たちの表

現が最も変わったということがわかりました。

　有意に変化・変容した点を見ると、支援校では遠近感、現実的・非現実的描写、人の表現に関して変容

が見られました。非支援校では描画サイズ、遠近感、現実的・非現実的描写、それから家などの立体表現

に関して変容が見られました。スモール・アート・スクールのサポート校はサイズ、遠近感、人の前写実的

表現に関して変容が見られました。日本の学校では、統合性、家と人の描写に関して変容が見られました。

　クメール語の表になっていますけれども、1回目はクメール語の表記、2回目は日本語の表記で紹介して

いきます。

　1回目、支援高は統合的で非支援校は羅列的でした。JHP 支援校は絵が大きく“勇敢 ”に描かれていま

した。JHP 支援校はやや遠近感が見られ、非支援校はバラバラな表現になっていました。非支援校は支

援校より立体表現、家の表現がやや稚拙でした。非支援校は人を描かない子が多く見られました。

　続いて 2回目です。支援校と非支援校を比べてみると、支援校は統合的で非支援校は羅列的でした。

支援校はやや遠近感が見られ、非支援校は直線上に物が描かれていました。支援校は人の表現において

図式的な表現が半数以上見られました。

　続いて、日本の児童と支援校の1回目を比較します。日本の児童は想像力があり積極的に描写をしており

ました。日本の児童の絵は、カンボジアの子供の絵に比べるとやや遠近感に乏しいものでした。日本の児

童の絵は空想に富んでいて、支援校の絵はリアルな生活体験に基づくものでした。支援校は家の表現がや

や立体的に表現されていました。支援校は人体の表現に不慣れで、消極的といった面が見られました。

　続いて 2回目の調査です。支援校は描かれる絵が日本の子供よりやや小さい。日本の児童の絵は支援校

よりやや遠近感に乏しい。1回目と同様に日本の児童は空想に富んでいて、支援校はリアルな生活体験にも

とづく絵でした。支援校は棒人間が多くて、人体表現がやや稚拙でした。

　続いてSASとの比較です。SASは非常に統合的でまとまりまって、非支援校は羅列的な表現でした。

SASは絵が大きく想像力もあり積極的に描かれていました。SASはやや遠近感が見られ、非支援校はバラ

バラとしていました。家の表面では非支援校はやや立体的に表現できていました。人の表現は非支援校が

不慣れで消極的でした。

　2回目、SASと非支援校を比較すると、非支援校はやや羅列的でした。SASは絵が大きくて想像力があ

り積極的に描かれていました。SASは遠近感がやや見られ、非支援校はバラバラとしていました。SASよ

り非支援校はやや立体的に表現されていました。非支援校は人体の表現に不慣れで消極的な面が見られま

した。

　1回目のSASと日本の児童の絵を比較すると、日本の児童の絵は直線上に並列的に並んでいました。日

本の児童は空想に富んでいて、SASはリアルな生活再建にもとづく絵でした。日本の中・高学年児童は立

体的な表現を習得しているようでした。人体表現においても日本の中・高学年児童は発達・向上が見られま

した。

　2回目です。SASと日本を比べると、媒介による統合以外の統合性の差は小さいものでした。SASは日

本の子供より絵が大きくやや積極的に描画がされていました。SASは遠近感が見られ、日本は遠近感が乏

しかったです。日本の児童は空想に富んでいて、SASはリアルな生活体験を描いていました。日本はやや

前写実的な人体表現が多く見られました。

　続いて、質的評価比較について報告します。JHP 支援校が薄い青、非支援校が灰色、そして日本の公

立校が濃い青です。スライドのように日本の公立校は全てにおいてプラスとなっています。非支援校は全て
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においてマイナスとなっています。支援校は発達レベルはマイナスですが、他はプラスとなっています。

　同様にして、SASと支援校、日本の公立校を比較します。SASと日本の公立校は全てがプラスとなって

います。表現の発達レベルは、SASは日本よりもやや低い評価となりました。しかし、絵に込められたエネ

ルギーの水準としては、SASは日本の子供よりも高い評価結果が得られました。

　このような調査を経て、JHP支援校の児童は絵画学習の経験の蓄積から着実に表現力が発達しているこ

とがわかりました。絵に描かれる内容も生活環境や生活習慣をもとに地に足のついた現実的なものであって、

絵を描きながら次々に想を広げており、内容豊かなものになっていました。絵の描き方の発達ももちろんで

はありますが、この想像力の発達に見るべき点があります。絵の学習経験の有無が想像力にある程度の影

響を及ぼしています。積極的に描くには絵に対する愛好度や柔軟性、また能動性が求められます。こうした

点も絵画学習の成果として挙げることができましょう。

　非支援校の児童は、新教育課程により絵画学習が少しずつ導入されたことで1回目の調査から2回目の

調査の間に描画学習の機会が設けられ、当初の想定以上に表現力が向上していました。改めて、子供の

学ぶ力、伸びゆく力の確かさを実感しました。

　SASにより笠原先生たちの絵画指導を受けている児童は、より一層統合的で遠近感や日常生活の実感

ある絵が描かれていました。笠原先生は、「描き方を教えずただただ自由に描かせている」と述べられます

が、そこには児童の表現への信頼感と、思いやアイディアを引き出し育む豊かな指導があると思われます。そっ

くりそのままお手本をコピーするコピー画のように表面的な描き方や手順を教えず、表現を引き出し育む指導

のあり方をカンボジア国内にも広げる必要があると思います。それは同時に、日本においても今一度確認さ

れねばならないことだと思います。

　日本の児童は恵まれた生活・学習環境にあり、身体化された文化資本の蓄積が甚だ大きいと思われます。

その中で、特に日常を離れ容易に空想の世界にまで想像を広げ、表現を主体的に展開する姿勢や態度はこ

れまでの図画工作科学習の成果と言えると思います。しかし、ともすると2次元空間でのバーチャルな経験や、

リアルな生活体験の乏しさが、遠近感や日常生活を対象化し認識することを弱体化させてもいると危惧され

ます。彼らの表現が立ち現れる前後の経験や環境を豊かにし、身体的なリアルな実感を伴う経験をより一

層充実させていくことが肝要だと思います。

　引用・参考文献としては以上です。

　これで、私からの調査結果の報告を終わらせていただきます。

④ 鈴木光男のスライド資料挿入

　今、日本時間で11時半です。ここから10 分間休憩をします。日本時間で11時 40 分から、次の国際シ

ンポジウムを始めさせていただきます。では11時 40 分、カンボジアでは 9 時 40 分になりましたら、教育

省のサッチャーさんからお話しいただきます。よろしくお願いいたします。それでは10分間休憩してください。
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分析項目 

出現率  
χ2値 

 

出現率  
χ2値 SAS 非支援校 SAS 日本 

57 人 91 人 57 人 37 人 
〈全体〉 
統合性 

明らかに統合的 
やや統合的 
媒介による統合 
やや羅列的 
羅列的 

24.6 
22.8 
38.6 
7.0 
7.0 

15.4 
16.5 
29.7 
25.3 
13.2 

.165 

.339 

.261 

.005** 

.003** 

24.6 
22.8 
38.6 
7.0 
7.0 

35.1 
29.7 
18.9 
5.4 

10.8 

.268 

.452 

.044* 

.755 

.520 
描画 
サイズ 

全体で 4 分の 1 以下 
HTP で 4 分の 1 以下 

0.0 
0.0 

3.3 
14.3 

.166 

.003** 
0.0 
0.0 

0.0 
2.7 

－ 
.011* 

付加物 あり 100.0 93.4 .048* 100.0 91.9 .029* 
遠近感 大 

中 
ややあり 
直線（重なりあり） 
直線（重なりなし） 
ばらばら 

5.3 
38.6 
45.6 
7.0 
3.5 
0.0 

11.0 
18.7 
28.6 
17.6 
15.4 
8.8 

.231 

.007** 

.035* 

.067 

.024* 

.021* 

5.3 
38.6 
45.6 
7.0 
3.5 
0.0 

2.7 
91.9 
2.7 

27.0 
18.9 
18.9 

.548 

.247 

.008** 

.079 

.005** 

.011** 
現実的

非現実

的描写 

現実的 
混合 
非現実的 

100.0 
0.0 
0.0 

95.6 
3.3 
1.1 

.109 

.166 

.427 

100.0 
0.0 
0.0 

56.8 
35.1 
8.1 

.001*** 

.001*** 

.001*** 
家 正面・枠のみ 

正面・曖昧な表現 
正面・平面的 
やや立体的 
立体的 

0.0 
7.0 

70.2 
19.3 
3.5 

0.0 
7.7 

62.6 
15.4 
14.3 

－ 
.879 
.348 
.536 
.035* 

0.0 
7.0 

70.2 
19.3 
3.5 

0.0 
0.0 

59.5 
21.6 
18.9 

－ 
.100 
.284 
.784 
.784 

人 頭足人 
前図式的 
図式的 
前写実的 
写実的 
棒人間 
なし 

0.0 
12.3 
61.4 
21.1 
1.8 
1.8 
1.8 

0.0 
19.8 
48.4 
12.1 
1.1 

15.4 
3.3 

－ 
.236 
.121 
.143 
.737 
.008** 
.573 

0.0 
12.3 
61.4 
21.1 
1.8 
1.8 
1.8 

0.0 
5.4 

48.6 
45.9 
0.0 
0.0 
0.0 

－ 
.268 
.223 
.011* 
.418 
.418 
.418 

3年年生生以以上上のの児児童童のの絵絵のの比比較較（（SASとと JHP非非支支援援校校・・日日本本のの小小学学校校））2回回目目(*:p<.05, **:p<.01, ***:p<.001)

非非支支援援校校ははやややや羅羅列列
的的

ＳＳＡＡＳＳはは絵絵がが大大ききくく、、想想
像像力力あありり積積極極的的にに描描画画

ＳＳＡＡＳＳははやややや遠遠近近感感
非非支支援援校校ははばばららばばらら

非非支支援援校校ははやややや立立体体
的的にに家家をを表表現現

非非支支援援校校はは人人体体のの表表
現現にに不不慣慣れれでで消消極極的的

កុារជប ុ ស្ែ ិតនៅកន ញងបរយិកាស្ការរស្់នៅ ងិការ
នរៀ សូ្ម្រតលែ ម្របនស្ើររមួទា ុំងវបបធម៌ែ៏យូរលង់ ផ្ែលកាុរា 
ម្រាប់កន ញងគុំ តិ។កុារអាចបនញ្េញគុំ តិនដ្ឋយង្ហយម្រសួ្ល
ផ្ែលឈា នៅែល់ពិេពម្រស្នមើលម្រស្នមាពិនស្ស្នៅចាក
ឆ្ៃ យពីជីវតិម្របចាុំនថ្ៃអាច ិយយប្ត ថាាលទធផលន ការ
ស្ិកាគុំ ូរ ិងការម្រាវម្រាវជុំន្ទញ។ នទាេះាយ ងណាក៏
នដ្ឋយ នៅា ការម្រពួយប្តរមាផងផ្ែរពីការខែេះបទ
ពិនាធ ៍ាក់ផ្ស្រ ង ិងបទពិនាធ ៍ជីវតិម្របចាុំនថ្ៃ ផ្ែល
កុារា បទពិនាធ ៍ផ្តកន ញងពិេពនហគម ិងវនីែអូ (លុំហ
2D) នធែ ីឱយការយលន់ ើញន ទស្ស ៈ ិងជីវតិម្របចាុំនថ្ៃចេុះនខា
យ។វាា ារៈស្ុំខ្ជ ់ណាស្់កន ញងការបនងក ើ បទពិនាធ ៍
ជីវតិកា ់ផ្តម្របនស្ើរន ើងតាមរបូភាពាក់ផ្ស្រ ង ិងការ
បនញ្េញគុំ ិតែ៏រស្់រនវកី នដ្ឋយផរល់បទពិនាធ ៍ម ុ ងិ
នម្រកាយនលងាមួយមតិរេករ ិ ិងបរយិកាស្ជុុំវញិ ។

នគ្នលបុំណងន ការម្រាវម្រាវ
កមមវធិីសិ្កាថ្មីនៅកមព ញាស្នម្រមចបនម្រងៀ 
ថាែ ក់ស្ិលបៈ（គុំ ូរ・តស្ត រ ី）បនម្រងៀ មួយស្ប្តរ ហ៍
មួយនា ង។ ប ុផ្ រ កុារផ្ែលប្ត ទទួលការ
ស្ិកាគុំ ូរ នៅាលាបឋមស្ិកានដ្ឋយា 
ការគ្នុំម្រទពី JHP  ិង SAS នៅា ចុំ ួ 
តិចនៅន ើយ។

 

 
分析項目 

出現率  
χ2値 

 

出現率  
χ2値 支援校 非支援校 支援校 日本 

82 人 135 人 82 人 56 人 
〈全体〉 
統合性 

明らかに統合的 
やや統合的 
媒介による統合 
やや羅列的 
羅列的 

19.5 
29.3 
24.4 
15.9 
11.0 

10.4 
12.6 
28.1 
29.6 
19.3 

.058 

.002** 

.544 

.022* 

.108 

19.5 
29.3 
24.4 
15.9 
11.0 

23.2 
28.6 
30.4 
5.4 

10.7 

.600 

.929 

.437 

.059 

.961 
描画 
サイズ 

全体で 4 分の 1 以下 
HTP で 4 分の 1 以下 

4.9 
19.5 

5.2 
17.0 

.920 

.645 
4.9 

19.5 
0.0 
7.1 

.093 

.043* 
付加物 あり 87.8 86.7 .808 87.8 89.3 .790 
遠近感 大 

中 
ややあり 
直線（重なりあり） 
直線（重なりなし） 
ばらばら 

12.2 
36.6 
23.2 
11.0 
8.5 
8.5 

7.4 
12.6 
24.4 
21.5 
25.2 
8.9 

.237 

.001*** 

.831 

.048* 

.002** 

.929 

12.2 
36.6 
23.2 
11.0 
8.5 
8.5 

1.8 
19.6 
19.6 
17.9 
32.1 
7.1 

.027* 

.032* 

.622 

.249 

.557 

.767 
現実的

非現実

的描写 

現実的 
混合 
非現実的 

96.3 
3.7 
0.0 

96.3 
3.0 
0.7 

.986 

.779 

.435 

96.3 
3.7 
0.0 

58.9 
33.9 
5.4 

.001*** 

.001*** 

.034* 
家 正面・枠のみ 

正面・曖昧な表現 
正面・平面的 
やや立体的 
立体的 

1.2 
11.0 
62.2 
17.1 
8.5 

0.0 
8.9 

67.4 
12.6 
11.1 

.434 

.360 

.542 

.360 

.720 

1.2 
11.0 
62.2 
17.1 
8.5 

0.0 
3.6 

62.5 
19.6 
12.5 

.407 

.115 

.971 

.700 

.449 
人 頭足人 

前図式的 
図式的 
前写実的 
写実的 
棒人間 
なし 

1.2 
32.9 
51.2 
3.7 
0.0 

11.0 
0.0 

0.7 
28.1 
37.0 
8.1 
0.7 

20.7 
3.7 

.724 

.560 

.040* 

.192 

.435 

.064 

.078 

1.2 
32.9 
51.2 
3.7 
0.0 

11.0 
0.0 

0.0 
14.3 
53.6 
30.4 
0.0 
0.0 
0.0 

.407 

.013* 

.786 

.001*** 
－ 
.010** 
－ 

S-HTPにによよるる児児童童のの絵絵のの比比較較（（JHP支支援援校校とと非非支支援援校校･･日日本本のの小小学学校校））2回回目目 (*:p<.05, **:p<.01, ***:p<.001)

支支援援校校はは統統合合的的
非非支支援援校校はは羅羅列列的的

支支援援校校ははやややや遠遠近近感感
非非支支援援校校はは直直線線上上にに

支支援援校校はは図図式式的的なな表表
現現がが半半数数以以上上

3年生以上児童の絵の質的評価比較（JHP支援校とSAS・日本の小学校）
របូភាព២. ការនម្របៀបនធៀបវាយតនមៃគុណភាពគុំ ូរកុារពីថាែ ក់ទី៣ន ើង(ាលាគ្នុំម្រទនដ្ឋយ JHP  ិងាលាSAS ・ាលាបឋមស្ិកាជប ុ )

◆បទបង្ហា ញន េះខ្ញ ុំ ឹងរាយការណ៍អុំពីលទធ
ផលន ការស្ទង់មតិគុំ ូរ ផ្ផែកតាមកមមវធីិ
ជុំ ួយឥតស្ុំណងស្ម្រាប់ការម្រាវម្រាវវទិា
ាស្តស្រ នលខ18K02554 មូលដ្ឋា  ការម្រាវ
ម្រាវ (C)
「ការស្ិកាម្រាវម្រាវអុំពីស្កមមភាពគុំ ូរ
របស្់កុារកមព ញានដ្ឋយនម្របើវធិីាស្តស្រ S-
HTP」

特特定定非非営営利利活活動動法法人人JJHHPP学校をつくる会
JAPAN TEAM OF YOUNG HUMAN POWER

・・11999933年年 小小山山内内美美恵恵子子氏氏
がが
設設立立
・・学学校校建建設設
・・音音楽楽・・美美術術教教育育支支援援：：カカンンポポ
ッットト・・ススヴヴァァイイリリエエンンをを中中心心にに
・・絵絵画画ココンンククーールル開開催催
・・画画材材のの提提供供
・・JJIICCAA草草のの根根技技術術協協力力事事業業
「「初初等等科科芸芸術術教教育育支支援援事事業業」」
推推進進

http://www.jhp.or.jp/steats/
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តារាងទី៣ ការនម្របៀបនធៀបគុំ ូររបស់្កុារចាប់ពីថាែ ក់ទី៣ន ើងតាមS-HTP
(ាលាមិ គ្នុំម្រទនដ្ឋយJHP ាលាអងគការSAS  ិងាលាបឋមសិ្កាជប ុ )

日日本本のの児児童童のの絵絵はは直直
線線上上にに並並列列的的

日日本本のの児児童童はは空空想想にに
富富みみ、、ＳＳＡＡＳＳははリリアアルル

日日本本のの中中高高学学年年児児はは
立立体体的的なな表表現現をを習習得得

日日本本のの中中高高学学年年児児はは
人人体体表表現現をを発発達達・・向向上上

នគ្នលបុំណងន ការម្រាវម្រាវ
ែូនចែេះ ចុំន េះJHP ប រ គ្នុំម្រទការអប់រំស្ិលបៈែល់ាលាគ្នុំម្រទ
 ិងាលាមិ ទទួលការគ្នុំម្រទនដ្ឋយ JHP ែូនចែេះនហើយប្ត 
នយើងម្រាវម្រាវនដ្ឋយផ្ផែកនលើវធីិាស្តស្រS-HTP នែើមបីកុំណត់ថា
នតើគុំ ូររបស់្កុារម្របនេទណាផ្ែលអាចនមើលន ើញថាកុារ
ា បទពិនាធ ៍ធ្លៃ ប់នរៀ សូ្ម្រតគុំ ូរឬអត់នដ្ឋយយក
ាលាផ្ែលគ្នុំម្រទការអប់រំស្ិលបៈនដ្ឋយអងគការJHP ា ែូច
ាការផរល់ាគូល័រ ិងស្ាា រៈស្ម្រាប់គូរនផសងៗ ម្រពមទាុំង
ាលាផ្ែលមិ ា ការគ្នុំម្រទផងផ្ែរ។ កន ញងនពលាមួយគ្នែ 
ន េះវា ឹងម្រតវូប្ត បញ្ជា ក់យ ងចាស់្តាមរយៈការនម្របៀប
នធៀបាមួយគុំ ូររបស់្កុារន ាលាផ្ែលទាក់ទង ឹង
ាលាអងគការSAS  ិងាលារែានៅម្របនទស្ជប ុ នែើមបីែឹង
ថានតើភាពខុស្គ្នែ ផ្បបណាផ្ែលអាចនមើលន ើញបន្ទទ ប់ពី
ា ការនផទៀងផ្ទទ ត់គុំ ូររចួនន្ទេះ។
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日日本本のの児児童童はは想想像像力力
ががあありり積積極極的的にに描描画画

日日本本のの児児童童のの絵絵ははやや
やや遠遠近近感感にに乏乏ししいい

日日本本のの児児童童はは空空想想にに
富富みみ、、支支援援校校ははリリアアルル

支支援援校校ははやややや立立体体的的
にに表表現現ででききてていいるる

支支援援校校はは人人体体のの表表現現
にに不不慣慣れれでで消消極極的的

តារាងទី២ ការនម្របៀបនធៀបគុំ ូររបស់្កុារនដ្ឋយS-HTP 
(ាលាគ្នុំម្រទនដ្ឋយJHP ាលាមិ គ្នុំម្រទ  ិងាលាបឋមសិ្កានៅជប ុ )

តាមការស្ ែ ិដ្ឋា  កុារន ាលាផ្ែលគ្នុំម្រទនដ្ឋយＪＪＨＨＰＰ
ការបនញ្េញមតិតាមរយៈការស្ ស ុំ ូវបទពិនាធ ៍ស្ិកា
គុំ ូរា ការអេិវឌ្ឍឥត ប់ រ។ នលើស្ពីន េះ ខៃ ឹមារ
ផ្ែលប្ត គូរនៅទីនន្ទេះក៏ផ្ផែកនៅតាមបរាិែ  ជុុំវញិ  ិង
រនបៀបរស្់នៅស្នម្រមចប្ត  ូវការម្របកាប់ខ្ជា ប់គូរគុំ ូរនហើយ
ម្រស្បនពលគូររបូភាពក៏ម្របកបនដ្ឋយអតែ ័យស្ុំបូរផ្បប។
មិ ស្ុំនៅនលើការអេិវឌ្ឍន រនបៀបគូររបូភាពនទ នៅា អែ ី
នផសងនទៀតម្រតវូប្ត នមើលន ើញកន ញងការអេិវឌ្ឍន ការម្រស្នមើល
ម្រស្នមន េះ។ បទពិនាធ ៍កន ញងការគូរគុំ ូរា ឥទធិពលខៃេះ
នៅនលើការម្រស្នមើលម្រស្នម។ នលើស្ពីន េះនទៀតស្ុំខ្ជ ់កុារម្រតវូ
ា ការចូលចិតរ អាចគូររបូនដ្ឋយខល  ួឯងបផ្ ែមរបូលាយ
ចម្រម រេះា ភាពរស់្រនវកី ិងភាពស្កមម។ ចុំណុចទាុំងន េះក៏
អាចម្រតវូប្ត នលើកន ើងាលទធផលន ការនរៀ គូរគុំ ូរផង
ផ្ែរ។

◆វធីិាស្តស្រ S-HTP (Synthetic-HTP: រមួបញ្ច លូ
HTP) គឺាផ្ផែកមួយន ការពិ ិតយ ឬវាយ
តនមៃចិតរាស្តស្រ ផ្ែលឲ្យកុារគូរគុំ ូរចុំ ួ 
៣ែូចារបូម ុស្ស នែើមន ើ  ិងផទេះនៅនលើ
ម្រកដ្ឋស្មួយស្ ៃ ឹកប ុផ្ រការម្រាវម្រាវន េះ
មិ ទាក់ទង ឹងទិែាភាពផល វូចិតរនទ ផ្តា
ការផ្ស្ែ ងយល់ពីភាពខុស្គ្នែ ផ្ែលអាចនមើល
ន ើញថាា ឬមិ ា បទពិនាធ ៍នរៀ 
គូរគុំ ូរ។

SAS小さな美術学校
Small Art School

https://smallartschool.wixsite.
com/japanese

・・22000088年年笠笠原原和和子子ががシシェェムム
リリアアッッププにに開開校校
・・無無料料のの美美術術教教室室・・日日本本語語教教
室室開開講講
・・近近隣隣のの過過疎疎地地域域ににああるる小小
学学校校でで出出張張美美術術教教育育活活動動
展展開開（（週週にに11回回））

分析項目

支援校 非支援校 日本公立校

回目 回目
χ 値

回目 回目
χ 値

回目 回目
χ 値

回目 回目
χ 値

人 人 人 人 人 人 人 人

〈全体〉

統合性

明らかに統合的

やや統合的

媒介による統合

やや羅列的

羅列的

20.5  
22.9  
25.3  
20.5  
9.6 

30.5  
31.7  
12.2  
14.6  
11.0 

.140 

.204 

.031* 

.324 

.778 

8.5  
13.1  
18.5  
32.3  
27.7 

23.0  
7.4  

26.7  
25.2  
17.8 

.001*** 

.127 

.111 

.200 

.054 

42.0  
37.7  
10.1  
8.7  
1.4 

36.8  
38.6  
10.5  
7.0  
7.0 

.554 

.916 

.944 

.729 

.111 

33.3  
14.6  
20.8  
22.9  
6.3 

57.1  
16.1  
12.5  
1.8  

10.7 

.015* 

.834 

.252 

.001*** 

.420 
描画

サイズ

全体で 分の 以下

で 分の 以下
4.8  

10.8 
4.9  

19.5 
.986 
.120 

20.0  
25.4 

5.2 
17.0 

.001*** 

.096 
0.0 
8.7 

0.0 
0.0 

- 
.023* 

6.3  
10.4 

0.0  
7.1 

.058 

.554 
付加物 あり 89.2 87.8 .786 85.4 86.7 .763 100.0 100.0 - 100.0 89.3 .019* 
遠近感 大

中

ややあり

直線（重なりあり）

直線（重なりなし）

ばらばら

7.2  
21.7  
25.3  
14.5  
24.1  
6.0 

22.0  
35.4  
20.7  
6.1  
3.7  

12.2 

.007** 

.052 

.486 

.006** 

.001*** 

.168 

2.3  
11.5  
6.9  

16.9  
38.5  
23.8 

14.1  
9.6  

28.9  
17.8  
20.0  
9.6 

.001*** 

.613 

.001*** 

.854 

.001*** 

.002** 

11.6 
46.4 
21.7 
15.9 

1.4 
2.9 

50.9  
19.3  
17.5  
10.5  
1.8  
0.0 

.001*** 

.001*** 

.557 

.376 

.892 

.195 

8.3  
22.9  
8.3  

18.8  
31.3  
10.4 

17.9  
26.8  
17.9  
8.9  

21.4  
5.4 

.156 

.650 

.156 

.143 

.255 

.334 
現実的非

現実的描

写

現実的

混合

非現実的

85.5  
13.3  
0.0 

96.3  
3.7  
0.0 

.016* 

.027* 
- 

86.9 
10.8 

2.3 

96.3  
3.0  
0.7 

.006** 

.012* 

.296 

92.8 
5.8 
1.4 

100.0 
0.0 
0.0 

.038* 

.065 

.361 

62.5  
29.2  
8.3 

58.9  
33.9  
5.4 

.710 

.603 

.546 
家 正面・枠のみ

正面・曖昧な表現

正面・平面的

やや立体的

立体的

0.0  
7.2  

56.6  
27.7  
7.2 

1.2  
11.0  
62.2  
17.1  
8.5 

.313 

.403 

.466 

.101 

.755 

3.1 
19.2 
46.9 
20.8 
10.0 

0.0  
8.9  

67.4  
12.6  
11.1 

.040* 

.015* 

.001*** 

.074 

.769 

0.0 
14.5 
66.7 
18.8 

0.0 

0.0  
7.0  

70.2  
19.3  
3.5 

- 
.184 
.674 
.948 
.117 

2.1  
16.7  
56.3  
14.6  
10.4 

0.0  
3.6  

62.5  
19.6  
12.5 

.278 

.024* 

.517 

.497 

.740 
人 頭足人

前図式的

図式的

前写実的

写実的

棒人間

なし

0.0  
19.3  
44.6  
9.6  
3.6  

20.5  
1.2 

0.0  
34.1  
39.0  
7.3  
0.0  
7.3  
3.7 

- 
.031* 
.470 
.593 
.082 
.015* 
.306 

2.3 
23.1 
46.2 

2.3 
1.5 

17.7 
6.9 

0.7  
28.1  
37.8  
8.1  
0.7  

20.7  
3.7 

.296 

.345 

.167 

.034* 

.539 

.529 

.242 

0.0 
26.1 
55.1 

8.7 
1.4 
1.4 
7.2 

0.0  
12.3  
61.4  
21.1  
1.8  
1.8  
1.8 

- 
.053 
.474 
.049* 
.892 
.892 
.150 

0.0  
22.9  
64.6  
12.5  
0.0  
0.0  
0.0 

0.0  
14.3  
53.6  
30.4  
0.0  
0.0  
0.0 

- 
.256 
.256 
.029* 

- 
- 
- 

校校種種ごごととのの1回回目目・・2回回目目調調査査のの児児童童のの絵絵のの観観点点別別出出現現率率比比較較 (*:p<.05, **:p<.01, ***:p<.001)

ន ម្រតាទស្ស ៍・ការ
ពិពណ៌ន្ទម្រប្តកែ
 ិងពុុំម្រប្តកែ・ការ
ផ្ទៃ ស្់បត រូទាក់ទង ងឹ
ការបនញ្េញគុំ ិត
របស្់ម ុស្ស

ទុំហុំគុំ ូរ・ ន ម្រតាទស្្
ស្ ៍ ・ការពិពណ៌ន្ទ
ម្រប្តកែ ិងពុុំម្រប្តកែ
・ការផ្ទៃ ស្់បត រូអុំពីផទេះ

ទុំហុំ・ ន ម្រតាទស្ស ៍ ・
ការផ្ទៃ ស្់បត រូទាក់ទង
 ឹងការបនញ្េញគុំ ិត
Pre-realistic របស់្
ម ុស្ស

ភាពរមួបញ្ច លូ・
ការផ្ទៃ ស្់បត រូទាក់ទង
 ឹងការពិពណន៌្ទ
អុំពីផទេះ ិងម សុ្ស

 

 
分析項目 

出現率  
χ2値 

 

出現率  
χ2値 SAS 非支援校 SAS 日本 

57 人 91 人 57 人 37 人 
〈全体〉 
統合性 

明らかに統合的 
やや統合的 
媒介による統合 
やや羅列的 
羅列的 

24.6 
22.8 
38.6 
7.0 
7.0 

15.4 
16.5 
29.7 
25.3 
13.2 

.165 

.339 

.261 

.005** 

.003** 

24.6 
22.8 
38.6 
7.0 
7.0 

35.1 
29.7 
18.9 
5.4 

10.8 

.268 

.452 

.044* 

.755 

.520 
描画 
サイズ 

全体で 4 分の 1 以下 
HTP で 4 分の 1 以下 

0.0 
0.0 

3.3 
14.3 

.166 

.003** 
0.0 
0.0 

0.0 
2.7 

－ 
.011* 

付加物 あり 100.0 93.4 .048* 100.0 91.9 .029* 
遠近感 大 

中 
ややあり 
直線（重なりあり） 
直線（重なりなし） 
ばらばら 

5.3 
38.6 
45.6 
7.0 
3.5 
0.0 

11.0 
18.7 
28.6 
17.6 
15.4 
8.8 

.231 

.007** 

.035* 

.067 

.024* 

.021* 

5.3 
38.6 
45.6 
7.0 
3.5 
0.0 

2.7 
91.9 
2.7 

27.0 
18.9 
18.9 

.548 

.247 

.008** 

.079 

.005** 

.011** 
現実的

非現実

的描写 

現実的 
混合 
非現実的 

100.0 
0.0 
0.0 

95.6 
3.3 
1.1 

.109 

.166 

.427 

100.0 
0.0 
0.0 

56.8 
35.1 
8.1 

.001*** 

.001*** 

.001*** 
家 正面・枠のみ 

正面・曖昧な表現 
正面・平面的 
やや立体的 
立体的 

0.0 
7.0 

70.2 
19.3 
3.5 

0.0 
7.7 

62.6 
15.4 
14.3 

－ 
.879 
.348 
.536 
.035* 

0.0 
7.0 

70.2 
19.3 
3.5 

0.0 
0.0 

59.5 
21.6 
18.9 

－ 
.100 
.284 
.784 
.784 

人 頭足人 
前図式的 
図式的 
前写実的 
写実的 
棒人間 
なし 

0.0 
12.3 
61.4 
21.1 
1.8 
1.8 
1.8 

0.0 
19.8 
48.4 
12.1 
1.1 

15.4 
3.3 

－ 
.236 
.121 
.143 
.737 
.008** 
.573 

0.0 
12.3 
61.4 
21.1 
1.8 
1.8 
1.8 

0.0 
5.4 

48.6 
45.9 
0.0 
0.0 
0.0 

－ 
.268 
.223 
.011* 
.418 
.418 
.418 

3年年生生以以上上のの児児童童のの絵絵のの比比較較（（SASとと JHP非非支支援援校校・・日日本本のの小小学学校校））2回回目目(*:p<.05, **:p<.01, ***:p<.001)

媒媒介介にによよるる統統合合以以外外
統統合合性性のの差差はは小小ささいい

ＳＳＡＡＳＳはは絵絵がが大大ききくく、、やや
やや積積極極的的にに描描画画

ＳＳＡＡＳＳははやややや遠遠近近感感
日日本本はは遠遠近近感感乏乏ししいい

日日本本のの児児童童はは空空想想にに
富富みみ、、ＳＳＡＡＳＳははリリアアルル

日日本本ははやややや前前写写実実的的
なな人人体体表表現現がが多多いい

ទិែាភាពទូនៅន ការម្រាវម្រាវ
កាលវភិាគ： នថ្ៃទី២៨ ផ្ខកុមាៈ～ នថ្ៃទី២ ផ្ខមីន្ទឆ្ែ ុំ២០១៩（នលើកទី១
）

ផ្ខធន ូឆ្ែ ុំ២០១៩～ ផ្ខកុមាៈឆ្ែ ុំ២០២០（ នលើកទ២ី）
ផ្ខមិថ្ុន្ទ～ផ្ខកកក ដ្ឋឆ្ែ ុំ២០២០(នលើកទ៣ី)មិ ប្ត 

អ ុវតរ

វធីិាស្តស្រ ម្រាវម្រាវ：ការស្ទ ង់មតិគុំ ូរនដ្ឋយនម្របើវធីិាស្តស្រ 
S-HTP（ រយៈនពល30ន្ទទី・ នម្របើម្រកដ្ឋស្A4）។នស្ែ ើស្ុុំសិ្ស្សមួយ
ថាែ ក់ចុំ ួ ១០ន្ទក់គូររបូផទេះនែើមន ើ ិងម ុស្សបន្ទទ ប់
មកពួកនគអាចគូរបផ្ ែមអែ ីនផសងនដ្ឋយនស្រីគុំ ូរផ្ែលសិ្ស្ស
ប្ត គូរម្រតវូប្ត យកនៅនម្របៀបនធៀបាលាផ្ែលគ្នុំម្រទនដ្ឋយ
JHP ាលាមិ គ្នុំម្រទាលា SAS  ិងាលានៅម្របនទស្ជប ុ 
(ស្រុប៨ាលា)។

 

 
分析項目 

出現率  
χ2値 

 

出現率  
χ2値 支援校 非支援校 支援校 日本 

82 人 135 人 82 人 56 人 
〈全体〉 
統合性 

明らかに統合的 
やや統合的 
媒介による統合 
やや羅列的 
羅列的 

19.5 
29.3 
24.4 
15.9 
11.0 

10.4 
12.6 
28.1 
29.6 
19.3 

.058 

.002** 

.544 

.022* 

.108 

19.5 
29.3 
24.4 
15.9 
11.0 

23.2 
28.6 
30.4 
5.4 

10.7 

.600 

.929 

.437 

.059 

.961 
描画 
サイズ 

全体で 4 分の 1 以下 
HTP で 4 分の 1 以下 

4.9 
19.5 

5.2 
17.0 

.920 

.645 
4.9 

19.5 
0.0 
7.1 

.093 

.043* 
付加物 あり 87.8 86.7 .808 87.8 89.3 .790 
遠近感 大 

中 
ややあり 
直線（重なりあり） 
直線（重なりなし） 
ばらばら 

12.2 
36.6 
23.2 
11.0 
8.5 
8.5 

7.4 
12.6 
24.4 
21.5 
25.2 
8.9 

.237 

.001*** 

.831 

.048* 

.002** 

.929 

12.2 
36.6 
23.2 
11.0 
8.5 
8.5 

1.8 
19.6 
19.6 
17.9 
32.1 
7.1 

.027* 

.032* 

.622 

.249 

.557 

.767 
現実的

非現実

的描写 

現実的 
混合 
非現実的 

96.3 
3.7 
0.0 

96.3 
3.0 
0.7 

.986 

.779 

.435 

96.3 
3.7 
0.0 

58.9 
33.9 
5.4 

.001*** 

.001*** 

.034* 
家 正面・枠のみ 

正面・曖昧な表現 
正面・平面的 
やや立体的 
立体的 

1.2 
11.0 
62.2 
17.1 
8.5 

0.0 
8.9 

67.4 
12.6 
11.1 

.434 

.360 

.542 

.360 

.720 

1.2 
11.0 
62.2 
17.1 
8.5 

0.0 
3.6 

62.5 
19.6 
12.5 

.407 

.115 

.971 

.700 

.449 
人 頭足人 

前図式的 
図式的 
前写実的 
写実的 
棒人間 
なし 

1.2 
32.9 
51.2 
3.7 
0.0 

11.0 
0.0 

0.7 
28.1 
37.0 
8.1 
0.7 

20.7 
3.7 

.724 

.560 

.040* 

.192 

.435 

.064 

.078 

1.2 
32.9 
51.2 
3.7 
0.0 

11.0 
0.0 

0.0 
14.3 
53.6 
30.4 
0.0 
0.0 
0.0 

.407 

.013* 

.786 

.001*** 
－ 
.010** 
－ 

S-HTPにによよるる児児童童のの絵絵のの比比較較（（JHP支支援援校校とと非非支支援援校校･･日日本本のの小小学学校校））2回回目目 (*:p<.05, **:p<.01, ***:p<.001)

支支援援校校はは描描かかれれるる絵絵
ががやややや小小ささいい

日日本本のの児児童童のの絵絵ははやや
やや遠遠近近感感にに乏乏ししいい

日日本本のの児児童童はは空空想想にに
富富みみ、、支支援援校校ははリリアアルル

支支援援校校はは棒棒人人間間多多くく、、
人人体体表表現現ががやややや稚稚拙拙

កុារន ាលាផ្ែលមិ ា ការគ្នុំម្រទម្រតវូ
ប្ត ផ្ណន្ទុំឲ្យស្ិកាគុំ ូរនៅកន ញងកមមវធិីស្ិកា
ថ្មី រវាងការស្ទង់មតិទីមួយ ិងនលើកទី ២ឱ
កាស្ស្ម្រាប់ការនរៀ គូរគុំ ូរ ម្រតវូប្ត ផរល់ឲ្យ
ប រ ិចមរងៗ នហើយ
ការបនញ្េញមតិា ភាពម្របនស្ើរាងការរំពឹង
ទុកែុំបូង។ាថ្មីមរងនទៀត ខ្ញ ុំប្ត អាចផ្ស្ែ ង
យល់ភាពម្រប្តកែន ស្មតែភាព ិងរីក
ចនម្រមើ របស្់កុារកន ញងការស្ិកាគូរគុំ ូរ។

ដសចក្សរ ីដ រ្ើម្

ទិ្យដ្ឋភាពទូ្យដៅ ននការសទ ង់ម្តិគំនូរ
ដោយវធីិាស្តសរ S-HTP
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支支援援校校はは統統合合的的
非非支支援援校校はは羅羅列列的的

支支援援校校はは絵絵がが大大ききくく
““勇勇敢敢””にに描描画画

支支援援校校ははやややや遠遠近近感感
非非支支援援校校ははばばららばばらら

非非支支援援校校はは
立立体体表表現現ががやややや稚稚拙拙

非非支支援援校校はは
人人をを描描かかなないい子子がが多多いい

តារាងទី២ ការនម្របៀបនធៀបគុំ ូររបស់្កុារនដ្ឋយS-HTP 
(ាលាគ្នុំម្រទនដ្ឋយJHP ាលាមិ គ្នុំម្រទ  ិងាលាបឋមសិ្កានៅជប ុ )

１～6年生児童の絵の質的評価比較（JHP支援校と非支援校・日本の小学校）

រូបភាព1. ការនម្របៀបនធៀបវាយតនមៃគុណភាពគុំ ូរកុារថាែ ក់ទី១ែល់ទ៦ី(ាលាគ្នុំម្រទ  ិងាលាមិ គ្នុំម្រទនដ្ឋយJHP /ាលារែាជប ុ )

分析項目 説明 分析の観点

明らかに統合的 全体的に一つのまとまった場面構成がなされ、不調和
な部分がない。

やや統合的 全体的に一つのまとまった場面構成がなされている
が、一部に不調和な描写が残る。

媒介による統合 家と木と人自体は羅列的だが、地面･山･草などの媒介
によって一応の統合は図られている。

やや羅列的 一部にやや関連づけは見られるが、全体的には羅列的
に描かれている。

羅列的 家と木と人が無関係に羅列されている。

全体で4分の1以下
描かれた絵全体が、画用紙の4分の1以下の小さな絵
（ただし、ここの物が離れて描かれている場合は、一
箇所に集めた大きさで判断する）。

HTPで4分の1以下 付加物は別にして、家と木と人の総和が4分の1以下の
絵。

課題以外
の付加物

積極性やパーソナリ
ティの豊かさ 付加物あり 家･木･人以外の付加物を書いている（地面は除く）。

大 遠くまで細かく描き、遠近感が大きな絵。

中 家木人の付近にのみ遠近感がある。

ややあり 明確な遠近の示唆はないが、家木人が上下に描かれ、
やや遠近感がある。

直線（重なりあり）家と木と人が直線上に並んでいて遠近感はないが、家
と木、家と人など、いずれかが重なっている。

直線（重なりなし）家と木と人が直線上に並び、前後の重なりもない。

ばらばら 家と木と人がばらばらに描かれ、遠近感がない。

現実的 全体的に描写内容が身近で現実的な物。

混合 現実的な内容と非現実的な内容が混在している物。

非現実的 全体的に描写内容が非現実的な世界を描いている物。

カンボジアS-HTP　分析視点

現実的･
非現実的
描写

外界の捉え方

被験者の環境との関
わり方

外界をありのままに
とらえ、観察する力

下位項目

統合性

パーソナリティを総
合的に評価する上で
最も重要な基準

確かな現実検討力、
課題に取り組む集中
力、持続性、積極
性、柔軟性などが要
求される。

描画サイ
ズ

遠近感

ភាពរមួ
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តារាងទី៣ ការនម្របៀបនធៀបគុំ ូររបស់្កុារចាប់ពីថាែ ក់ទី៣ន ើងតាមS-HTP
(ាលាមិ គ្នុំម្រទនដ្ឋយJHP ាលាអងគការSAS  ិងាលាបឋមសិ្កាជប ុ )

ＳＳＡＡＳＳはは非非常常にに統統合合的的
非非支支援援校校はは羅羅列列的的

ＳＳＡＡＳＳははやややや遠遠近近感感
非非支支援援校校ははばばららばばらら

非非支支援援校校ははやややや立立体体
的的にに表表現現ででききてていいるる

非非支支援援校校はは人人体体のの表表
現現にに不不慣慣れれでで消消極極的的

ＳＳＡＡＳＳはは絵絵がが大大ききくく、、想想
像像力力あありり積積極極的的にに描描画画

កុារផ្ែលកុំពុងទទួលការបនម្រងៀ គុំ ូរនដ្ឋយ នលាក
ម្រស្ីតូម ុកុកាាហារា៉ា  ិងអែកនផសងនទៀតន ាលាＳＳＡＡ
ＳＳ ម្រតវូប្ត រមួបញ្ច លូគ្នែ បផ្ ែមនទៀត នហើយគុំ ូរ ផ្ែល
ប្ត គូរម្របកបន ម្រតាទស្ស ៍  ិងអារមមណ៍ន ជីវភាព
ម្របចាុំនថ្ៃ។ នលាកម្រស្ីកាាហារា៉ា បញ្ជា ក់ថា 「「 ខ្ញ ុំមិ 
បនម្រងៀ ពីរនបៀបគូរនទ ខ្ញ ុំម្រគ្ន ់ផ្តអ ុញ្ជា តឱយនកមងៗ
គូរនដ្ឋយនស្រ ី」」 ខ្ញ ុំា ភាពនជឿាក់ រនបៀបបង្ហា ញ
របស្់កុារតាមការផ្ណន្ទុំែ៏ស្ុំបូរផ្បប ផ្ែលអូស្ទាញ
ចិតរគុំ ិត ិងបណត ញ េះគុំ ិតែល់កុារ។ នៅម្របនទស្
កមព ញាា ភាពចាុំប្តច់កន ញងការពម្រងីកវធិីន ការ
បនម្រងៀ  ិងបណត ញ េះការបង្ហា ញគុំ ិតផ្ែលមិ ផ្ម 
ផ្បបែូចថ្តចមៃងគុំ ូរនន្ទេះនទ។ម្រស្បនពលាមួយ
ន េះផ្ែរក៏គួរផ្តបញ្ជា ក់ ូវវធិីាស្តស្រ ផ្បបន េះនៅ
ម្របនទស្ជប ុ មរងនទៀត។
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3　国際シンポジウム 100 分

（1）カンボジア教育省小学校教育課　ナイ・サッチャー氏

　国際シンポジウムに参加されているみなさま、こんにちは。カンボジアの美術教育カリキュラムを改訂す

るあたり、いろいろと応援していただいてるみなさま、特に鈴木先生、それからJHP 学校をつくる会、他

の参加してくれているみなさまに感謝します。

　それでは、私の発表をしていきたいと思います。

　私は教育省の代表として、初等スポーツ局の代表として、教える方法とか学習する方法について指導する

部署になります。

　続きまして調査訪問について話していきたいと思います。

　私たちは 3つの調査地域を決定しました。カンポット州とスヴァイリエン州、プノンペンと3つの地域を

対象として調査を実施しました。児童の絵を比較するために、一つの州で美術教育を支援している学校と

支援していない学校、比較するためにと2つの学校を選択しました。調査訪問の結果は先の報告の通りに

なります。

　支援校は美術教育を多く学習でき、決まったカリキュラムをちゃんと実施しています。非支援校の方は美

術教育をあまり学習できていません。しかし、授業中に支援校も非支援校も子供たちはみんなとても元気

に絵に興味を持って絵を描きました。みんな楽しく学習しているように見えました。先生に出された課題を

一生懸命考えて、自分の心の奥から絵にして、児童はそれを誇りに思って、楽しく興奮しているように見えて

きました。興味深く思っていて、自分の力で描いた絵をとても喜んでいました。この点において、支援校と

非支援校は同様でした。支援校の絵は想像力があって、またはレイアウトについてもちゃんと考えたり、絵

の関係性などがあったりしました。遠近感や大小などがあったり、また絵には想像したりしたものが入って

います。例えば人、動物、木や田んぼ、道、家などがあります。また、それに加えて塗るなどしてもとても

きれいです。それから、非支援校の児童が描いた絵は絵が少なくて、想像力もあまりない。そして、絵は

羅列的で、描いた絵が 1か所に集中している。遠近感もあまりなしで、そういう状況があって、絵の関係性

もあまりない状況でした。塗ることについてもあまりうまくありませんでした。

　これに従って、カンボジアの初等レベルの美術教育、カリキュラムは新しい教科書が登場します。初等教

育の子供のための美術教育が間もなく始まります。これからも子供がカリキュラムに基づいて学習できるチャ

ンスが多くなると思います。その中での題材が身体的・精神的など含めて知識を変えるための基本です。想

像力もより高いレベルになると思います。子供たちの将来は創造的になると期待しています。

　次に、美術教育のメリットですね。

　人が生まれて、人種を問わず、自分でもともとできるのではなく、教育を通してより古い世代から訓練な

どをする必要があります。例えば、今日は生徒・先生、明日になったら国のリーダーになっているかも知れま

せん。つまり、美術教育は社会革命に参加するという方々の夢を現実にして、国の繁栄と持続可能な開発

に変える方法になると思います。美術教育は現実の知識を強化するための教育の重要な要素であることでな

く、全ての科目に影響を与える分野であります。仕事や他の分野も深くすることはできません。美術教育とは、

美学と創造性、つまり子供たちに知恵・視覚・思考・推定など日常生活への対処の要素を与えることになり

ます。

　このように美術教育は基幹系のように知的教育、特に児童の精神的能力の発達、そして定期的に人々に

奉仕するために重要であり、抽象的かつ創造的に考える能力の強化と密接に連携しています。美術は医学

であり、生まれてから死ぬまで人々に奉仕するようになるというふうに言えます。先史時代を見ると、文字で

はなく、コミュニケーションをとる手段として絵などが使われてきました。科学が進んだとしても、文字を書

く代わりに描画がまだまだ必要になっています。欠かせないものとなっています。要するに、文化がいくらま

で発展されたとしても、絵はまだまだ必要ということになるでしょう。要するに、絵や文字と両方とも私たち

の世界の人間にとってあらゆる時代において切り離せないものだと言えます。

　以上となります。ありがとうございました。

　ナイ・サッチャーさん、ありがとうございました。

　では、続きましてスモール・アート・スクールの笠原先生、お願いいたします。

（2）スモール・アート・スクール代表　笠原知子氏

　スモールアートスクールの笠原です。よろしくお願いいたします。

　私は東京都立高等学校の美術教師として31年間教壇に立っておりました。59 歳の時にカンボジアに来ま

して、今年で15 年目になります。多くの方から、「なぜ無料で美術教室を始めたのか」とよく質問されます。

その経緯を少しお話しさせていただきます。

　私は高校生時代にポール･ゴーギャンの作品、題名がとても哲学的なのですが、「我々はどこから来たのか、

我々は何であるか、我々はどこへ行くのか」という作品に大きく影響を受けました。人間の人生の全てがこ

こに入っているといった哲学的に難しい内容でしたが、とても影響を受けて美術の教師になりました。その

とき同時に、漠然とですけれども、人生の終わりに何をしようかを考え、私なりにある程度自分の人生を生

きたら、どこかアジアの国の条件悪く生まれた子供たちの応援をしようと考えました。

　40 歳になった時、自分の中に眠っていた思いを1人で実現しようと決め、20 年間準備をしました。

　20 年間の間にスクールを作る国の情報を集め、最終的にカンボジアに決めました。カンボジアに来るとき

に決めたことがあります。

　一つ目は、文化や歴史背景が違う異国の子供たちに自国の文化を押しつけない。

　二つ目は、子供の成長に合わせ、性急な結果を求めず、美術表現することが楽しいと感じられる授業を

する、と決めました。

　カンボジアでの美術教育の指導方法についてですが、私は日本で長いこと高校の美術教師でしたので、

小さい子供たちと接した経験がありませんでした。最初の頃はひよこのようにピヨピヨとざわめいている子供

たちに頭がクラクラしましたが、今は慣れまして、そのざわめきが人間の好奇心の表れだと思っております。

　まだ手探り、試行錯誤を繰り返しながらの授業ですが、教えてもらってその通りにやれば答えが見つかる

教科ではありませんので、授業を進める上での基本的な考え･方法としているものがあります。

　1番目が、「子供が自分の目で見、感じ、考えた世界を尊重する」です。

　2 番目が「教え込む授業ではなく、子供の成長に合わせて、自己を育む、自己解決できる力の育成を心
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がける」です。

　3 番目、「子供たちが面白い、楽しい、嬉しい、喜びなどの感性的世界。つまり、子供一人一人の心が感

じる感触を大切にする授業を心掛ける」。

　4 番目は、「表現方法は一つではなく、また表現される世界も多様であることを伝える」。

　5 番目は、「いろいろ試し、いろいろな経験する。その経験が表現世界を広げることを伝える」。

　このような考え方で実施している活動の場所や子供たちの作品を次にご覧ください。

　これはタットムとトロク、2つの小学校です。シェムリアップ市内から車で約 40 分ほどの農村部の中に位

置する学校です。これらの学校には月に一回美術の授業をしに行っています。両校とも雰囲気が温かくて、

小さな学校ですから家庭的な感じがあります。写真をご覧になっておわかりになりますように、村の子供た

ちですから、美術の授業があるということで喜びを持って待っています。

　授業の最後にみんなの作品を鑑賞するのですが、うまくいかなかった子でも笑いがあり、満足した表情

の子供たちが多いです。

　では次に、オー村小学校幼稚部の子供たちです。ここもシェムリアップ市内から車で 25 分ぐらいの農村

部にある学校です。幼稚部ですので、4、5歳児 60 名を2クラスに分けて実施しております。この幼稚部の

子供たちの面白さは、好奇心がたくさんありまして、いろんな課題をやるのですけれども、とにかく躊躇せ

ず取り組む子供たちです。

　次にオー村小学校 6 年生のクラスの子供たちです。ここは私が指導するのではなく、美術スクールで育っ

たスタッフたち、3 名の教師たちが指導しております。90 分授業をしておりますが、子供たちは表現能力が

とても高く、発想が面白く、美術をすることをとても楽しんでいます。毎週 1回実施しておりますので、子供

たちがめきめきと表現力を高めています。

　次のこのアンコールクラウ村が一番古いのですが、今年で約12 年目になります。ここも車で30 分ぐらい

の、名前からおわかりになりますように、アンコールワットの近くにある学校です。12 年経ち、子供たちも3

代入れ替わりましたが、どの代も子供たちの作品は力強く、力を込めて、大胆に描く子供たちが多いです。

　次が、うちの学校なのですが、ここのスクールでは、週 4回。火曜日の午前、木曜日の午後、土曜日の午後、

日曜日の午後と4回授業を行っています。年齢は 3歳から30 歳までとたくさんの生徒が来てくれていますの

で、同時展開で 2クラスとか3クラスとか分けて同時展開で行っています。市内の中心部にありますので、

農村部の子供たちと比較しますと、全般的におとなしいです。これが活動場所全般なのですが、その他に

この活動を通して、先ほど坂田も話しましたけれども、やはり生活困窮家庭がたくさんありますので、生活

学業支援等も併せて行っております。

　以上がスクールの活動全般になるのですが、私がカンボジアに来まして、カンボジアの多くの子供たちと

接してきまして、人間はどんなに幼くても文化的活動、文化的環境を欲する文化的存在だという思いを強くし

ました。

　また、14 年目となる活動を通して、カンボジアの子供たちの無垢なる魂の表現、これは私の感じる考え

なのですけど、子供は大人にできないことができるということを気づきました。こうした表現経験を通して、

子供たちが成長し大人になっても絵を描く喜びなど、生涯自分自身を楽しませられるような文化的活動を続

けていきたいと思っております。

以上です。ありがとうございました。

⑤スモール・アート・スクール代表　笠原知子氏のスライド資料挿入　12 枚

　笠原先生、ありがとうございました。子供たちの笑顔輝く瞳、そこから生み出される作品、見ていてワク

ワクしました。

　それでは続きまして、鈴木英司先生、お願いいたします。

（3）日本美術教育学会静岡支部長　鈴木英司氏

　みなさん、こんにちは。

　日本美術教育学会静岡支部長の鈴木英司と申します。よろしくお願いします。私からは、カンボジアの各

地域の子供たちの作品や、日本の子供たちの作品を見せていただいたときに感じたこと・考えたことを述べ

させていただきます。

　まず、カンボジアの子供たちの作品を見て共通して感じたのは、伝統的な表現様式の線や形がどの子供

たちにも多く見られたということです。また、子供たちが手伝いをしている場面や働いている場面の表現を

見ることが多かったので、子供たちと働く（手伝う）ことと日々の生活が離れていないこと。つまり、子供

たち自身の直接体験が絵によく表れていると感じました。

　SASの子供たちの作品は、線の力強さ、表現することの楽しさ、そして子供たちの明るさが感じられます。

特に、2回目の調査では描かれているものの動植物の数や、表現が非常に多様になっていることで子供た

ちへの支援や子供の充実や自身が楽しく取り組んでいることがわかりました。

　続いてJHPのスヴァイリエン州とカンポット州の子供たちの作品です。この2つの州に共通するのは、丁

寧な線、そして細かな描き込みがどの子に見られたことが特徴的でした。また、1回目より2回目の方が一

カンボジアの子ども達のための無料の美術スクール

www.smallartschool.org
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①子どもが自自分分のの目目でで見見、、感感じじ、、考考ええたた世世界界をを尊尊重重する

②表表現現方方法法はは一一つつででははななくく、表現される世界も限りないことを
伝える

③子ども達が面白い、楽しい、嬉しい、喜びなどの感感覚覚的的世世界界
を大切にする授業

⓸子ど達がいろいろ試し、いいろろいいろろなな経経験験ををすするる。その経験が
表現世界を広げることを伝える

⑤教え込む授業ではなく、子どもの成成長長にに合合わわせせてて、、自自己己をを育育
むむ、自己解決できる力を育成

笠原知子（かさはらともこ）
出身：栃木県生まれ
学歴：東京教育大学及び東京教育大学大学院
（現筑波大学）芸術学科・彫塑専攻修了

東京都立高等学校の美術教師として３１年間教壇
に立ち、５９歳の時カンボジアに来て今年１５年目
になる。

高校時代ポール・ゴーギャンの作品「「我我々々ははどどここかからら来来たたののかか、、我我々々はは何何ででああるるかか、、

我我々々ははどどここへへ行行くくののかか」」その哲学的題名及び作品に大きく影響を受け、美術を専門に選
択し、同時に人生の終わり近くに何をしようかを考えた。

写真：ウィキペディアより参照 所蔵：ボストン美術館
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①文化や歴史背景の違う異国の子ども
達 に自国の文化を押し付けないこと

②②子子どどもものの成成長長にに合合わわせせ、、性性急急なな結結果果
をを求求めめずず、、美美術術表表現現すするるここととがが楽楽ししいいとと感感
じじらられれるる授授業業ををすするるこことと

カカンンボボジジアアのの大大ききなな空空のの下下、、
子子どどもも達達がが「「子子どどもものの時時間間」」をを

楽楽ししめめるるよようう、、
子子どどもも達達のの輝輝いいたた目目にに、、
ももっっとと喜喜びびがが増増すすよようう、、

そそししてて心心がが満満たたさされれるるよようう・・・・・・。。

笠笠原原知知子子

小小ささなな美美術術ススククーールルチチーームム
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つ一つの表現が大きくなり、緻密で色彩感覚も豊かになっています。髪の色や家屋の細かな表現、家の装

飾等がより強調されて描かれ、生活の様子や空間意識がより多様に変化していたことが分かります。

　次は非支援校の子供たちの作品です。カンポット州の子供の1回目の作品を見てみると、非常に羅列的

に見られますが、2回目のときでは赤い枠で囲って示した部分では消しゴムで消した跡が多数あり、人を多

く描こうとしていたり何度も描いたり消したりして、人物表現において試行錯誤している過程がよく表出され

ており、この子らの活動の中に創造への粘り強さが生じていることで作品に価値が生じていると思います。

一方、プノンペンの子供たちの作品から感じたことは、視覚情報が豊かな中で生活をしていることがうかが

われます。また、生活の様子や日々の姿の表現については、カンポット州の子供の作品とプノンペンの子供

の作品では生活環境の違いや直接体験の差が絵に表れていると感じました。

　最後はスヴァイリエン州の非支援校の子供の作品と日本の子供の作品です。スヴァイリエン州の子供の1

回目と2回目の作品を比較すると、2回目の作品中の人物の衣服の肩紐の表現で黒く塗られていたり、草の

色を濃く描いたり、木の色を塗ったりして色彩感覚の高まりが見られたことが前回との大きな違いで、表現

することへの興味・関心が高まっていると感じました。

　右側の作品は日本の子供の作品です。1回目の調査のときに描いたのは、友達と自宅近くで遊ぶ子供の

姿ですが、そこには道がクランクしている状況から奥行き感を出したり、屋根の明暗や木の配置で遠近感

を出したりして空間認識と発想・構想の豊かさが見受けられます。2回目の調査では、1回目の調査と違って

雪国での生活様式を想像して作品を描いています。この地域に住む子供たちは、冬でも雪が降らない所に

住んでいます。しかし、こういった表現に至るには、国内の多様な生活を目にする情報化社会の中で生きて

いるということ、住んでみたいという思いが背景になっていると考えられます。

　今回の両国描画調査に見る経年比較から考察されることを一覧表にまとめたものをスライドに示しました。

ここでは調査校別に細かくたくさん書いているので、要約したものを紹介します。

カンボジアの子供たちの作品からは、伝統様式の線、動植物の表現様式、宗教観が表出していること。日々

の生活とカンボジアの文化が離れていないことがわかること。働くこと（手伝うこと）、生きること、自然と

共にある心の豊かさなどを感じることができます。

　日本の子供たちの作品からは、発想や構想に多様性や柔軟性があるものの、心の豊かさを育むアプロー

チが必要ではないかとカンボジアの子供たちの作品を見て感じました。また、子供を取り巻く社会との関わ

り方や生活の中での文化的なもの・伝統的なものとの関わりとの関係性を高めたいと感じました。

　美術教育は、新たな価値を創造したり、様 な々課題を自分や他者と共に解決したりすることに繋がる力を

育てるものとしてとても大切です。多くのみなさんの実践や発表・発言を聞いて、豊かな情操を育成するた

めにも美術教育は大変重要なものになっているということを再確認できました。未来を担う子供たちに必要

な力として、豊かな情操、発想力・構想力・表現力、他者の表現を理解する力などを伸ばしていくことが肝

要です。そのためには、造形的な表現活動及び美術教育の充実は豊かな人間性の育成に必要不可欠なも

のであると言えます。今後も両国間で継続的なアプローチや、文化的な交流を続けて刺激し合うことで、お

互いの国のよさの伸長や課題を克服できるきっかけになるのではないかと感じました。

　ありがとうございました。

⑥ 日本美術教育学会静岡支部長　鈴木英司氏のスライド資料挿入　８枚

4　協議

　（鈴木光男）先生ありがとうございました。

　改めて、3人のみなさんからのお話を聞きながら、美術教育の大切さや価値をみんなで共有できたかなと

思います。JHPや SASの支援によりカンボジアの子供たちの表現は間違いなく充実してきています。支援

を受けていない学校も、新しい教育課程で美術教育が進められ着実に表現力が伸びてきています。貧しく

ても素朴な生活の中で生まれた表現には価値があると実感させられました。どの子の表現も健康的で、今

後のカンボジアの未来を感じさせるものでした。

　残りが 20 分ほどですけれども、みなさんの方からご質問とかご意見ございますか。

　もしなければ私から一つ、まず笠原先生にお聞きしたいことがあります。

　これまでの活動で子供は文化的な存在であるという思いを強くしたというふうに言われたんですが、どう

いったことなんでしょうか。

　（笠原知子）カンボジアでは美術教育が殆どありませんので、私たちが行ったところは11州になりますが、

行った場所の中にはかなり僻地もありました。僻地に行きますと、見るもの全てが新しいんですね。私たち

が持っていくもの全てが新しい。その新しいものを経験して楽しい新たな喜びが子供たちの中に根付きまし

た。子供たちは、また同じ経験、表現することを経験したいと願ったようです。私が今まで展覧会をやった

ときの本なんですけども、このように書いたことがあります。「これまで一度も絵筆を握ったことのないカンボ

ジアの子供たちが、初めて絵を描いたときの喜びに満ちた顔を忘れられません。見るもの・触るもの全てが

新しい経験に心躍らせ、輝く瞳と弾む心で夢中で絵の具を置いていきます。」。で、こんなことがありました。

車で 9 時間かかるある村に行って、授業を終えて、スクールに戻った数日後、その村の先生から電話があり

ました。とても楽しく、いい経験をしたから、先生から感謝の電話があったのだと思います。以上です。子

供たちは文化を欲しています。

　（鈴木光男）ありがとうございます。なるほど。こういった子供たちの捉えというのが、教育者、美術教

育に限らない全ての教育者としてはすごく大事なものなんだろうなということを笠原先生から教えられた気が

します。
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　で先日、プノンペンで活動されている山田スクールオブアートの山田さんから、こうした資料をいただきま

した。山田さんとは直接カンボジアでもお話をさせていただくことがあったんですが、この報告書を見て、

改めて笠原先生が大切にされていることと、山田さんがカンボジアで進められている美術教育が、実はもの

すごく似ているんだということを実感しました。山田メソッドのことなど、ちょっとご紹介いただけますか。

　（山田隆量）はい。ただ今、ご紹介にあずかりました山田と言います。まずは素晴らしいシンポジウムを

開催することに感激をいたしております。時間がありませんので、端的に山田メソッド、このタイトルは仰々

しくて自分にとっては恐縮してるんですけども－。今回、国際交流基金によるこのコロナ禍における美術教

育、もともと美術教育がカンボジアにはないものですから、オンラインで美術を何とか教育することができ

ないかというところから始まりまして、私が長年子供たちの教育に関わってきて約 30 年。高校、中学、小

学生と関わってきたこの経験から山田メソッドという一つの形を生み出しました。私は日本の美術教育の中

にも多少疑問を感じるところもありますので、しかし、日本で行われているその美術教育というものを基本

にして、自分なりに改良して自分なりのスタイルをとりましたので、これは日本の美術教育とは少しアレンジし

た形になるのではということで山田メソッドという名前をつけさせていただきました。基本は、まず子供た

ちに固定観念を植え付けさせなくって、いかに自由に子供たちの感性を引き出すかという形・環境を作るこ

と、整えることができるかっていうことが当面の目標です。まず、よく子供に教えるっていう言葉を使ったり

もしますが、実は教えるのではなくて、子供に自由に発揮する場を整える。それによって子供がいかに自分

たちの豊かな想像力や感性を発揮させる。発揮してくれることができるかっていうことですね。大人がこう

いうふうに仕向けていくと、子供はそれに合わせようとする。それによって子供の本来の持ってる自由なもの

がが出にくくなるのではないか。そういうことを危惧しまして、上手いとか下手とか、そういうことを関係者、

毎回子供たちが楽しければ、また次も描きたくなる。そういう気持ちを一番大事にしております。

　（鈴木光男）ありがとうございます。ナイ・サッチャーさんが手を挙げられたんですけど、発言ありますか。

　（ナイ・サッチャー）SASの笠原さんに質問があります。今、美術教育を実施していると思うんですけれども、

例えば面倒くさいという児童がいたら、絵にも興味がないという児童がいたら、先生はどういうふうに指導

しているでしょうか。

　（笠原知子）基本的に強制的なクラスではありませんので、まず強制的にやってるとなると小学校の授業

なんですね。基本的には自分から参加しているんです。私も日本の教壇に立っていましたが、そういう子は

必ず居るんです。美術なんか何の役に立つんだと言って、いろいろ文句を言う子供とかよく居ますけれども、

君が知らない世界を違う目で見られる世界だっていうことを高校生に言ってあります。自分自身の好き・嫌い

じゃなくて、自分ももう少し幅広い見方に立つのもいい経験になるんじゃないのっていうように高校生に話し

ました。ここでは、小学校でもやっぱり嫌だから来たくない子とかいます。でも、私単独のチームではなく

て 3人ぐらいで行くんですね。そうしますと、その子に適切なアドバイスをする。ここにいるヒーアとか、も

う一人居るスタッフの先生とかが、うまく引き出してるんですね。私はカンボジア語はできないので、なかな

か難しいんですが、手を動かし始めます。

　（鈴木光男）はい、ありがとうございます。すごい議論が交わされたような気がしますが、笠原先生、そ

して山田先生からも、日本の美術教育についても少し言及がありました。それらは、鈴木英司先生が語ら

れたことと同じことでした。日本の子供たちの絵には少し心配な面が見られました。実は、その懸念はこの

本『S-HTPに表れた発達の停滞』の中でも書かれています。その子供たちのゲームだとか、アニメだとか

に影響を受けた表現を前にして、私は二つのことを考えました。ネガティブな考えとしては、結果を重視す

る教育の中で、子供たちが自分の素直な表現ではなくて、アニメだとかゲームだとか、そういった借り物の

表現で済ませているのかなという考えです。ポジティブな考えとしては、あの子供たちの、日本の子供たち

の描く絵は本当にバーチャルなアニメだとかゲームだとかに影響を受けていたんですが、それを積極的な意

味で捉えることもできるのではないかと考えました。プノンペンの子供たちの絵にも少し現れていましたが、

アニメだとかゲームだとかっていうバーチャルな表現、それは今の彼らの現実的なリアルな世界なんだろう

なということです。そういった新たに見られてきている子供たちの表現を積極的な意味で捉えて、現実世界

の課題や社会の問題、例えば SDGsだとか、そういったことと絡ませて探究的に学びを深めるというのは、

これはポジティブな意味で大事なことなんじゃないかと考えました。そういった意味で、カンボジアで活動

をされているソーシャルコンパスさん、中村さんたちの取り組みも非常に注目されるんではないかと思ってい

ます。ソーシャルコンパスのみなさんは、アニメだとかそういったものを通して、デザインやアートの力で社

会を豊かにしていこうっていう活動を進められています。

　（台湾から）一言よろしいですか。

　（鈴木光男）もちろんです。

　（台湾から）はい。よろしくお願いします。鈴木先生、こんにちは。台湾の美術の先生 20 名ぐらいが集まっ

て、参加しています。質問です。今まで見てきた絵は色彩がついてないみたいですけど、色彩は子供に対し

てはすごい重要な表現の一つですけど、原因は何ですか。

　（鈴木光男）はい。このS-HTPという描画調査の方法は、鉛筆 1本で描くというもので、色は塗らない

んですね。

　（台湾から）はい。色を塗る調査は増えていますか。

　（鈴木光男）この描画調査については色を塗るということは入っていません。

そろそろまとめに入ろうと思います。なぜ、私がソーシャルコンパスさんに注目したかと言うと、カンボジアに
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おいてデザインとアートの力で社会変革、それを本当に実現されてるんですね。そのことについては、先ほ

どナイ・サッチャーさんも言われていましたが…。今回の調査を通して、子供たちの生活や表現を現実的な

社会問題に結びつけていくような学習、結果ではなくて過程を重視する学習というのが一層求められるんじゃ

ないかと考えるようになりました。ナイ・サッチャーさんは、美術教育は全ての科目に影響を与えるものだと言っ

てくださいました。ソーシャルコンパスさんたちがやってるように、また笠原先生・山田先生はじめ多くのみ

なさんがやってるように、デザインやアートの力で、美術教育の力で未来に開かれた教育というのを築き上

げていきたいなと思います。今日のシンポジウムで、何人かが語られた美術教育の本質的なところ、これを

大切にしながら、カンボジアはもちろんですが、日本にも今一度広めていかなければならないなという思い

を強くしました。

　これで終わりたいと思いますが、今回このシンポジウムに関わってくださったチュティマさん、矢加部さん、

坂田さん、ヒーアさん、ナイ・サッチャーさん、笠原先生、鈴木英司先生、それからカンボジア人支援協会

のスン・ヨーコさん、平林智咲さん、フォットさん、そして通訳をしてくれたリナさんに心から感謝申し上げます。

　スヴァイリエン州やカンポット州からもたくさんの先生たちが参加してくれたことを感謝します。台湾の先

生方もありがとうございました。

　それではみなさん、長時間にわたって本当にありがとうございました。
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ជមួយនឹង5កíម5គìបេ5ង6នេឆន:ម ែដលថតេឡ:ងេនេពល]កលបងថន ក់បេ5ង6ន េõយអេញជ :ញ5គìបណ(ុ ះបj( ល 

េនេពលេស8វេភថមី5តìវបនបេងក:តេឡ:ង។ 

េនះជ]ថ នភពេនេពលបេ5ង6នេទ5គìៗេõយេ5ប:5បស់េស8វេភសិកpថមីេនេខត( 

េõយជដំបូងខញុំបនេធ9:ជករ]កលបងសិន ។  

េនះជេស8វេភសិកpៃនបឋមសិកpថន ក់ទី ១ ដល់ ថន ក់ទី ៣។ េស8វេភសិកpសិលបៈថមីេនះ5តìវ 

បនេធ9:េឡ:ងចប់សព95គប់េហ:យ។ ។ ចំែណកឯេស8វេភសិកpៃនបឋមសិកpថន ក់ទី ៤ ដល់ថន ក់ទី៦ 

បនសេ5មច៦០% េហ:យ។  

 

២) របយករណ៍លទធផលករសទង់មតិ S-HTP 

MMiittssuuoo  SSuuzzuukkii 

បទបងx ញេនះ គឺជខzឹម]រៃនករេធ9:អេងកតេល:គំនូរេយងVមថវកិk]វ5ជវវទិយ]àស( 18K02554 ។ 

វធីិ]àស( S-HTP គឺជករសទង់មតិគំនូរែដលជករគូរគំនូរេõយបញចូ លផទះ និងេដ:មេឈ: 

និងមនុសiេទកនុងរបូមួយសនzឹក ។ 

ខញុំបនកz យជ]à]( ចរយ]កលវទិយល័យ េនកនុងឆន ំ ២០០៩ ។ េនឆន ំ ២០១០ េXក Mieko Koyamauchi 

5បធន JHP បនសួរខញុំថ េត:ខញុំចង់ចប់េផ(:មកមមវធីិសម័5គចិត(េនកមពុជែដរឬេទ។ 

េពលេនះេហ:យែដលទំនក់ទំនងរបស់ខញុំ និង 5បេទសកមពុជ បនចប់េផ(:មេឡ:ង ។ 

ខញុំបននំសិសiរបស់ខញុំេទ5បេទសកមពុជ េហ:យបនផiព9ផpយនូវថន ក់គំនូរេនបឋមសិកpជេ5ច:ន។  

កនុងបរបិទេនះ ខញុំក៏ចប់េផ(:មចូលចិត(5បេទសកមពុជ 5ពមទំងkស©ញ់ជនជតិែខមរ។ េហ:យចប់ពីឆន ំ ២០១២ 

ដល់ឆន ំ ២០១៣ ខញុំបនចូលរមួកនុងករបណ(ុ ះបj( ល5គìបេ5ង6នែផនកសិលបៈរបស់ JHP។ កនុងេនះែដរ 

ខញុំបនបេ5ង6នទក់ទងនឹងករអប់រសិំលបៈ 5ពមទំងឱយ5គìៗ េម:លពីថន ក់េរ8នរបស់ខញុំ និង 

ឲយពួកគត់ចូលរមួករk]វ5ជវេផiងៗផងែដរ។ ៃថងេនះ5គìបេ5ង6នជេ5ច:ននក់ៃនេខត(កំពត 

េខត(សទឹងែ5តងបនចូលរមួ។ េយ:ងបនេធ9:កិចចករជេ5ច:នេនកនុងករហ9ឹកហ9ឺនេនះ។ 

អ9ីែដលមនេនេល:េអ5កង់េពលេនះ ជ]ន ៃដែដលបេងក:តេឡ:ងេõយ េXក5គì អនក5គìែខមរ។ 

ខញុំពិតជភញ ក់េផö:លjស់ េនេពលែដលេឃ:ញេXក5គìអនក5គìែដលមិនែដលប៉ះពល់េខម ៃដពណ៌  

និងឧបករណ៍គំនូរេ]ះ ែតែបរជបេងក:តបន]ន ៃដដ៏អ]ច រយែបបេនះ ។ 

េទះបីជេXក5គìអនក5គìែខមរមិនសូវមនបទពិេ]ធន៍ កនុងករបងx ញកររចនក៏េõយ 

ែតខញុំពិតជមន†រមមណ៍រេំភ:បjស់េនេពលបន]គ ល់ពីភពសមបូរែបប ៃនករសែម(ងេចញ និង 

ភពសមបូរែបបៃនផzូវចិត(†រមមណ៍។ ករបណ(ុ ះបj( ល5គìបេ5ង6នែផនកសិលបៈេនះ5តìវបនបេងក:តេឡ:ង 

េõយសមជិកេនកនុងរបូថតេនះ ។ ៃថងេនះេXក Hirabayashi Chisaki, េXកkសី េយន អន(រៈ និង  រjី 

ក៏បនចូលរមួកនុងកមមវធីិសននិសិទធេនះែដរ។ ខញុំគិតថសមជិក5កíមរមួទំង ]b៉ឌី ជបុគគលិកដ៏លö 

ែដលបនេធ9:កិចចករងរេនះបនយ៉ងលö ។ ែផöកVមលទធផលេនះ េនៃថងទី ៣០ ែខ មិថុន ឆន ំ ២០១៤ 

ខញុំមនឱកស bយករណ៍ និងេសន:តៃមz និង ]រៈសំខន់ៃនករអប់រសិំលបៈដល់រដÆមôន(ី5កសួងអប់រកំមពុជ។ 

បូករមួនូវលទធផលទំងេនះ េនៃថងទី៣០ ែខ៦ ឆន ំ ២០១៤ ខញុំក៏មនឱកសបនសែម(ងមតិ និងbយករណ៍ពីតៃមz 

និងអត(ន័យៃនករអប់រែំផនកសិលបៈ េទកន់រដÆមôន(ី5កសួងអប់រកំមពុជ។ េនេពលេនះ រដÆមôន(ីក៏បននិយយថ 

នឹងõក់បញចូ លករអប់រសិំលបៈ ចូលេទកនុងកមមវធីិសិកp។  

េនកនុងេនះែដរខញុំក៏បនជួបនឹងអនកទំងអស់គន ែដលមនវត(មនមកពី]Xសិលបៈតូចផងែដរ ។   

ដូចែដលខញុំបនេល:កេឡ:ងអំបញ់មិញដូេចនះែដរ Vមរយៈករចប់េផ(:មពីអនកទំងអស់គន  

មិន5តឹមែត]Xសិលបៈតូចបុ៉េjú ះេទ ថន ក់េរ8នគូរបzង់េõយទូរស័ពទេនកនុង]Xបឋមសិកpជិតេនះ 

ក៏5តìវបនរកីចេ5ម:នផងែដរ។ េពលែដលខញុំេទេស8មbប ខញុំបនឈងចូលកែនzងេនះែដរ 

អនកទំងអស់េនទីេនះពិតជអ]ច រយ jស់។  

ែបបេនះេហ:យ, ]Xសិលបៈតូច និង JHPបនេធ9:ករគំ5ទេយ:ងែដរ បុ៉ែន(មនកុមរតិចតួចjស់ែដលបន 

មកទទួលករសិកp និង បទពិេ]ធន៍ៃនករគូរគំនូរេនបឋមសិកp ។  

ដូេចនះ JHP ក៏បនសេ5មចេធ9:អេងកតេõយS-HTPពីភពខុសគន ៃនគំនូររបស់កុមរេõយែផöកេល: ករមន 

ឬគម នបទពិេ]ធន៍សិកpគំនូរ ចំេពះ]Xែដលទទួលករគំ5ទករអប់រែំផនកសិលបៈ 

និង]Xែដលមិនទទួលករគំ5ទ ។ រមួជមួយគន េនះែដរ េយ:ងកំពុងគិតថនឹងេធ9:ករបញជ ក់ 

ឱយចបស់ថេត:Vមរយៈករសិកpែផនកគំនូរេនះ សិសiនឹងទទួលបនសមតថភពែបបjខzះ 

េប:េ5ប6បេធ8បនឹង]Xសិលបៈតូចជមួយនឹងគំនូររបស់កុមរេន]Xជបុ៉ន។ ។  

េនះជតំបន់ែដលបនេធ9:ករសទង់មតិេនកនុង5បេទសកមពុជ។ មនដូចជ]Xែដលទទួលករគំ5ទ 

S-HTP 法による幼児・児童の描画活動に関する実証的研究 2524 S-HTP 法による幼児・児童の描画活動に関する実証的研究



និង]Xែដលមិនទទួលករគំ5ទពី JHPនីមួយៗេនេខត(]9 យេរ8ង  និង េខត(កំពត  

5ពមទំង]Xមិនទទួលករគំ5ទ េនbជធនីភនំេពញ។ បនទ ប់មកមន]Xបឋមសិកpមួយេនេស8មbប 

ែដលទទួលករគំ5ទេõយ]Xសិលបៈតូច។  

បន(េទេនះខញុំនឹងេធ9:ករbយករណ៍ពីករសេងខបគំេbងៃនករគូរករេសុ:បអេងកតេõយវធីិ]àស( S-HTP ។  

េល:កទី ១ គឺពីែខ កុមភៈ ដល់ ែខមីន ឆន ំ ២០១៩, េហ:យេល:កទី ២ គឺចប់ពីែខ ធនូ ឆន ំ ២០១៩ ដល់ ែខ កុមភៈ ឆន ំ 

២០២០។ បនទ ប់ពីេនះេយ:ងបនេរ8បគេ5មងជេល:កទីបីែដរ 

បុ៉ែន(îមិន†ចអនុវត(បនេõយ]រែតជំងឺbតតបត។ េទះជយ៉ងjក៏េõយ 

េយ:ង†ចសេ5មចបននូវលទធផលដ៏មន5បេយជន៍បំផុតេនកនុងករសទង់មតិទំង២េល:កេនះ ។ ដូេចនះ 

េយ:ងបនសេ5មចចិត(េរ8បចំសននិសីទេនះ េដ:មបីេធ9:ករពិភកpជមួយអនកទំងអស់គន  ។ 

វធីិ]àស( S-HTP គឺជវធីិ]àស(កនុងករអនុញញ តឲយអនកគូរផទះេឈ:េដ:មេឈ:មនុសi និង 

វតថុេផiងៗេទ8តែដលអនក គិតដល់េõយេសរេីនកនុង5កõសA4 រយៈេពល៣០នទី ។ 

េល:កេនះខញុំបនសេ5មចចិត(េធ9:ករេ5ប6បេធ8បរបូភពៃន]X បឋមសិកpសរបុទំងអស់៨សនzឹក។ 

េនះជចំណុចចកខុវស័ិយកនុងករវភិគរបស់ S-HTP ។ ជដំបូងមនដូចជ. កររមួបញចូ លគន , ទំហំគំនូរ, 

វតថុបែនថមេ5កពីរបូVមសំណួរ, បនទ ប់មក គឺទសiនវស័ិយ, ភពជក់ែស(ង និងភពមិនជក់ែស(ងៃនគំនូរ។ 

េល:សពីេនះ េទ8តេយ:ងបនវភិគអំពីករបងx ញេចញនូវរបូbងៃនផទះជេដ:ម និង 

ករបងx ញៃនមនុសiកនុង5បំដំjក់កលkសបVម ដំjក់កលៃនករអភិវឌvន៍េនះ។ 

ដូេចនះសូមេធ9:ករែណនំអំពីករសទង់មតិៃនគំនូរេល:កទី១ ។  

េនះគឺជរបូភពកុមរមកពី]Xេរ8នែដលមិនទទួលបនករគំ5ទៃនេខត(]9 យេរ8ង ។ 

បនទ ប់មកជ]Xមិនទទួលបនករគំ5ទមួយៃនេខត(កំពត។ 

]Xមិនទទួលបនករគំ5ទេនភនំេពញ។ 

]Xបឋមសិកpេខត(]9 យេរ8ងែដលទទួលករគំ5ទេõយ JHP ។ 

]Xែដលទទួលបនករគំ5ទេនេខត(កំពតដូចគន ។ 

]Xបឋមសិកpែដលទទួលបនករគំ5ទេõយ]Xសិលបៈតូច ។ 

]Xបឋមសិកpេនះមនចប់ពីថន ក់ទី ៣ េឡ:ងេទ។ ]Xទទួលករគំ5ទពី]Xសិលបៈតូចេផiងេទ8ត ។  

បនទ ប់មកគឺជ]Xបឋមសិកpៃន5បេទសជបុ៉ន ។ 

េនះគឺជរបូភពែដលបនគូរេនកនុងករសទង់មតិេល:កទី១ រហូតមកដល់បចចុបបននេនះ ។  

បនទ ប់មកសូមែណនំរបូភពែដល5តìវបនគូរេនេល:ក ទី ២ ។  

ជ]Xែដលមិនទទួលបនករគំ5ទៃនេខត(]9 យេរ8ង។ 

]Xែដលមិនទទួលបនករគំ5ទៃនេខត(កំពត។ 

]Xទទួលករគំ5ទៃនេខត(]9 យេរ8ង។ 

]Xទទួលករគំ5ទៃនេខត(កំពត។ 

]Xទទួលបនករគំ5ទពី]Xសិលបៈតូច ។  

េហ:យបនទ ប់មក, គឺជរបូភពរបស់កុមរជបុ៉ន ។ 

របូភពេនះឥឡូវេនះបងx ញជករគូសពីទិដÆភពែដលបនេម:លេឃ:ញពី បនទប់កូនរបស់ខញុំ ។ មនតុ 

មនេធន:េស8វេភ និងេម:លេឃ:ញពីទិដÆភពេ5កបងöួចជេដ:ម ។ 

ដូចេនះ 

សូមbយករណ៍ពីលទធផលៃនករវភិគេõយែផöកេល:របូភពែដលទទួលបនេនកនុងករេធ9:អេងកតេល:គំនូរេនះ ។ 

េយ:ងបនេ5ប6បេធ8បទិននន័យេល:កទី ១ និងេល:កទី ២ស5មប់5បេភទ]Xនីមួយៗេហ:យទទួលបន 

គមz តគួរឲយកត់សមគ ល់ Vមរយៈករអេងកតχ2 ។ េន]Xទទួលករគំ5ទរបស់ JHP 

មនគមz តគួរឲយកត់សមគ ល់េន៨ចំណុច ។ េនកនុង]Xេរ8នែដលមិនមនករគំ5ទ 

មនចំណុចជេ5ច:នែដលចំណុច 12េធ9:ឲយមនភពខុសគន  ។ េនកនុង]X សិលបៈតូច និង 

]XរដÆជបុ៉នេទះបីជេធ9:ករេ5ប6បេធ8បេល:កទីមួយ និង េល:កទីពីរ ក៏េនែតមិនទន់េម:លេឃ:ញ 

ពីភពខុសគន គួរយកត់សមគ ល់េ5ច:នបុ៉នម នែដរ។ កនុងរយៈេពលែត១០ ែខែដលឆzងកត់េល:កេល:កទី១ េទេល:កទីពីរ 

េយ:ងបនេម:លេឃ:ញថករបងx ញេចញរបស់កុមរ ជពិេសសេនកនុង]X ែដលមិនទទួលបនករគំ5ទ 

មនករផz ស់បµូរយ៉ងេ5ច:នបំផុត ។  

េពលេម:លេឃ:ញពីចំណុចែ5ប5បWល និង ចំណុចផz ស់ប(ូរគួរឱយកត់សមគ ល់, 

េយ:ងបនេម:លេឃ:ញពីភពផz ស់ប(ូរទក់ទង នឹង ទសiនវស័ិយ , ភពជក់ែស(ង  និង ភពមិនជក់ែស(ងៃនគំនូរ 

និង ករសែម(ងេចញរបស់មនុសi េនកនុង]Xែដលទទួលករគំ5ទ ។ 

ឯេនកនុង]Xែដលមិនមនករគំ5ទក៏មនករផz ស់ប(ូរទក់ទង នឹងទំហំគំនូរ, ទសiនវស័ិយ, ភពជក់ែស(ង 

និង ភពមិនជក់ែស(ងៃនគំនូរ និង ករបងx ញរបូbងេលចៃនផទះជេដ:ម ។ 

េន]Xេរ8នែដលទទួលករគំ5ទពី]Xសិលបៈតូច មនករេម:លេឃ:ញពីភពផz ស់ប(ូរទក់ទងនឹងទំហំ, 

ទសiនវស័ិយ និង ករបងx ញេចញជរបូភពេនមុខមនុសi។ 

េន]Xេរ8នជបុ៉នមនករេម:លេឃ:ញពីភពផz ស់ប(ូរទក់ទងនឹង ភពរមួបញចូ លគន និង របូភពៃនផទះ និង 

មនុសi ។  

Vbងេនះបងx ញជភ]ែខមរ បុ៉ែន(េល:កទី ១ មនបងx ញជអកiរភ]ែខមរ 

និងេល:កទី២ជអកiរភ]ជបុ៉ន។  

េល:កទី១ ]Xវទិយល័យែដលមនករគំ5ទមនភពរមួបញចូ លគន  ឯ]Xែដលមិនមនករគំ5ទ 

មនលកខណៈជករេរ8បbប់។ េន]Xគំ5ទJHP, គំនូរ5តìវបនគូរជ “ភពកz ∂ន”។ ]Xគំ5ទ JHP 

5តìវបនេម:លេឃ:ញពីទសiនវស័ិយ ឯ]Xមិនទទួលបនករគំ5ទ, 

ករបងx ញេចញbងមនភពគម នសj( ប់ធន ប់បន(ិច។ 

]Xគម នករគំ5ទមនភពេកមងវយ័ខងករបងx ញេចញនូវរបូbងេលខេចញ 

និងករបងx ញពីផទះជង]Xមនករគំ5ទ។ 

]Xគម នករគំ5ទ5តìវបនេម:លេឃ:ញថមនកុមរជេ5ច:នែដលមិនគូររបូមនុសi។ 

ជបន(គឺេល:កទី២។ េពលេធ9:ករេ5ប6បេធ8បរîង]Xមនករគំ5ទ និង]Xគម នករគំ5ទ 

េឃ:ញថ]Xមនករគំ5ទមនភពរមួបញចូ លគន  ឯ]Xគម នករគំ5ទមនលកខណៈជករេរ8បbប់។ 

]Xមនករគំ5ទ 5តìវបនេម:លេឃ:ញពីទសiនីយភព ឯ]Xគម នករគំ5ទ 

គឺេធ9:ករគូររបូេនេល:បនទ ត់5តង់។ 

]Xមនករគំ5ទ5តìវបនេម:លេឃ:ញពីករបងx ញេចញនូវលកខណៈជបzង់េនកនុងករបងx ញពីមនុសi។ 

S-HTP 法による幼児・児童の描画活動に関する実証的研究 2726 S-HTP 法による幼児・児童の描画活動に関する実証的研究



 បនទ ប់មក េយ:ងេធ9:ករេ5ប6បេធ8បពីកុមរជបុ៉ន ជមួយនឹងេល:កទី១ៃន]Xមនករគំ5ទ។ 

កុមរជបុ៉នមនសមតថភពkសេម:kសៃម រមួគូរជរបូភពេចញមក។ របូគំនូរៃនកុមរជបុ៉ន 

េប:េ5ប6បេធ8បជមួយគំនូររបស់កុមរកមពុជគឺមិនសូវមនទសiនវស័ិយេទ។ របូគំនូររបស់កុមរជបុ៉ន 

េលចេឡ:ងេនកនុង5បអប់ទេទ 

ឯរបូរបស់]Xមនករគំ5ទគឺជរបូភពបងx ញពីបទពិេ]ធន៍ៃនជីវភពជក់ែស(ង។ ]Xមនករគំ5ទ 

5តìវបនបងx ញជលកខណៈរបូេលចេចញមកចំេពះករបងx ញពីផទះ។ ]Xមនករគំ5ទ 

មិនមនភព]ំុនឹងករបងx ញពីខzួន5បណមនុសiេទ ដូចេនះេយ:ង†ចេម:លេឃ:ញពីចំណុចខ9ះខត។ 

 ជបន( ជករអេងកតេល:កទី២។ ]Xមនករគំ5ទ, របូែដល5តìវបនគូរ មនសភពតូចជកុមរជបុ៉ន។ 

របូគំនូររបស់កុមរជបុ៉ន មិនសូវមនទសiនវស័ិយដូច]Xមនករគំ5ទេទ។ kសបេពលជមួយនឹងេល:កទី១ 

ែដលកុមរជបុ៉នគូររបូ5បអប់ទេទ 

]Xមនករគំ5ទបនគូរជគំនូរេយងVមបទពិេ]ធន៍ៃនជីវភពជក់ែស(ង។ ]Xមនករគំ5ទ 

មនគូររបូមនុសiជេ5ច:ន េហ:យករបងx ញពីមនុសiមនលកខណៈេកមងខចីេនេឡ:យ។ 

ជបន(ជករេ5ប6បេធ8បរîងSAS។ SASមនលកខណៈរមួបញចូ លគន ខz ំង 

ឯ]Xគម នករគំ5ទមនលកខណៈេរ8បbប់។ គំនូររបស់SASមនភពkសេម:kសៃមធំ 

និង5តìវបនគូរេឡ:ងយ៉ងសកមម។ SAS5តìវបនេម:លេឃ:ញពីទសiនវស័ិយ 

ឯ]Xគម នករគំ5ទមនលកខណៈគម នសj( ប់ធន ប់។ ែផទៃនផទះរបស់]Xគម នករគំ5ទ 

មនករបងx ញជលកខណៈេលចេចញ។ ករបងx ញពីមនុសiរបស់]Xគម នករគំ5ទ 

េõយ]រមិនមនភព]ំុ េទ:បមនលកខណៈអសកមម។ 

 េល:កទី២, េប:េធ9:ករេ5ប6បេធ8បSAS ជមួយនឹង]Xគម នករគំ5ទ, 

]Xគម នករគំ5ទមនលកខណៈជករេរ8បbប់។ គំនូររបស់SAS មនភពkសេម:kសៃមខពស់ 

5តìវបនគូរេចញមកយ៉ងសកមម។ SAS5តìវបនេម:លេឃ:ញពីទសiនវស័ិយ 

ឯ]Xគម នករគំ5ទមនលកខណៈគម នសj( ប់ធន ប់។ 

]Xគម នករគំ5ទមនករបងx ញេចញជរបូេលចេចញជងSAS។ ]Xគម នករគំ5ទ 

េõយគម នភព]ំុនឹងករបងx ញេចញពីរបូមនុសi េទ:បមនករេម:លេឃ:ញពីែផនកអសកមមផងែដរ។  

 េប:េ5ប6បេធ8បេល:កទី១ៃនSAS ជមួយរបូគំនូរកុមរជបុ៉ន, 

របូគំនូរកុមរជបុ៉នមនលកខណៈតេ5ម6បជជួរេនេល:បនទ ត់5តង់។ កុមរជបុ៉នគូរេនកនុង5បអប់ទេទ, 

SASជគំនូរមនលកខណៈបេងក:តេឡ:ងវញិនូវជីវភពជក់ែស(ង។ កុមរថន ក់មធយមសិកp និងវទិយល័យជបុ៉ន 

5តìវបនេម:លេឃ:ញពីកររកីចេ5ម:ន លូតXស់។ 

 េនះជេល:កទី២។ េប:េ5ប6បេធ8បSASជមួយជបុ៉ន, 

គមz តៃនលកខណៈរមួបញចូ លេ5កពីកររមួបញចូ លេយងVមករស5មបស5មWលេនមនលកខណៈតិចតួចេនេឡ:យ

។ គំនូររបស់SAS 5តìវបនគូរយ៉ងសកមមជងកុមរជបុ៉ន។ SAS5តìវបនេម:លេឃ:ញពីទសiនវស័ិយ, 

ជបុ៉នមិនសូវមនទសiនវស័ិយ។ កុមរជបុ៉នគូរេនកនុង5បអប់ទេទ, SASបនគូរពីបទពិេ]ធន៍ជីវភពជក់ែស(ង។ 

ជបុ៉ន5តìវបនេម:លេឃ:ញពីករបងx ញពីមនុសiមនលកខណៈ5បកដនិយម។ 

 ជបន(សូមbយករណ៍ពីករេ5ប6បេធ8បករîយតៃមzេល:គុណភព។ 

]Xមនករគំ5ទJHPមនពណ៌េខ8វេស(:ង, ]Xគម នករគំ5ទមនពណ៌5បេផះ, 

]XរដÆជបុ៉នមនពណ៌េខ8វ5កស់។ ដូចេនកនុង]z យេនះែដរ ]XរដÆជបុ៉ន មនចំណុចវជិជមនទំងអស់។ 

]Xគម នករគំ5ទមនចំណុចអវជិជមនទំងអស់។ ]Xគំ5ទមនក5មិតវវិឌvន៍អវជិជមន 

បុ៉ែន(េ5កពីេនះគឺវជិជមន។ 

 ជមួយគន េនះែដរ សូមេធ9:ករេ5ប6បេធ8ប SAS និង]Xមនករគំ5ទ, ជមួយ]XរដÆជបុ៉ន។ SAS 

និង]XរដÆជបុ៉ន មនចំណុចវជិជមនទំងអស់។ ក5មិតរកីចេ5ម:នែផនកករសែម(ងេចញ 

SASទទួលបនរង9 យតៃមzទបជងជបុ៉ន។ បុ៉ែន(, មូលõÆ នថមពលែដល5តìវបនបញចូ លេទកនុងរបូគំនូរ, 

SASទទួលបនលទធផលîយតៃមzខពស់ជងកុមរជបុ៉ន។ 

 ឆzងកត់ករេធ9:អេងកតេនះ បនបងx ញថកុមរ]Xមនករគំ5ទJHP 

មនកររកីចេ5ម:ននូវសមតថភពបងx ញជក់ែស(ងពីករសនiំបទពិេ]ធន៍ៃនករសិកpគំនូរ។ 

អត(ន័យែដល5តìវបនគូរជគំនូរ ជរបស់ជក់ែស(ងរមួជមួយទមz ប់ៃនជីវភព និងបរ]ិថ នជីវភពរស់េន, 

េõយគូររបូបេណ(: រ ព5ងីករkសៃមបេណ(: រ ែដលេធ9:ឲយîកz យជគំនូរដ៏មនអត(ន័យសមបូរែបប។ 

េយ:ង5តìវេម:លពីភពរកីចេ5ម:នៃនរេប8បគូររបូ 

បុ៉ែន(ជងេនះេទេទ8តគឺ5តìវេម:លពីកររកីចេ5ម:នខងសមតថភពkសេម:kសៃម។ 

ភពមនឬគម នបទពិេ]ធន៍សិកpគំនូរមនឥទធិពលខzះេទេល:សមតថភពkសេម:kសៃម។ េដ:មបីគូរឲយបនសកមម 

îទមទរឲយមនករkស©ញ់ និងភពស5មបVម 5ពមទំងភពសកមមផងែដរ។ ចំណុចទំងេនះ 

†ចេល:កេឡ:ងកនុងនមជលទធផលៃនករសិកpគំនូរ។  

 កុមរៃន]Xគម នករគំ5ទ មនភពរកីចេ5ម:នែផនកសមតថភពបងx ញេល:សពីកររពឹំងទុកេល:កដំបូង 

េõយ]រ ឱកសៃនករសិកpគំនូរ5តìវបនបេងក:តេឡ:ងេនកនុងករេធ9:អេងកតេល:កទី១ដល់េល:កទី២ 

េõយករនំចូលបន(ិចម(ងៗនូវករសិកpគំនូរVមករអប់រថំមី។ ជថមីម(ងេទ8ត 

េយ:ង†ចដឹងពីសមតថភពសិកpរបស់កុមរ, ភពចបស់Xស់ៃនសមតថភពលូតXស់ផងែដរ។  

 េយងVមSASបនឲយដឹងថកុមរែដលទទួលបនករសិកpគំនូរពី5កíម5គì Kasahara 

បនគូរនូវគំនូរែដល†ចេធ9:ឲយេយ:ងមន†រមមណ៍ដឹងពីជីវភព5បចំៃថង និងទសiនវស័ិយរមួបញ9ូ លបន។ 5គì 

Kasahara មន5ប]សន៍ថ (គត់មិនបនបេ5ង6នពីរេប8បគូរេទ គឺឲយគូរេõយេសរ)ី 

បុ៉ែន(េយ:ងខញុំគិតថîជករដឹកនំដ៏សមបូរែបបែដលមនករបងx ញេចញនូវករគិត គំនិត 

និង†រមមណ៍ទុកចិត(េទេល:ករបងx ញរបស់កុមរេន5តង់ចំណុចេនះ។ 

េយ:ងខញុំគិតថîមនភពចំបច់កនុងករ]យភយេទកនុង5បេទសកមពុជនូវរេប8បដឹកនំឲយបេញចញករបងx ញ 

េõយមិនបេ5ង6នពីលំõប់លំេõយ 

និងេរ8បគូរែដលបងx ញដូចេទនឹងករថតចមzងែដលថតចមzងពីគំរដូែដលដូចេបះបិទេនះេទ។ 

kសបេពលជមួយគន េនះែដរ េយ:ងខញុំគិតថ 5បេទសជបុ៉នក៏5តìវែតេធ9:ករបញជ ក់ម(ងេទ8តផងែដរ។  

 េយ:ងខញុំគិតថកុមរជបុ៉ន មនបរយិកសសិកp ជីវភពដ៏អំេjយផល 

េហ:យបទពិេ]ធន៍ៃនមូលធនវបបធម៌ែដលបនវវិត(ន៍ជរបូbងក៏មនលកខណៈធំែដរ។ េនកនុងេនះផងែដរ 

េយ:ងខញុំគិតថîជលទធផលៃនករសិកpគូរបzង់ៃនចរកិ 

†កបបករយិែដលមនកររកីចេ5ម:ននូវែផនកករបងx ញេចញ 

ករព5ងីកករប៉ន់]ម នរហូតេទដល់កនុងពិភពៃនករkសេម:kសៃមែដលឃz តឆង យពីជីវភព5បចំៃថង។ 

បុ៉ែន(េõយភពក5មៃនបទពិេ]ធន៍និមមិតរបូកនុងលំហ និងបទពិេ]ធន៍ៃនជីវភពរស់េនជក់ែស(ង 

S-HTP 法による幼児・児童の描画活動に関する実証的研究 2928 S-HTP 法による幼児・児童の描画活動に関する実証的研究



ខញុំបរមភថîនឹងេធ9:ឲយមនភពចុះេខpយនូវករសមគ ល់េទេល:ទសiនវស័ិយ និងជីវភពរស់េន។ 

ខញុំគិតថករបងx ញរបស់ពួកេគ នឹងេធ9:ឲយបទពិេ]ធន៍មុនេ5កយ និងបរយិកសមនភពសមបូរែបប 

េហ:យករែដលេធ9:ឲយបទពិេ]ធន៍រមួជមួយ†រមមណ៍ដឹងៃន]ថ ភពពិតជក់ែស(ងកន់ែតេពញេលញេនះជ5ប

ករសំខន់។ 

អត(បទស5មប់ជករេយងមន5តឹមែតបុ៉េណúះ។ 

 

៣៣．．សសននននិិសសីីទទអអនន((ររជជតតិិ  

ៃៃណណ  សសចចចច   

  កនុងនមខញុំជតំjង5កសួងអប់រ,ំ កនុងនមជតំjងនយកõÆ នកី©ថន ក់បឋម, 

នឹងកz យជែផនកដឹកនំអំពីរេប8បបេ5ង6ន និងរេប8បេរ8ន។ 

  ជបន(សូមអនុញញ តនិយយអំពីករចុះមកេធ9:អេងកត។ 

  ពួកេយ:ងបនសេ5មចពីតំបន់េធ9:អេងកតចំនួន៣។ េយ:ងខញុំបនេធ9:ករអេងកតនូវតំបន់ចំនួន៣ ដូចជ េខត(កំពត, 

េខត(]9 យេរ8ង, bជធនីភនំេពញ។ េយ:ងខញុំបនេធ9:ករេ5ជ:សេរ :ស]Xចំនួន២ េដ:មបីេធ9:ករេ5ប6បេធ8បនូវ 

]Xមនករគំ5ទ និង]Xគម នករគំ5ទករអប់រសិំលបៈេនេខត(១។ 

លទធផលៃនករចុះេទអេងកតដូចេទនឹងរបយករណ៍េនះ។ 

  ]Xមនករគំ5ទ បនេធ9:ករបេ5ង6ននូវកមមវធីិែដលបនកំណត់ 

េõយ†ចេរ8ននូវករអប់រសិំលបៈជេ5ច:ន។ ឯ]Xគម នករគំ5ទ មិនសូវ†ចទទួលករអប់រសិំលបៈេទ។ 

បុ៉ែន(េនកនុងេម៉ងសិកp កុមរទំង]Xមនករគំ5ទ និង]Xគម នករគំ5ទ បននំគន គូររបូយ៉ងរកីbយ 

និងគួរឲយចប់†រមមណ៍។ េម:លេទពួកេគពិតជេធ9:ករសិកpយ៉ងសបបយរកីbយ។ 

េហ:យេម:លេទកុមរបនគិតយ៉ងម៉ត់ចត់ពីលំ∂ត់ែដល5គìõក់ឲយ េហ:យគូរជគំនូរេចញពីចិត(របស់ខzួន 

យ៉ងមនេមទនភព និងសបបយរកីbយបំផុត។ ពួកេគមនចំjប់†រមមណ៍យ៉ង5ជលេ5ជ 

េហ:យរកីbយនឹងគំនូរែដលពួកេគបនគូរេõយខzួនឯង។ េនចំណុចេនះ ]Xមនករគំ5ទ 

និង]Xគម នករគំ5ទគឺមនលកខណៈដូចគន ។ របូគំនូរៃន]Xមនករគំ5ទ, គឺមនភពkសេម:kសៃម 

េហ:យេប:គិតពីទ5មង់ គឺមនភពទក់ទងគន ។ 5ពមទំងមនទសiនវស័ិយ តូចធំ 

និងករkសេម:kសៃមរមួបញចូ លផងែដរ។ ឧទហរណ៍, មនមនុសi សត9 េដ:មេឈ: និងîលែkស ផzូវ ផទះជេដ:ម។ 

េល:សពីេនះករបែនថមពណ៌ក៏មនភពkសស់]ö តផងែដរ។ េ5កពីេនះ 

គំនូរែដលបនគូរេõយកុមរៃន]Xគម នករគំ5ទ មិនសូវមនករkសេម:kសៃមេទ។ េហ:យ 

គំនូរមនលកខណៈេរ8បbប់ េហ:យេផ( តេទេល:ែតចំណុច១េនកនុងគំនូរ។ îជ]ថ នភពែដលគម នទសiនវស័ិយ 

េហ:យគម នទំនក់ទំនងរបូភព។ ករXបពណ៌ក៏មិនសូវបនលö។ 

  ែបបេនះេហ:យេទ:បេស8វេភពុមពថមីមនរបូbងេឡ:ងេនកនុងកមមវធីិសិកp 

ករអប់រសិំលបៈកនុងក5មិតបឋមេនកមពុជ។ 

ករអប់រសិំលបៈស5មប់កុមរេនកនុងករអប់រថំន ក់បឋមនឹងចប់េផ(:មេនេពលបន(ិចេទ8តេនះ។ 

េយ:ងខញុំគិតថî†ចេធ9:ឲយកុមរមនឱកសជេ5ច:នកនុងករសិកpVមកមមវធីិសិកp។ ចំេjទេនកនុងេនះ 

ជមូលõÆ នកនុងករផz ស់ប(ូរចំេណះដឹងរមួបញចូ លជមួយរបូកយ និង]ម រតីជេដ:ម។ 

សមតថភពkសេម:kសៃមនឹងកន់ែតរកីខពស់េឡ:ង។ អនគតរបស់កុមរ †ចរពឹំងថនឹង]ងសង់បន។  

  ជបន( សូមអនុញញ តនិយយពីផល5បេយជន៍ៃនករអប់រសិំលបៈ។ 

  មនុសiេក:តមក មិនថជពូជ]សន៍អ9ី មិនែមនេចះមកេõយខzួនឯងេទ 

គឺ5តìវឆzងកត់ករអប់រពីំសម័យបុbណ េហ:យចំបច់5តìវហ9ឹក∂ត់ជេដ:ម។ ឧទហរណ៍ ៃថងេនះជ សិសi 5គì 

ែតៃថងែសöក†ចនឹងកz យជអនកដឹកនំ5បេទសក៏ថមិនបន។ និយយរមួ ករអប់រសិំលបៈ 

ជករេធ9:ឲយពិតនូវក(ីសុបិនរបស់អនកែដលចូលរមួកនុងចលនសងគម 

េហ:យî†ចនឹងកz យជរេប8បផz ស់ប(ូរេទជកររកីចេ5ម:នជនិរន(ន៍ៃន5បេទស។ ករអប់រសិំលបៈ 

មិនែមនជធតុសំខន់ៃនករអប់រសំ5មប់ព5ងឹងចំេណះដឹងជក់ែស(ងេទ 

ែតîជមុខវជិជ ផ(ល់ឥទធិពលេទមុខវជិជ ទំងអស់។ េហ:យក៏មិន†ចេធច:ឲយ5ជលេ5ជនូវមុខវជិជ េផiងេទ8ត 

និងករងរផងែដរ។ ករអប់រសិំលបៈ នឹងកz យជករផ(ល់ឲយនូវេ]ភណó ភព ភពៃចន5បឌិត និង 

ធតុដំេjះk]យ, េទកនុងជីវភព5បចំៃថងដូចជករគិត ករប៉ន់]ម ន ចកខុវស័ិយ ចំេណះដឹងេទឲយកុមរ។  

  ករអប់រសិំលបៈែបបេនះ មនទំនក់ទំនងយ៉ងជិតសនិត និងករព5ងឹងសមតថភពគិតជលកខណៈៃចន5បឌិត 

និងអរបីូ ែដលសំខន់ស5មប់បេ5ម:មនុសiជ5បចំ 

េõយកររកីចេ5ម:នែផនកសមតថភព]ម រតីរបស់កុមរជពិេសស។ សិលបៈជេវជជ]àស( 

ែដល†ចនិយយបនថជករបេ5ម:ដល់មនុសiVំងពីេក:តដល់]z ប់។ េប:េម:លពីសម័យមុន មិនែមនអកiរេទ 

ែតជរបូគំនូរែដល5តìវបនេ5ប:5បស់ស5មប់ករ5បkស័យទក់ទងគន ។ ជំនួសឲយករសរេសរអកiរ 

របូភពេនែតចំបច់។ îជវតថុែដលមិន†ចខ9ះបន។ ជរមួ េទះបីជវបបធម៌រកីចេ5ម:នក5មិតjក៏េõយ 

របូគំនូរេនែតចំបច់។ សរបុមក របូគំនូរ 

និងអកiរជវតថុែដលមិន†ចកត់ផ( ច់បនេនbល់សម័យកលចំេពះមនុសiកនុងពិភពេXករបស់េយ:ង។ 

 

  55គគìì  KKAASSAAHHAARRAA  TTOOMMOOKKOO  ៃៃនន]]XXសសិិលលបបៈៈតតូូចច      

  ខញុំបនឈរេនកនុងេវទិកបេ5ង6នរយៈេពល៣១ឆន ំកនុងនមជ5គìសិលបៈៃន]Xវទិយល័យរ5ីតឹេនតូកយូ។ 

េពល†យុ៥៩ឆន ំ ខញុំបនមក5បេទសកមពុជ េហ:យឆន ំេនះជឆន ំទី១៥។ ខញុំ5តìវបនមនុសiជេ5ច:នសួរថ 

(េហតុអ9ីបនជខញុំចប់េផ(:មថន ក់េរ8នសិលបៈមិនគិតៃថzេនះ)។ សូមអនុញញ តឲយខញុំនិយយពីករឆzងកត់េនះបន(ិច។ 

  េនសម័យវទិយល័យ, ]ន ៃដ របស់ Paul Gauguin ពិតជមនលកខណៈទសiនវទូិ 

ែតខញុំក៏បនទទួលឥទធិពលយ៉ងខz ំងចំេពះ]ន ៃដ (េត:េយ:ងមកពីj, េត:េយ:ងជអ9ី, េត:េយ:ងេទj)។ 

ទសiនវទូិែដលមនេនទីេនះ ទំងអស់ៃនជីវតិមនុសi មនអត(ន័យពិបកjស់ ែតខញុំបនទទួលឥទធិពលដ៏ធំេធង 

េហ:យក៏បនកz យជ5គìសិលបៈ។ kសបេពលេនះ ខញុំបនគិតថគួរេធ9:អ9ីេនចុងបញច ប់ៃនជីវតិេនះ, 

ខញុំក៏សេ5មចេធ9:ករគំ5ទកុមរែដលបនេក:តកនុងលកខខណó មិនលöេនកនុងបj( 5បេទស†សីុ 

េប:សិនជខញុំ†ចរស់នូវជីវតិVមរេប8បរបស់ខញុំ។ 

  អំឡុងេពលខញុំមន†យុ៤០ឆន ំ 

ខញុំបនសេ5មចេធ9:ឲយេក:តេឡ:ងនូវគំនិតែដលបនលង់លក់េនកនុងខzួនរបស់ខញុំែតមន ក់ឯង 

េហ:យក៏បនេធ9:ករេ5ត6មេរ8បចំអស់រយៈេពល២០ឆន ំមកេហ:យ។  

  ខញុំបន5បមូលព័ត៌មនៃន5បេទសបេងក:ត]Xេនកនុងរយៈេពល២០ឆន ំមកេនះ 

រចួក៏សេ5មចចិត(ជចុងេ5កយគឺ5បេទសកមពុជ។ េនេពលមក5បេទសកមពុជខញុំបនកំណត់េរéងខzះ។ 

  ទី១ មិនជំរញុវបបធម៌ៃន5បេទសរបស់ខzួនេទកុមរៃន5បេទសែដលមនវបបធម៌ និង5បវត(ិ]àស(ខុសគន េទ។ 

S-HTP 法による幼児・児童の描画活動に関する実証的研究 3130 S-HTP 法による幼児・児童の描画活動に関する実証的研究



  ទី២ េប:កបេ5ង6ននូវថន ក់េរ8នស5មបVមករលូតXស់របស់កុមរ េõយមិនទមទរលទធផលភz មៗ 

េធ9:យ៉ងjឲយកុមរ†ចទទួលបនភពសបបយរកីbយកនុងករសែម(ងេចញនូវសិលបៈបន។ 

  ចំេពះរេប8បដឹកនំករអប់រេំន5បេទសកមពុជ, 

ខញុំមិនសូវជមនបទពិេ]ធន៍ប៉ះពល់ផទ ល់ជមួយកុមរតូចៗេទ 

េ5ពះខញុំជ5គìសិលបៈជេ5ច:នឆន ំេន5បេទសជបុ៉ន។ េពលដំបូង 

ខញុំមន†រមមណ៍ថវលិមុខនឹងសេមzងខញ វខញ ររបស់កុមរៗjស់។ ែតេពលេនះខញុំបន]ំុនឹងî 

េទ:បខញុំគិតថîបងx ញពីករចង់ដឹងរបស់មនុសiេទវញិ។  

  îជថន ក់េរ8នែដលេធ9:ករ]កលបងបេណ(: រ មនកំហុសបេណ(: រ 

បុ៉ែន(îមិនែមនជមុខវជិជ ែដលេយ:ង†ចរកបនចេមz:យបនយ៉ងkសWលេប:េធ9:Vមែតករបេ5ង6នេនះេទ, 

†ចនិយយបនថîជករគិត រេប8បមូលõÆ នៃនករបន(ថន ក់េរ8នេនះ។ 

  ទី១ គឺ (េគរពនូវពិភពែដលកូនេកមងមនករគិត មន†រមមណ៍ បនេម:លេõយែភនកខzួនផទ ល់)។ 

  ទី២ គឺ (ចំទុកកនុងចិត(នូវករអប់រៃំនកមz ំងែដល†ចេõះk]យខzួនឯង អប់រខំzួនឯង 

kសបVមករលូតXស់របស់កុមរ ែដលមិនែមនជថន ក់ែដលគិតែតពីបេ5ង6នេទ)។ 

  ទី៣ គឺ (ពិភពៃន†រមមណ៍សបបយ រកីbយ គួរឲយចប់†រមមណ៍របស់កុមរ។ 

ជថន ក់េរ8នែដលទុក†រមមណ៍ៃនចិត(េបះដូងរបស់កុមរមន ក់ៗជករសំខន់)។ 

  ទី៤ គឺ (រេប8បបងx ញេចញ មិនែមនមនែត១េទ ែតេយ:ង5បប់ថîមនេ5ច:នចំេពះពិភពៃនករបងx ញេចញ)។ 

  ទី៥ គឺ (ខញុំបនេធ9:ករ]កលបង និងពិេ]ធន៍ជេ5ច:ន។ 

ខញុំបន5បប់េគថខញុំនឹងព5ងីកនូវពិភពបងx ញេចញនូវបទពិេ]ធន៍េនះ)។ 

  សូមទសiននូវ]ន ៃដរបស់កុមរ និងកែនzងៃនសកមមភពអនុវត(ន៍គំនិតែបបេនះដូចខងេ5កម។ 

  េនះជ]XបឋមសិកpVទំុ និង ]Xបឋមសិកpធzកទំង២។ 

ជ]XែដលមនទីVំងេនចំកj( លៃនភូមិកសិកមមែដលជិះ©នពី5កíងេស8មbបមក5បែហលចំjយ 

៤០នទី។ េនកនុង]Xទំងេនះ មនថន ក់បេ5ង6នសិលបៈម(ងកនុង១ែខ។ 

]Xទំងពីរេនះមនបរយិកសកក់េក(  េហ:យេõយ]រîជ]Xតូច 

េទ:បមន†រមមណ៍ថជលកខណៈ5គW]រ។ ដូចែដលេXកអនកបនដឹងVមករេម:លពីរបូភពេនះដូេចនះែដរ 

េõយ]រîជកុមរៃនភូមិkសíក ដូេចនះពួកេគរកីbយjស់ចំេពះថន ក់េរ8នសិលបៈេនះ។ 

  េនចុងបញច ប់ៃនថន ក់េរ8ន េយ:ងេធ9:ករេ5ជ:សេរ :ស]ន ៃដរបស់ពួកេគ 

បុ៉ែន(េទះបីកុមរែដលគូរមិនសូវបនលöក៏េស:ចសបបយែដរ 

េហ:យកុមរភគេ5ច:នបនបងx ញភពេពញចិត(យ៉ងខz ំង។ 

  ជបនទ ប់េនះ ជកុមរៗៃនមេត(យយសិកp]Xភូមិអូ។ 

ទីេនះក៏ជ]Xែដលមនេនភូមិកសិកមមជិះ©នពីេស8មbបចំjយ5បែហល២០នទី។ 

េõយ]រជមេត(យយ ខញុំបនអនុវត(េõយែបងែចកជ២ថន ក់ស5មប់កុមរ†យុ ៤ឆន ំ ៥ឆន ំ ចំនួន៤០នក់។ 

ភពគួរឲយចប់†រមមណ៍របស់កុមរមេត(យយ គឺមនភពចង់េចះចង់ដឹង ចង់េធ9:េរéងជេ5ច:ន 

េហ:យជកុមរៗែដលមិន]ទ ក់េសទ:រកនុងករេធ9:អ9ីមួយ។ 

  បន(មក គឺជកុមរៗៃនមេត(យយសិកp]Xអូ។ ទីេនះ មិនែមនខញុំជអនកបេ5ង6នេទ ែតបុគគលិក និង5គì 

៣របូែដលទទួលករអប់រេំនទីេនះ គឺជអនកបេ5ង6ន។ îជថន ក់េរ8ន៩០នទី 

បុ៉ែន(កុមរៗពិតជមនសមតថភពបងx ញខពស់ ករkសេម:kសៃមគួរឲយចប់†រមមណ៍ 

និងសបបយរកីbយនឹងសិលបៈ។ េõយ]រេយ:ងេធ9:ករអនុវត(ន៍ម(ងជេរ8ងbល់សប( ហ៍ 

សមតថភពបងx ញរបស់កុមរៗក៏កន់ែតខពស់។ 

  ជបន(គឺជ]XអងគររដÆែដលមនភពចំjស់ជងេគ េពលឆន ំេនះជឆន ំទី១២។ ទីេនះ 

ចំjយេពលជិះ©ន5បែហល៣០នទីែដរ ដូចែដលបនដឹងពីេឈម ះ]Xk]ប់េហ:យ 

គឺ]Xេនះសិថតេនជិតអងគរវត(។ ឆzងកត់១២ឆន ំមកេនះ បនផz ស់ប(ូរកុមរអស់ ៣ជំនន់មកេហ:យ 

េហ:យ]ន ៃដរបស់កុមរជំនន់jក៏មនកមz ំងខz ំង េហ:យភគេ5ច:នជកុមរែដលគូររបូមហិម 

រមួបញជូ លេõយកមz ំងពិតៗ។ 

  5បធន]ខសីុហiឹអូកៃន]Xសិលបៈជបុ៉ន េXក5គì Suzuki eiji 

  ខញុំសូមអនុញញ តេរ8បbប់ពីករគិត 

†រមមណ៍េនេពលបនេម:លពី]ន ៃដរបស់កុមរៗេនតំបន់នីមួយៗេន5បេទសកមពុជ 

និង]ន ៃដរបស់កុមរៗរបស់ជបុ៉ន។ 

  ជដំបូង អ9ីែដលខញុំចប់†រមមណ៍េនេពលេម:លពី]ន ៃដរបស់កុមរៗកមពុជ 

គឺករែដលេយ:ងបនេម:លេឃ:ញពីកុមរទំងអស់នូវ របូbង និងបនទ ត់ៃនទ5មង់បងx ញែបបបុbណ។ មយ៉ងេទ8ត 

េõយ]របនេម:លេឃ:ញពីករបងx ញនូវករេធ9:ករ និងករជួយគន របស់កុមរៗ 

េទ:បខញុំមិន†ចឃz តេចញពីជីវភពេធ9:ករជមួយកុមរជេរ8ងbល់ៃថង។ ជរមួ, ខញុំមន†រមមណ៍ថ 

បទពិេ]ធន៍ផទ ល់របស់កុមរៗបនបងx ញេចញយ៉ងចបស់េនកនុងគំនូរ។ 

  ]ន ៃដរបស់កុមរSAS េធ9:ឲយខញុំមន†រមមណ៍ដឹងពីភពខz ំងៃនកមz ំងបនទ ត់ ភពសបបយរកីbយៃនករបងx ញ 

និងភពkសស់k]យៃនកុមរៗ។ ជពិេសស េនកនុងករអេងកតេល:កទី២ េយ:ងបនេឃ:ញពីចំនួនៃនសត9 

េដ:មេឈ:ៃនរបូែដលបនគូរ េហ:យករបងx ញក៏កន់ែតេ5ច:នេឡ:ងៗ។  

  ជបន( ជ]ន ៃដរបស់កុមរៗៃនេខត(កំពត និងេខត(]9 យេរ8ងៃន JHP។ 

េប:េយ:ងេម:លពី]ន ៃដេល:កទី១របស់កុមរៃនេខត(កំពត េយ:ងេឃ:ញថîមនលកខណៈស5មយខz ំង 

េហ:យេនេល:កទី២ េនកែនzងហុ៊πព័ទធេõយរង9ង់ពណ៌5កហម, ជក់ែស(ង េ5កយពី5តìវបនលុបេõយជ័រលុប 

îពិតជពិបកនឹងដឹងjស់, ែតេõយ]រមនករគូរមនុសiជេ5ច:ន េហ:យលុបេចលវញិ 

េពលេõយឆzងកត់កំហុស]កលបងៃនករបងx ញពីមនុសiែបបេនះេហ:យ 

េទ:បខញុំគិតថតៃមzេនកនុងសកមមភពរបស់កុមរេនះកំពុងនឹងេក:តមនេឡ:ង។ 

  ផទុយេទវញិ អ9ីែដលខញុំយល់េឃ:ញពី]ន ៃដរបស់កុមរៗេនbជធនីភនំេពញ 

គឺបនបងx ញឲយេឃ:ញេនកនុងរបូគំនូរនូវគមz តៃនបទពិេ]ធន៍ផទ ល់ និងភពខុសគន ៃនបរយិកសជីវភពរស់េន 

េនកនុង]ន ៃដខង](  ំនិងខងេឆ9ង ចំេពះករបងx ញរបូbងbល់ៃថង និង]ថ នភពៃនជីវភព 

និងកររស់េនកនុងភពសមបូរែបបៃនព័ត៌មនចកខុវស័ិយ។ 

  ជបន(េទេនះ គឺជ]ន ៃដរបស់កុមរៃន]Xគម នករគំ5ទៃនេខត(]9 យេរ8ង និង]ន ៃដរបស់កុមរជបុ៉ន។ 

  េប:េម:លពី]ន ៃដេល:កទី១ ៃនកុមរេខត(]9 យេរ8ងរហូតដល់េល:កទី២, 

េយ:ងបនេម:លេឃ:ញពីភពខុសគន យ៉ងេ5ច:នរîងេល:កទី១ និងេល:កទី២ េõយេនេល:កទី២ 

មនផត់ពណ៌េនែខi]ម , ផត់ពណ៌េខម , គូរពណ៌េIម ឲយកន់ែត5កស់, ផត់ពណ៌េដ:មេឈ:ជេដ:ម 

េពលគឺ†រមមណ៍ៃនករផត់ពណ៌មនករេក:នេឡ:ង។ 

  ]ន ៃដេនខង]( ំេនះ ជ]ន ៃដរបស់កុមរជបុ៉ន, អ9ីែដលពួលេគបនគូរេនេពលេធ9:អេងកតេល:កទី១ 

គឺជរបូbងរបស់កុមរែដលកំពុងេលងេនជិតផទះ ជមួយមិត(ភក(ិ, 

S-HTP 法による幼児・児童の描画活動に関する実証的研究 3332 S-HTP 法による幼児・児童の描画活動に関する実証的研究



េនទីេនះេយ:ងបនេម:លេឃ:ញពីភពសមបូរែបបៃនគំនិត, 

ករែស9ងយល់លំហែដលរមួបញចូ លេõយទសiនវស័ិយេនទីVំងេដ:មេឈ: និងពណ៌ៃនដំបូលផទះ, 

េõយមនបងx ញេចញនូវភពេផö6ងេទខងកនុង េនកនុង]ថ នភព5ទíឌេ5ទមៃនផzូវ។ េនករអេងកតេល:កទី២ 

]ន ៃដនិមមិតៃនទ5មង់ជីវភព5បេទស5ពិល5តìវបនគូរេឡ:ង ែដលខុសពីអេងកតេល:កទី១។ កុមរែដលរស់េនទីេនះ, 

ពួកេគរស់េនកនុងតំបន់ែដល5ពិលមិនធz ក់េនកនុងែខរងរ 

បុ៉ែន(5បែហលមកពីពួកេគរស់េនកនុងសងគមព័ត៌មនែដលពួកេគបនេម:លេឃ:ញេនកនុងជីវភពរស់េននូវករបងx

ញជេ5ច:ន េទ:បេធ9:ឲយពូកេគ†ចបងx ញេចញបនែបបេនះ។ 

  ជបន(, 

Vbងែដលបនសរបុនូវករវភិគពីករេ5ប6េធ8បេទេល:ករអេងកតេល:របូគំនូររîង5បេទសទំងពីរេល:កេនះ។ 

េõយ]រេនទីេនះមនសរេសរយ៉ងលមöិតជេ5ច:ន 

ដូេចនះខញុំសូមបងx ញពីឯក]រែដលបនេធ9:ករសេងខបរចួេន]z យបនទ ប់េនះ។ ែផនកេនះ ជកុមរកមពុជ, 

អកiរពណ៌េខ8វជកុមរជបុ៉ន, េហ:យអកiរពណ៌5កហមជអ9ីែដលមនភពដូចគន ។  

  ពី]ន ៃដរបស់កុមរកមពុជ †ចឲយេយ:ងបនដឹងពីករែដលមិនឃz តេចញឆង យពីជីវភពរស់េន5បចំៃថង 

និងវបបធម៌របស់កមពុជ។ េហ:យ េយ:ង†ចដឹងពីករេធ9:ករ, កររស់េន, 

ភពសមបូរែបបៃនផzូវចិត(ជមួយនឹងធមមជតិជេដ:ម។ មយ៉ងេទ8ត îក៏បនបងx ញេចញមកនូវទសiនៈ]សន, 

សត9 េដ:មេឈ:, ទ5មង់ទំេន8មទំXប់ជេដ:់មផងែដរ។  

  ផទុយេទវញិ កុមរជបុ៉នមនភពស5មប និងភពសមបូរែបបេនកនុងគំនិត និងករបេងក:តគំនិតែដរ 

ែតេប:េម:លពី]ន ៃដរបស់កុមរកមពុជេទ:បខញុំយល់ថ 

ករបណ(ុ ះបj( លភពសមបូរែបបខងផzូវចិត(ក៏មន]រសំខន់ែដរ។ 

េហ:យករបេងក:នទំនក់ទំនងជមួយទំេន8មទំXប់, វបបធម៌, រេប8បទក់ទងនឹងសងគមក៏មនភពចំបច់ែដរ។ 

  ករអប់រសិំលបៈ 

ជេរéងដ៏សំខន់កនុងករបណ(ុ ះបj( លកមz ំងេទនឹងករេõះk]យបញx ជេ5ច:នេõយខzួនឯង 

និងជមួយអនកដៃទ 5ពមទំង†ចបេងក:តេចញនូវតៃមzថមីេទ8តផង។ 

បនទ ប់ពីបន]( ប់េយបល់ជេ5ច:នរបស់អនកទំងអស់គន រចួមក 

ខញុំមន†រមមណ៍ថករអប់រសិំលបៈជរបស់ដ៏សំខន់កនុងករបណ(ុ ះបj( លព័ត៌មនសមបូរែបប។ 

សកមមភពបងx ញែដលមនលកខណៈបេងក:តជរបូbងគឺមនភពចំបច់មិន†ចខ9ះបនេទ 

កនុងករបេងក:នសមតថភពែស9ងយល់ពីករបងx ញរបស់អនកដៃទ, សមតថភពបងx ញ, សមតថភពបេងក:តគំនិត, 

សមត(ភពបងx ញគំនិត, និងសមតថភពចំបច់ស5មប់កុមរែដលប៉ងេទៃថងអនគត។ ៃថងមុខ 

ករVមõនជបន(បនទ ប់ និងករជំរញុបន(នូវករផz ស់ប(ូរវបបធម៌ 

†ចេធ9:ឲយេយ:ង†ចឆzងផុតបញx របស់5បេទសេរ8ងខzួនបន។  

   កកររពពិិភភកកpp  

    ករបងx ញរបស់កុមរកមពុជVមករគំ5ទរបស់ JHP និង SAS 

មនលកខណៈេពញេលញេõយគម នករភន(5ចឡំេឡ:យ។ េន]Xែដលមិនទទួលបនករគំ5ទ 

ក៏មនករេក:តេឡ:ងនូវសមតថភពបងx ញ 

េហ:យករអប់រសិំលបៈេនដំjក់កលករអប់រថំមីេនះកំពុង5តìវបនបន(េទមុខ។ េទះបីជ5កី5កក៏ពិតែមន 

បុ៉ែន(េនកនុងករបងx ញេចញែដលេក:តេឡ:ងពីកនុងជីវភព]មញញ គឺîពិតជមនតៃមzjស់។ 

îជអ9ីែដលបងx ញឲយេឃ:ញពីអនគតរបស់កមពុជនេពលខងមុខ 

េ5ពះករបងx ញរបស់កុមររបូjក៏េõយក៏េពរេពញេទេõយសុខភព។ 

  សំនួរេទកន់េXក5គì KASAHARA។ 

  េនកនុងសកមមភពមកទល់បចចុបបននេនះ 

5តìវបនេគនិយយថជករេធ9:ឲយគំនិតែដលមនលកខណៈវបបធម៌ឲយកន់ែតខz ំងេឡ:ង បុ៉ែន(េត:îជអ9ីឲយ5បកដ? 

  (Kasahara tomoko) េនកមពុជករអប់រសិំលបៈេសទ:ែតគម នេ]ះ, កែនzងែដលខញុំបនេទចំនួនមនចំនួន១១េខត( 

េនកនុងេនះក៏មនេខត(õច់kសយលខz ំងjស់ែដរ។ េពលែដលខញុំេទដល់េខត(õច់kសយលខz ំង 

អ9ីទំងអស់ែដលខញុំបនេឃ:ញសុទធែតថមីkស©ងស5មប់ខញុំ។ េហ:យអ9ីែដលខញុំពំនំេទទំងអស់សុទធែតថមី។ 

ភពសបបយរកីbយែបបថមីែដលបនមកពីបទពិេ]ធន៍ពីរបស់ថមីេនះ បនចក់ឬសេនកនុងកុមរៗ។ 

កុមរៗដូចជមនបំណងកនុងករ]កលបងនូវករបងx ញ, បទពិេ]ធន៍ដែដលេនះេទ8តែដរ។ 

េស8វេភែដលខញុំបនõក់Vំងពិពណ៌ មនសរេសរែបបេនះ។ 

[ខញុំមិន†ចបំេភzចនូវទឹកមុខែដលេពរេពញេõយភពរកីbយេនេពលបនគូរគំនូរដំបូងរបស់កុមរកមពុជែដលមិន

ធz ប់បនកន់ឧបករណ៍គូររបូេ]ះ។ ករេម:ល ករប៉ះទំងអស់ 

សុទធែតជបទពិេ]ធន៍ថមីែដលបនេធ9:ឲយមនកររេំភ:ប, 

ករេផ( តខz ំងេõយែភនកដ៏មនពនzឺជមួយនឹងេបះដូងេXត េទ:បខញុំ5តìវទុកឧបករណ៍ៃនគំនូរេនទីេនះ]។ 

េហ:យក៏មនេរéងែបបេនះផងែដរ។ គឺខញុំបនេទភូមិមួយែដលបនចំjយេពលជិះ©ន៩េម៉ង, 

េហ:យបនទ ប់ពីបេ5ង6នចប់ ខញុំបន5តឡប់មក]Xវញិ, 

បុ៉នម នៃថងេ5កយមកខញុំក៏បនទទួលទូរស័ពទពី5គìបេ5ង6នៃនភូមិេនះ។ 

ខញុំគិតថîជទូរស័ពទៃនករែថzងអំណរគុណពី5គìបេ5ង6ន េõយ]រកូនសិសiមនភពសបបយរកីbយ 

និងបនទទួលបទពិេ]ធន៍ដ៏លöេនះ។ កុមរៗ 5តìវករវបបធម៌។ 

  (Suzuki Mistuo) សូមអរគុណ។ ែមនេហ:យ។ ខញុំមន†រមមណ៍ថដូចជធz ប់បនលឺពីេXក5គìKASAHARA 

ថîជេរéងសំខន់jស់កនុងនមជអនកអប់រទំំងអស់ មិនកំណត់ែតករអប់រសិំលបៈ, 

អនកអប់រេំទែដល†ចេធ9:ឲយកុមរេទជែបបេនះបន។  

  ៃថងមុនខញុំបនទទួលឯក]រេនះពីេXក Yamada 

ៃន]XសិលបៈYamadaែដលកំពុងេធ9:ករេនbជធនីភនំេពញ។ ខញុំបនជួបនិយយេõយផទ ល់ជមួយេXក 

Yamada េõយផទ ល់េន5បេទសកមពុជ បុ៉ែន(េពលែដលខញុំបនេម:លពីរបយករណ៍េនះ 

ខញុំក៏បនដឹងថអ9ីែដលេXក5គìKASAHARAទុកជរបស់សំខន់ 

និងករអប់រសិំលបៈែដលបនបន(េន5បេទសកមពុជរបស់េXក Yamada ពិតជមនសភពkសេដ8ងគន jស់។ 

េត:†ចបងx ញពីវធីិ]àស(របស់េXក Yamada បនេទ? 

  (Yamada Takaryo) បទ។ ខញុំ Yamada ខញុំអនុញញ តេធ9:ករែណនំ។ 

ជដំបូងសូមែថzងអំណរគុណចំេពះសននិសិទធដ៏អ]ច រយេនះ។ េõយ]រមិនសូវមនេពលេវX5គប់5គន់, 

វធីិ]àស( Yamada, ចំណងេជ:ងេនះពិតជេធ9:ឲយខញុំមនភពភ័យខz ចបន(ិចេហ:យ។  េល:កេនះ 

ជករអប់រសិំលបៈkសបេពលមនវរីសុកូរ ៉jូេនះេõយែផöកេល:មូលនិធិអន(រជតិ, 

េõយេន5បេទសកមពុជVំងពិេដ:មមកមិនមនករអប់រសិំលបៈេទ 

ដូេចនះខញុំក៏ចប់េផ(:មបេ5ង6នសិលបៈVមអន©ញ េហ:យខញុំបនេធ9:ករបេ5ង6នេទកុមរៗជេ5ច:នឆន ំ 

5បែហល៣០ឆន ំ។ វធីិ]àស( Yamada 
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ក៏េលចេចញពីរបូbងមួយេឡ:ងពីបទពិេ]ធន៍ែដលខញុំមនជមួយសិសiវទិយល័យ, អនុវទិយល័យ, 

និងសិសiបឋម។ ខញុំក៏មនចមងល់ខzះែដរេនកនុងករអប់រសិំលបៈេនជបុ៉ន, បុ៉ែន( 

ខញុំក៏បនយកករអប់រសិំលបៈែដលបនេធ9:េឡ:ងេនជបុ៉នជមូលõÆ ន េហ:យេធ9:ករែកែ5បជ]ទ យរបស់ខzួន 

េទ:បករបែនzងជរបូbងែដលបនេរ8បចំរចួនូវករអប់រសិំលបៈជបុ៉នេនះ5តìវបនõក់េឈម ះថជវធីិ]àស( 

Yamada។ ជេគលករណ៍ ជដំបូងគឺេយ:ងមិន5តìវបណ(ុ ះនូវគំនិតនឹងថកល់េទកុមរៗេទ 

គឺេគលបំណងរបស់េយ:ងជករទញេចញនូវ†រមមណ៍របស់កុមរ ករបេងក:តបរយិកស ករេរ8បចំេõយេសរ។ី 

ជដំបូង ខញុំបនេ5ប:5បស់ពកយថ បេ5ង6នេទកូនសិសi ជញឹកញប់ែដរ បុ៉ែន(ករពិតមិនែមនបេ5ង6នេទ 

គឺជករេរ8បចំកែនzងឲយសិសi†ចបេញចញ]ន ៃដេõយេសរ។ី េពលគឺ†ចឲយគត់បេញចញ]ន ៃដបន។ 

េប:មនុសiធំេធ9:ែបបេនះ កុមរក៏េធ9:Vមែបបេនះែដរ។ េប:ែបបេនះេសរភីពែដលកុមរមននឹង†ចបត់បង់េទ។ 

េទះជពូែក ឬមិនពូែកក៏េõយ េប:អនកពក់ព័នធ និងកុមរៗមនភពរកីbយbល់ដង 

េនះពួកេគនឹងចង់គូរេនេល:កេ5កយេទ8ត។ ខញុំទុក†រមមណ៍ែបបេនះសំខន់បំផុត។ 

  (Suzuki Mistuo) សូមអរគុណ។ េXកៃណ សតយេឃ:ញេល:កៃដ, េត:េXកមនអ9ីចង់មន5ប]សន៍េទ? 

  (ៃណ សតយ) ខញុំមនសំណួរសួរេទកន់ េXក Kasahara ៃន SAS។ ខញុំដឹងថេXក5គìកំពុងបេ5ង6នសិលបៈ, 

ឧទហរណ៍េប:មនកុមរែដលធុញ5ទន់ ឬកុមរែដលមិនមនចំjប់†រមមណ៍េល:គំនូរ, 

េត:េXក5គìនឹងេធ9:ែបបj? 

  (Kasahara Tomoko) ជេគលករណ៍មិនែមនជថន ក់េរ8នែដលបងខំសិសiេទ, 

េប:េយ:ងបងខំសិសiîនឹងដូចជថន ក់េរ8នេនបឋមែដរ 

ដូេចនះជេគលករណ៍គឺេយ:ងឲយពួកគត់ចូលរមួេõយខzួនឯង។ ខញុំក៏បេ5ង6នេនជបុ៉នែដរ, 

កុមរែបបេនះគឺពិតជមន។ កុមរមួយចំនួនបននិយយថសិលបៈេត:មន5បេយជន៍អ9ី, 

េហ:យពួកេគែតងរអូ៊ជេ5ច:ន 

ែតខញុំបន5បប់េទសិសiវទិយល័យថîជពិភពែដល†ចេម:លេõយចកខុេផiងនូវពិភពែដលអនកមិន]គ ល់។ 

ខញុំបន5បប់េទសិសiវទិយល័យថ មិនែមនករkស©ញ់ ករសöប់ចំេពះខzួនឯងេទ, 

គឺេប:េយ:ងឈរេនេល:ជំហទូលំទូXយîនឹងកz យជបទពិេ]ធន៍ដ៏លö។ េនបឋមសិកp ក៏មនសិសiែដលសöប់ 

មិនចូលចិត(េរ8ន េហ:យក៏មិនចង់មក]Xែដរ។ បុ៉ែន(ខញុំមិនែមនេទជ5កíមធមមVេទ គឺខញុំេទគន 5បែហល៣នក់។ 

ដូេចនះ េយ:ង†ចឲយដំបូនម នេទសិសiេនះយ៉ងសមkសបបន។ េXក Hea 

និង5គìមន ក់េទ8តែដលេនទីេនះែដរេនះ នឹង†ចទញកូនសិសiបនយ៉ងលö។ ខញុំមិនេចះភ]ែខមរេទ, 

îេរ8ងពិបកបន(ិចែមន បន(ិចខញុំក៏ចប់េផ(:ម5បតិបត(ិករ។ 

  (Suzuki Mistuo) បទ, សូមអរគុណ។ ពិតជករចែចកពិភកpដ៏លöែមន, ជបន(េXក5គìHasahara 

និងេXក5គì Yamada ក៏មន5ប]សន៍បន(ិចពីករអប់រសិំលបៈេនជបុ៉នែដរ។ 

េហ:យអ9ីទំងេនះគឺដូចគន េទនឹងពកយសំដីរបស់េXក5គì Suzuki Eiji ែដរ។ េនកនុងគំនូររបស់កុមរជបុ៉ន 

េយ:ងបនេម:លេឃ:ញថîេនមនលកខណៈគួរឲយ5ពWយបរមភ។ ករពិត កង9ល់េនះក៏មនសរេសរេនកនុងេស8វេភ 

[ករជប់គំងៃនកររកីចេ5ម:នែដលបនបងx ញេន S-HTP] ែដរ។ 

ករបងx ញែដលទទួលបនឥទធិពលពីគំនូរជីវចល ឬេហគមរបស់កុមរេយ:ងទុកមួយែលកសិន, 

ខញុំបនគិតេឃ:ញនូវចំណុច២យ៉ង។ គំនិតអវជិជមនគឺ 

ជគំនិតែដលខញុំគិតេឃ:ញថកុមរមិនបនសែម(ងេចញនូវ†រមមណ៍ពិតរបស់ខzួនេនកនុងករអប់រែំដលេផ( តសំខន់

េល:លទធផលេទ េពលគឺពួកេគបនខចី†រមមណ៍ពីេហគម ឬគំនូរជីវចលជេដ:ម។ ឯគំនិតវជិជមនគឺ 

គំនូររបស់កុមរជបុ៉នទទួលឥទធិពលនិមមិតពីេហគម ពីគំនូរជីវចលែមន 
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２回目の描画調査（2019年12月～2020年2月） Drawing of the 2nd Survey
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Empirical study on Cambodian children's drawing by the S-HTP method (Year 1) 
Mitsuo Suzuki  

Seirei Christopher University 
Abstract 

The Japan Team of Young Human Power (JHP), a nonprofit corporation,and Small Art 

School have been actively supporting Cambodia. They have been facilitating teacher 

training and curriculum development in art education. As a result, an art subject will be 

newly introduced in the new Cambodian education curriculum. The new Cambodian 

curriculum will include one hour of art class per week and will be implemented in 

elementary schools. Prior to art education beginning in Cambodia, we investigated if there 

was a difference in the students’ development of creative expression in drawing 

depending on whether the students had experience with the picture development 

method called the S-HTP (Synthetic House-Tree-Person technique). We found that children 

with learning experiences had more expressive power. They used their imagination based 

on their real life experiences while expressing their creativity through drawing. 
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េE} ះេទ [កប៏នបង� ញអំពីទសxនៈដឹងនអំបរ់កុំមរ ទសxនៈករបេ-ងSនទកទ់ងនឹងករអបរ់ទូំេទ 

ែដលមនករផh ស់ប%ូរេ-ច(នជងអoីែដលខញុ ំបនរពឹំងទុក 

េហ(យ[កប៏នកh យជវឌÉនភពមយួែដលេផ% តេទេល(កុមរ។ េទះយ៉ងEកេ៏jយ 

េយ(ងមនិទនL់ចបញជ កច់បស់ថ េត(េមេរ1នជកែ់ស%ងបនផh ស់ប%ូរយ៉ងដូចេម%ចេនះេទ ។  

 

     

     ដូេចនះេល(កេនះែផkកេល(គំនិតខងេល( ខញុ ំមនិបនេធo(ករេ-បSបេធ1បេKក-គlអនក-គlេទ ែតខញុ ំបនេធo(ករ  

-6វ-ជវេjយេផ% តេល(គំKតខុសគន ៃនសកមមភពគូរគំនូររបស់កុមរនីមយួៗ ។ 
េនកនុងកមមវធីិសិកOេនកមពុជបចចុបបននករសិកOគំនូរមនិមនមុខវជិជ Eមយួែដល-តlវនឹងមុខវជិជ គំនូរ 

និងសិបបកមមរបស់-បេទស   ជប៉ុនេនះេទ។  េហ(យខញុ ំបនែណនយ៉ំងជកK់កែ់ដរ 

"អំពីករគ-ំទអន%រជតិសំេâដល់ក6ងសងក់រអបរ់សិំលបៈេនកនុង-ពះ3ជEច-កកមពុជ"  

"ករអបរ់សិំលបៈ" េលខ២៩១、 េនកនុងរបយករណ៍អនុវត%កនhងមក 

ប៉ុែន%េនកនុងករសិកOសងគមមនែតសកមមភពតិចតួចប៉ុេE} ះកនុងករគូរគំនូរãមនីតិវធីិ-តឹម-តlវ 

និងេទãមគំរ។ូ េនកនុងកមមវធីិសិកOវគគបនទ ប ់ មុខវជិជ សិលបៈ (ដូរតåន%ី / សិលបៈ) 

នឹង-តlវបេ-ងSនរយៈេពល១េម៉ងកនុងមយួសប% ហ៍ 

ប៉ុែន%េនេពលបចចុបបននេនះមនកុមរតិចតួចEស់ែដលមនបទពិេ6ធនធ៍h បេ់រ1នសូ-តេដ(មបបីង� ញគំនូរផទ ល់

ខhួនរបស់ពួកេគេjយេសរេីនះ ។ 

 

     េហតុដូេចនះេហ(យ បនជខញុ ំសេ-មចេធo(ករសទងម់តិេjយេ-ប(វធីិ6åស%S-

HTPស-មប6់Kែដលមនិមនករគ-ំទ 

និង6Kែដលកំពុងបន%ករគ-ំទពីអងគករJHPដល់ករអបរ់សិំលបៈ ។ វធីិ6åស%S-HTP (Synthetic-HTP: 

រមួបញចូ លHTP) គឺជែផនកមយួៃនករពិនិតយ ឬ[យតៃមhចិត%6åស%ែដលេLយកុមរគូរគំនូរចំនួន៣មនដូចជ 

របូមនុសx េដ(មេឈ( និងផទះេនេល(-កjសមយួសនhឹក ។ Isobe Miyoshi, Katanasaka Junko, Inoue 

Nozomi (ឆន 2ំ012) បនេ-ប(វធីិ6åស%S-

HTPែដលជវធីិ6åស%មយួេដ(មបេីធo(ករអេងកតពីករអភវិឌÉរបស់កុមរកនុងវយ័កុមរភព 

េហ(យកប៏នេធo(េសចក%ី3យករណ៍ពី-បសិទធភពរបស់[ផងែដរ ។ 

េ-កពីេនះអនកចង-កងខhួនឯងផទ ល់កប៏នេធo(ករអេងកតេjយេ-ប(វធីិ6åស%S-

HTPេនãម6KបឋមសិកOកនុង-បេទសកមពុជ និង-បេទសេនប៉ល់ផងែដរ 

េហ(យបនពិភកOអំពីភពខុសគន ៃនករមនចំEបL់រមមណ៍របស់កុមរចំេពះធមមជតិ 

និងករអភវិឌÉករគូរគំនូរ។ 

 

      មនិ-តឹមែត6Kែដលគ-ំទ និងមនិគ-ំទេjយអងគករJHPែតប៉ុេE} ះេទ 

កប៏៉ុែន%អតីត-គlបេ-ងSនសិលបៈេនវទិយល័យជប៉ុនមន កអ់នក-គlTomoko Kasaharaកប៏នេប(ក 

"6Kសិលបៈខន តតូចមយួេឈម ះSmall Art School (SAS)" េនេខត%េស1ម3បែកបរ-ប6ទអងគរវត% 

រមួទងំ6Kរដòេនជប៉ុនកប៏នេធo(ករសទងម់តិ េហ(យបនសេ-មចេធo(ករេ-បSបេធ1បគន េទវញិេទមកផងែដរ ។ 

ãមរយៈករេ-បSបេធ1បេនះគឺមនេគលបំណងេដ(មបសិីកOែសoងយល់ពីកុមរែដលមនិមនបទពិេ6ធនក៍នុង

S-HTP 法による幼児・児童の描画活動に関する実証的研究 6362 S-HTP 法による幼児・児童の描画活動に関する実証的研究



ករគូរដូចែដលពួកេគចងប់ន 

និងេដ(មបចីងដឹ់ងពីភពខុសគន ៃនសកមមភពគូរកនុងចំេEមកុមរែដល-តlវបនបណ%ុ ះបE% លេjយមនករ

េ-គងទុក។ 

 

     

ករ-6វ-ជវេនះគឺស-មបឆ់ន ២ំ០១៨េjយែផkកេល(មូលjò នជំនួយហិរញញបបទនឥតសំណងស-មបក់រ-6វ

-ជវវទិយ6åស% (C) (ទូេទ) -បធនបទេលខ ១៨K០២៥៥៤ េហ(យនឹងបន%េទឆន ទីំ២ និងឆន ទីំ៣បន%េទ1ត ។ 

េល(សពីេនះេទ1ត "ករសទងម់តិេល(លទធផល 

និងសមទិធិផលៃនករអបរ់សិំលបៈជប៉ុនេនដំEកក់លៃនករអបរ់បំឋមេនកមពុជេផ% តេល(គំKតខុសគន ៃន

សកមមភពគំនូររបស់កុមរãមវធីិ6åស%S-HTP" ("ករ6វ-ជវវបបធមេ៌-បSបេធ1ប" េលខ៣៥、 

សននិសិទសិកOេ-បSបេធ1បវបបធមជ៌ប៉ុន) នឹង-តlវបនព-ងីក និងអភវិឌÉបែនថមេទ1ត ។ 

 

     ១១))  េេសសចចកក&&ីីសសេេងងខខបបកកររសសទទងង់ម់មតតិិ  

១-១ រយៈេពល: ពីែខកុមភៈដល់មនី ២០១៩ 

 

១-២ 6Kេគលេâ (សរបុ ៨6K) 

・6Kែដលគ-ំទេjយJHP(េនេខត%កំពត១6K និងេន6o យេរ1ង១6K សរបុចំនួន២6K) 

・6Kែដលមនិបនគ-ំទេjយJHP(េនេខត%កំពត១6K េន6o យេរ1ង១6K 

និងេនភនេំពញ១6K សរបុចំនួន៣6K) 

・6Kអនុវត%ករអបរ់សិំលបៈ(6Kែដលទកទ់ងនឹង6KអងគករSAS២6K  

6Kរដòជប៉ុន១6K សរបុចំនួន៣6K) 

 

១-៣ េគលបំណងករសទងម់តិ 

     េនកនុងកមមវធីិសិកOវគគបនទ បរ់បស់-បេទសកមពុជែផនកមុខវជិជ សិលបៈ (ដូរតåន%ី / សិលបៈ) 

-តlវបនបេងក(តថមីេjយបេ-ងSន១េម៉ងកនុង១សប% ហ៍ ។ ប៉ុែន% 

នេពលបចចុបបននេនះមនកុមរតិចតួចEស់ែដលកំពុងបនេរ1នថន កសិ់លបៈគូរគំនូរេនះ ។ 

ករខoះខតសមភ រៈគំនូរកជ៏មូលេហតុមយង៉ផងែដរ។ ដូេចនះេហ(យបនេយ(ង-6វ-ជវេjយែផkកេល(វធីិ6åស%S-

HTPេដ(មបកំីណតថ់ េត(គំនូររបស់កុមរ-បេភទEែដលLចេម(លេឃ(ញថ 

កុមរមនបទពិេ6ធនធ៍h បេ់រ1នសូ-តគំនូរ 

ឬអតេ់jយយក6Kែដលគ-ំទករអបរ់សិំលបៈេjយអងគករJHPមនដូចជករផ%ល់ជគូល័រ 

និងសមភ រៈស-មបគូ់រេផxងៗ -ពមទងំ6Kែដលមនិមនករគ-ំទផងែដរ។ កនុងេពលជមយួគន េនះ 

[នឹង-តlវបនបញជ កយ៉់ងចបស់ 

ãមរយៈករេ-បSបេធ1បជមយួគំនូររបស់កុមរៃន6Kែដលទកទ់ងនឹង6KអងគករSAS 

និង6Kរដòេន-បេទសជប៉ុនេដ(មបដឹីងថ 

េត(ភពខុសគន ែបបEែដលLចេម(លេឃ(ញបនទ បពី់មនករេផទSងផទ តគំ់នូររចួេនះ។ 

 

១-៤ វធីិ6åស%សទងម់តិ 

     ករសទងម់តិគំនូរãមរេប1បវធីិ6åស%S-HTP។ 

េយ(ងេLយកុមរពីថន កទី់១ដល់ទី៦ែដលកនុង១ថន កម់នគន ១០នក ់ គូរគំនូររបូផទះ េដ(មេឈ( និងមនុសx 

និងគំនិតេផxងេទ1តេjយេសរេីល(ទំហំ-កjសA4កនុងរយៈេពល៣០នទី េហ(យេយ(ងេធo(ករវភិគ 

និងេរ1បចំសរបុលទធផល។ ដូចែដលបនេរ1ប3បខ់ងេល(រចួ ករសទងម់តិេនះមនិវភិគេល(ែផនកចិត%6åស%េនះេទ 

ប៉ុែន%ជករេរ1បចំ និងវភិគនូវអoីែដលជករសែម%ងបេញចញមេនសេញចតនេយងãមទសxនៈ និងធតុវភិគS-

HTP (ã3ងទី១)។ េល(សពីេនះេទ1ត េយ(ងនឹងវភិគរបូផទះ 

និងមនុសxែដលឆhុះបញច ំងដំEកក់លអភវិឌÉទូេទៃនករគូរ េហ(យអំពីវតថុបែនថម េយ(ងនឹងេធo(ករេរ1បចំ 

និងយកចិត%ទុកjកេ់ល(-បេភទ និងភពចបស់Kស់(concrete)ៃនគំនូរគូររចួ។ 

ខងេ-កមេនះជេស1វេភែណនសំ-មបស់ទងម់តិជកK់កម់យួ។ 

ែផkកេល(មូលjò នេនះេយ(ងបនេធo(េLយ6Kេរ1នមយួEកL៏ចអនុវត%ãមនីតិវធីិដូចគន បន។ 

េនកនុងកែនhងសទងម់តិជកែ់ស%ង េយ(ងេឃ(ញថកុមរថន កទ់ប(េ-កមថន ក ់

ទី៣)ជេ-ច(នេនេខត%កំពត និង6o យេរ1ងមនិLចសរេសរេឈម ះ ឬLយុេjយខhួនេគបនេទ 

ដូេចនះេហ(យបុគគលិកែដលបនចូលរមួេនេពលេនះបនសរេស-បបម់ន កម់%ងៗែដល[េធo(េLយ-តlវករេពលេវ

Kេ-ច(នកនុងករសទងម់តិេនះ។  

វធីិ6åស% S-HTP េស1វេភែណនកំរអនុវត%ករសទងម់តិ 

[ករពនយល់ស%ីអំពី-ត£តពិនិតយ] 

១．ករែណនខំhួនឯងដូចជករ-បបេ់ឈម ះ 

២．ខញុ ំមកៃថងេនះេដ(មបេីសន(សំុេLយអនកទងំអស់គន គូរគំនូរេLយ ។ 

៣．ប៉ុែន%[មនិមននយ័ថមកេម(លរបូគំនូរពូែក ឬមនិមនិពូែកេនះេទ 

៤．ខញុ ំមកេនះគឺេដ(មបចីងេ់ឃ(ញថេត(កររស់េនរបស់អនកដូចេមច៉ ចងដឹ់ងពីករចិត%គំនិត េហ(យកច៏ងដឹ់ងពី     

   -បេភទគំនូររបស់អនកផងែដរ ។ 

៥．េធo(ែបបេនះ[នឹងជួយ ពួកេយ(ងឱយគិតអំពី6Kេរ1ន និងករសិកOគំនូរេនកមពុជឱយកនែ់ត-បេស(រ ។ 

៦．េហតុដូេចនះ មនិកំុគិតថ "អនក-តlវគូរឱយបនលk" ឬ "អនក-តlវែតបេងក(តរបូគំនូរឱយបន-តឹម-តlវ" េនះេទ          

សំខនគឺ់អនកគូរេទãមអoីែដលអនកចងគូ់រ ។ 

 

[ករែណនសំ-មបេ់ពលេវKអនុវត%] 

១．េ-ប(-កjស (-កjសថតចមhង A4) េផ¶ក ។ 

២．េដ(មបកំុីឱយេភhចសូមសរេសរេឈម ះ ថន ក ់និងេភទរបស់េនខងេ-កយ-កjស ។  

៣．(-តឡបម់កã3ងវញិ) jករ់បូផទះ មនុសx និងេដ(មេឈ( េហ(យេ-កពីេនះគូរអoីកប៏នេទãមចិត%ចង។់ 
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២២))  លលទទធធផផលលៃៃននកកររសសទទងង់ម់មតតិិ        

    បនទ បពី់បនទទួល6គ ល់ 

និង-ត£តពិនិតយ-កមសីលធមពី៍គណៈកមម ធិករ-ត£តពិនិតយ-កមសីលធម6៍កលវទិយល័យសីរ-ីគីស%ូេហo( (Seirei 

Christopher) រចួ3ល់ េយ(ងបនពនយល់េjយផទ ល់មតនូ់វេគលបំណង និងអតថនយ័ៃនករសទងម់តិ 

និងវធីិ6åស%េផxងៗេទអងគករJHP (ករយិល័យតូកយ ូ និងភនេំពញ) -កសួងអបរ់យុំវជន និងកី®កមពុជ 

និងអងគករSASមុន៣ែខ មុនេពលែដលករសទងម់តិចបេ់ផ%(ម (ែខកញញ ឆន  ំ ២០១៨) ។ បនទ បពី់េនះ 

េ-កពីអងគករSAS េjយបនទទួលអនុ6សនពី៍អងគករJHP និង-កសួងអបរ់កំមពុជ 

េយ(ងបនបញជូ នឯក6រពកព់ន័ធេទ6Kេគលេâែដលបនកំណតរ់ចួថនឹង-តlវសទងម់តិ 

េហ(យេយ=ងកប៏នទទួលករអនុញញ តចបំចេ់ផTងៗពី(Vនីមយួៗ 

ស'មបក់រេសន=សំុឱយកុមរសហករជមយួដំេណ= រករសទងម់តិេនះ។ 

     6Kេរ1នែដលមនករគ-ំទ និង6Kែដលមនិមនករគ-ំទេនេខត%កំពត និង6o យេរ1ង 

គឺ[សថិតេនជិតគន  េហ(យបរ6ិថ នរស់េនគឺមនិមនភពខុសគន េនះេទ 

ប៉ុែន%េទះបីសមភ រៈមនិ-គប-់គនយ៉់ងEក%ី6KែដលអងគករJHPបន%ជួយ គ-ំទមនដូចជគូល័រ 

និង-កjសគំនូរជេដ(ម Lចមនលទធភពចូលរមួ-បកួត-បែជងគំនូរែដលចតែ់ចងេjយអងគករJHPបន ។ 

ដូចគន េនះផងែដរ 6Kែដលជួយ គ-ំទេjយអងគករSASចំនួន២ែដលសថិតេនតំបនជ់នបទ-កី-ក 

បរ6ិថ នរស់េនមនិខុសគន ប៉នុម នេទនឹង6Kែដលបនេរ1ប3បខ់ងេល(េទ។ 

ប៉ុែន%អoីែដលមនភពខុសគន េនះគឺថ6Kទងំេនះមនែចកសមភ រៈសិលបៈ៣ដងកនុង១ែខ 

៤．េប(សិនjករ់បូផទះ េដ(មេឈ( និងមនុសxេហ(យ េផxងេទ1តគូររបូែបបEកប៏នែដរ ។ 

៥．ដូចែដលបនបញជ កខ់ងេល( គឺ[មនិL-ស័យេល(របូលk ឬL-កកេ់នះេទ ប៉ុែន%សូមរកី3យកនុងករគូរ        

ãមែដលLចេធo(េទបន ។ 

៦．េពលេវKគឺ៣០នទី ។ សូមគូរយឺតៗãមស-ម£លេjយមនិចបំចប់រមភពីអនកដៃទេទ ។ 

េហ(យ-បសិនេប(អនកមនិចងរ់ងច់ដំល់30នទីេទ អនកLចយកjកមុ់នកប៏ន ។ 
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6Kគ-ំទមនភព-បេស(រជងេនកនុងករបង� ញពី៣វមិ-ត (3D) 

េហ(យកុមរេន6Kែដលមនិគ-ំទភគេ-ច(ន-តlវបនេម(លេឃ(ញថមនិបនគូររបូមនុសxេទ ។ 

[-តlវបនេគសននិjò នថកុមរទងំេនះមនិមនទំនុកចិត%កនុងករបង� ញពីគំនូរ3ងកយមនុសx 

និងមនLរមមណ៍ជំទស់ ។ 

 

    ២-១-២ េ-បSបេធ1ប6Kេរ1នគ-ំទ (ã3ងទី២ ខង6% ំ) 

    ទកទ់ងនឹងវតថុបែនថមេ-កពី-បធនបទ កុមរជប៉ុន១០០%-តlវបនគូរវតថុបែនថម ។ 

ធតុេនះទកទ់ងនឹងភពសំបូរែបបៃនភពវជិជមន និងបុគគលិកលកខណៈ 

េហ(យ[Lច-តlវបនេគេម(លេឃ(ញថកុមរជប៉ុនមនសមតថភព-សេម(ល-សៃម 

និងចូលរមួយ៉ងសកមមកនុងសកមមភពគូរគំនូរ ។ ភពខុសគន េនះគឺគួរឱយកតស់មគ ល់េនកនុងធតុពកព់ន័ធ 

"ករពិពណ៌ន-បកដនិយម និងមនិ-បកដនិយម" េហ(យកុមរជប៉ុនមនភព-សេម(ល-សៃមសំបូរែបប ។ 

រឯី6Kគ-ំទវញិគំនូររបស់កុមរបនពណ៌នបង� ញពីជីវតិពិតរបស់ពួកេគ ។ ប៉ុែន%េប(និយយអំពី 

“េន-ãទសxន”៍ វញិ ករបង� ញរបូផទះ៣វមិ-ត(3D)លទធផលគឺេន6Kគ-ំទខពស់ជងកុមរេនជប៉ុនបន%ិច។ 

បរយិកសជីវភពរស់េនរបស់កុមរកមពុជែដលហុ៊Øពទ័ធជំុវញិេទេjយែ-សចំករ និងៃ-ពេឈ( 

ែដល[-តlវបនេគសននិjò នថ 

[ខុសគន េទនឹង-បេទសជប៉ុននូវលកខខណ∞ ជកែ់ស%ងៃនជីវភពែដលជេរ≠ងធមមãរបស់ពួកេគ 

ដូចជករង-បចៃំថង 

ករជួយ កិចចករផទះជេដ(មែដល[ជឥទធិពលមយួេធo(ឱយបះ៉ពល់ដល់ករបង� ញ៣វមិ-ត(3D)ៃនរបូផទះ 

និងេន-ãទសxន ៍ ។ ប៉ុែន%េនះ-គនែ់តជករប៉ន6់ម នប៉ុេE} ះ 

េហ(យខញុ ំនឹងបញជ ក[់េLយចបស់េនេពលសទងម់តិេល(កេ-កយេទ1ត 

ថេត([-គនែ់តជទំេនរេនែតេពលេនះឬយ៉ងE ។ េទះយ៉ងE េយ(ងបនបញជ កេ់ហ(យថកុមរ    

ជប៉ុនមនភពវជិជមន និងចបស់Kស់ចំេពះករបង� ញពីតួមនុសx 

រឯីកុមរេន6Kគ-ំទវញិគឺមនករ6ទ កេ់សទ(រ និងមនភពអវជិជមន។ 

 

 

 

 

 

ã3ងទី២ ករេ-បSបេធ1បគំនូររបស់កុមរេjយS-HTP  

(6Kគ-ំទេjយJHP 6Kមនិគ-ំទ និង6KបឋមសិកOេនជប៉ុន) 

 

 

ធតុវភិគ 

អ]aបងÖ ញ (%)  

 

តៃមPχ2 

អ]aបងÖ ញ (%)  

 

តៃមPχ2 
Ç|

គ]ំទ 
Ç| 

មនិគ]ំទ 

Ç| 

គ]ំទ 

ជប៉ុន 
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៩.៤ 

.០០១*** 

.០០៥** 

.០២០** 

 

 

ផទះ 

ចំពីមុខ / ែតសុ៊ម 

ចំពីមុខ / បងÖ ញពំុចបស់ 

ចំពីមុខ /uប 

3DខPះៗ 

3D 

០.០ 

៥.៩ 

៥៣.៩ 

៣០.៤

៨.៨ 

 ២.៥ 

១៥.៣ 

៤៤.៨ 

២២.១ 

១៥.៣ 

.១១១ 

.០២០* 

.១៤៨ 

.១៣០ 

.១២៣ 

០.០ 

៥.៩ 

៥៣.៩ 

៣០.៤ 

៨.៨ 

១.៩ 

១៥.១ 

៥៦.៦ 

១៥.១ 

១១.៣ 

.១៦៤ 

.០៥៨ 

.៧៥០ 

.០៣៧* 

.៦១៨ 

 

 

 

 

មនុស- 

កបល េជHង 

មុន]កហqិច 

]កហqិច 

pre-realistic 

realistic 

គំនូរសèិត(stick figure) 

អតម់ន 

០.០ 

១៦.៧ 

៤៦.១

១៣.៧ 

៤.៩ 

១៦.៧ 

១.០ 

១.៨ 

១៩.០ 

៤៦.០ 

៨.០ 

២.៥ 

១៦.០ 

៦.៧ 

.១៦៨ 

.៦២៩ 

.៩៩២ 

.១៣២ 

.២៨៤ 

.៨៧៨ 

.០២៨* 

០.០ 

១៦.៧ 

៤៦.១ 

១៣.៧ 

៤.៩ 

១៦.៧ 

១.០ 

០.០ 

២០.៨ 

៦៦.០ 

១៣.២ 

០.០ 

០.០ 

០.០ 

－ 
.៥៣០ 

.០១៨* 

.៩២៩ 

.១០១ 

.០២០** 

.៤៧០ 

     (*:p<.05, **:p<.01, ***:p<.001) 
 

២-១-៣ ករេ-បSបេធ1បរ[ង6KអងគករSAS 6Kមនិគ-ំទ និង6Kេនជប៉ុន (ã3ងទី៣) 

    ករសទងម់តិគំនូរៃន6KអងគករSASមនែតស-មបកុ់មរថន កទី់៣េឡ(ងេទ ដូេននះេយ(ងកប៏នេ-បSបេធ1ប 

និងេរ1បចំទិនននយ័ពីថន កទី់៣េឡ(ងេទ ស-មបទ់ងំ6Kមនិគ-ំទ និង6Kរដòេនជប៉ុនែដរ។ 

 

េប(េ-បSបេធ1ប6KអងគករSAS និង6Kមនិគ-ំទ ភពខុសគន -តlវបនេគេម(លេឃ(ញេនកនុង 

"ភពរមួបញចូ ល ទំហំគំនូរ វតថុបែនថម និងេន-ãទសxន"៍ ។ 

គំនូររបស់6KអងគករSASមនលកខណះរមួបញចូ លគន ធំៗ មនសមថភព-សេម(ល-សៃម 

និងមនករចូលរមួយ៉ងសកមមកនុងករគូរគំនូរ។ េនជំុវញិផទះ េដ(មេឈ( និងមនុសxមនេន-ãទសxន ៍

េហ(យកុមរពូែកបង� ញពី3ងកយរបស់មនុសxផងែដរ។ ផទុយេទវញិេន6Kែដលមនិមនករគ-ំទ 

គំនូរែដលបនគូរេចញមកេម(លេឃ(ញជជួរេហ(យ 

ករគូររបូ-គនែ់តជករកំ6ន%ែដល¨កដូ់ចជខoះខតទកទ់ងនឹងចំEបL់រមមណ៍ 

និងថមពលៃនករបង� ញ។ ដូចគន េនះផងែដរេនេពលេ-បSបេធ1បគំនូរ6KអងគករSAS 

និងគំនូរកុមរជប៉ុនេយ(ងបនដឹងថមនិមនអoីខុសគន រហូតដល់គំនូរ6Kែដលមនិមនករគ-ំទេនះេទ។ 

គំនូរ6KអងគកSAS-តlវបនទទួល6គ ល់ថមនេន-ã       ទសxនេ៍នជិតផទះ េដ(មេឈ( និងមនុសx 

កុមរ-តlវបនគូរេល(បនទ ត-់តងេ់jយគម ន-ត£តគន  េហ(យ-តlវបនេម(លេឃ(ញេទ1តថ 

ភគេ-ច(នមនភព-បកដនិយម និងេពរេពញេទេjយករ-សេម(ល-សៃម ។ 

 

ã3ងទី៣ ករេ-បSបេធ1បគំនូររបស់កុមរចបពី់ថន កទី់៣េឡ(ងãមS-HTP 

 (6Kមនិគ-ំទេjយJHP 6KអងគករSAS និង6KបឋមសិកOជប៉ុន) 

 

          

ធតុវភិគ 

អ]aបងÖ ញ (%)  

 

តៃមPχ2 

 

អ]aបងÖ ញ (%)  

តៃមPχ2 SAS Ç| 

មនិគ]ំទ 

SAS ជប៉ុន 

៧២ 

នក ់

១១៧នក ់ ៧២នក ់ ៣២នក ់

 

〈ទងំមូល〉

ភពរមួបញចូ ល 

រមួបញចូ លចបស់|ស់ 

ភពរមួបញចូ លខPះៗ 

|យឡំេjយអន\រ 

តំេរYបជូរខPះៗ 

តំេរYបជជូរ 

៤១.៧ 

៣៧.៥ 

១១.១ 

៨.៣ 

១.៤ 

២២.២ 

១៦.២ 

២៣.១ 

២៤.៨ 

១៣.៧ 

.០០៤** 

.០០១*** 

.០៤០* 

.០០៥** 

.០០៤** 

៤១.៧ 

៣៧.៥ 

១១.១ 

៨.៣ 

១.៤ 

៥៦.៣ 

២១.៩ 

៣.១ 

១៥.៦ 

៣.១ 

.១៦៩ 

.១១៧ 

.១៨១ 

.២៦៤ 

.៥៥២ 

  

ទំហំគំនូរ 

ៃផទទងំមូលតិចជង១/៤ 

HTP តិចជង១/៤ 

០.០ 

៨.៣ 

១១.១ 

១៥.៤ 

.០០៣** 

.១៥៧ 

០.០ 

៨.៣ 

៣.១ 

៩.៤ 

.១៣២ 

.៨៦២ 

វតថុបែនថម មន ១០០.០ 92.3 .016* 100.0 100.0 － 

 

 

េន]a 

ទស-ន ៍

ធំ 

មធយម 

មនខPះៗ 

បនទ ត]់តង ់(មន]តÄតគន ) 

បនទ ត]់តង ់(អត]់តÄតគន ) 

jចពី់គន  

១១.១ 

៤៥.៨ 

២០.៨ 

១៨.១ 

១.៤ 

២.៨ 

៨.៥ 

១៩.៧ 

១២.០ 

២០.៥ 

២៧.៤ 

១២.០ 

.៥៦០ 

.០០១*** 

.១០០ 

.៦៧៩ 

.០០១*** 

.០២៨* 

១១.១ 

៤៥.៨ 

២០.៨ 

១៨.១ 

១.៤ 

២.៨ 

១៥.៦ 

៣៧.៥ 

១៥.៦ 

១២.៥ 

១៥.៦ 

៣.១ 

.៥២១ 

.៤២៩ 

.៥៣៤ 

.៤៧៩ 

.០០៤** 

.៩២២ 
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ពិពណ៌ន]បកដ 

និងពំុ]បកដ 

]បកដនិយម 

|យឡំគន  

មនិ]បកដនិយម 

៩៣.១ 

៥.៦ 

១.៤ 

៨៦.៣ 

១២.៨ 

០.៩ 

.១៥៣ 

.១០៧ 

.៧២៧ 

៩៣.១ 

៥.៦ 

១.៤ 

៥៩.៤ 

២៨.១ 

១២.៥ 

.០០១*** 

.០០១*** 

.០១៥* 

 

 

ផទះ 

ចំពីមុខ / ែតសុ៊ម 

ចំពីមុខ/បងÖ ញពំុចបស់ 

ចំពីមុខ / uប 

3DខPះៗ 

3D 

០.០ 

១៣.៩ 

៦៨.១ 

១៨.១ 

០.០ 

០.៩ 

៩.៤ 

៤៤.៤ 

២៤.៨ 

២០.៥ 

.៤៣២ 

.៣៤០ 

.០២០** 

.២៨០ 

.០០១*** 

០.០ 

១៣.៩ 

៦៨.១ 

១៨.១ 

០.០ 

០.០ 

០.០ 

៥៩.៤ 

២១.៩ 

១៨.៨ 

－ 
.០២៧* 

.៣៩០ 

.៦៤៨ 

.០០១*** 

 

 

 

មនុស- 

កបល េជHង 

មុន]កហqិច 

]កហqិច 

pre-realistic 

realistic 

គំនូរសèិត(stick figure) 

អតម់ន 

០.០ 

២៦.៤ 

៥២.៨ 

៩.៧ 

២.៨ 

១.៤ 

៦.៩ 

០.៩ 

១៧.១ 

៤៨.៧ 

១១.១ 

៣.៤ 

១៣.៧ 

៥.១ 

.៤៣២ 

.១២៥ 

.៥៨៨ 

.៧៦៣ 

.៨០៧ 

.០០៤** 

.៦០៥ 

០.០ 

២៦.៤ 

៥២.៨ 

៩.៧ 

២.៨ 

១.៤ 

៦.៩ 

០.០ 

៣.១ 

៧៥.០ 

២១.៩ 

០.០ 

០.០ 

០.០ 

－ 
.០០៥** 

.០៣៣* 

.០៩៤ 

.៣៤១ 

.៥០៣ 

.១២៧ 

        (*:p<.05, **:p<.01, ***:p<.001) 

 

២-២ ករេ-បSបេធ1បេjយែផkកេល(ករេ-បSបេធ1បៃនវតថុបែនថម (ã3ងទី៤ និងទី៥) 

េយ(ងបនេ-បSបេធ1ប6Kគ-ំទ និង6Kមនិគ-ំទ / 6Kរដòជប៉ុន កដូ៏ចជ6KអងគករSAS 

ផងែដរទកទ់ងនឹងវតថុបែនថមែដល-តlវបនគូរេ-កពីផទះ េដ(មេឈ( និងមនុសx។ 

លទធផលេ-បSបេធ1បនឹង-តlវបនពិនិតយេjយជកK់កដូ់ចមនេនខងេ-កម ៖  

 

២-២-១ េ-បSបេធ1បរ[ង6Kគ-ំទ និង6Kែដលមនិគ-ំទ / 6Kរដòជប៉ុន (ã3ងទី៤) 

   ã3ងទី៤ 

ទកទ់ងនឹងវតថុបែនថមករកត-់ãេធo(េឡ(ងជកK់កែ់ដល-តlវបនេគទទួល6គ ល់ថ[មនគំKតជមយួ6K

គ-ំទ។ ែផនកខងេឆoងៃនã3ងទី៤ គឺជករេ-បSបេធ1បរ[ង6Kគ-ំទ និង6Kមនិគ-ំទ។ 

េនខងេល(បនទ ត-់តងចំ់កE% ល-តlវបនេគេម(លេឃ(ញថមនវតថុបែនថមជេ-ច(នេន6Kគ-ំទ 

េហ(យេនខងេ-កមបនទ ត-់តង ់ មនវតថុបែនថមជេ-ច(នែដល-តlវបនេគេម(លេឃ(ញេន6Kមនិករគ-ំទ។ 

េហ(យេនខង6% ំគឺជករេ-បSបេធ1បរ[ង6Kគ-ំទ និង6Kរដòជប៉ុន។ 

ដូចគន េនះែដរខងេល(បនទ ត-់តងគឺ់ជវតថុបែនថមែដល-តlវបនេគេម(លេឃ(ញជញឹកញបេ់ន6Kគ-ំទ 

េហ(យខងេ-កមវញិគឺជអoីែដល-តlវបនេគេឃ(ញេន6Kរដòជប៉ុន។ 

 

ã3ងទី៤ ករេ-បSបេធ1បវតថុបែនថមែដល-តlវបនទទួល6គ ល់ថ[ខុសគន ជមយួ6Kគ-ំទ 

ធតុវភិគ 
អ]aបងÖ ញ (%) 

តៃមPχ2 
  

ធតុវភិគ 
អ]aបងÖ ញ (%) 

តៃមPχ2 
Ç|គ]ំទ Ç|   Ç| ជប៉ុន 

មនិគ]ំទ គ]ំទ 

១០២ នក ់
១៦៣ 

នក ់
  102នក ់ 53នក ់

ផក  75.5 62 .23*   ផក  75.5 37.7 .001*** 

ភន ំ 51.0 13.5 .001***   ]ពះ`ទិតយ 72.5 45.3 .001*** 

hលែ]ស 34.3 6.1 .001***   ភន ំ 51.0 1.9 .0003** 

ពង. ធុងទឹក. កíន\ក 12.7 1.2 .001***   បក- ី 40.2 17.0 .001*** 

សតqលèិត 6.9 23.9 .001***   hលែ]ស 34.3 0 .018* 

ផPូវ 7.8 22.1 .002**   ពង 12.7 1.9 .025* 

យនយន\ 5.9 16.6 .10*   ]តពងំ(ឬ]សះ) 9.8 0 .001*** 

សមភ រៈសួនកុមរ 1.0 6.1 .041*   សតq 3.9 49.1 .001*** 

         យនយន\ 5.9 26.4 .001*** 
     េខម ចជេដHម. . . 0.0 15.1 .001*** 
     មូស 0.0 9.4 .002** 
     សមភ រៈសួនកុមរ 0.0 9.4 .010* 
     េសYវេភ 0.0 9.4 .002** 
     េភPHងស\ុប 0.0 7.5 .005** 
     តុកកa 1.0 5.7 .015* 
     ]ពះចន័ទ 0.0 5.7 .015* 
     នឡិក(េនេ]ក) 0.0 5.7 .015* 
     កែនPងjផំក  0.0 5.7 .015* 
     ]បអបសំ់បុ]ត 0.0 3.8 .048* 
     េជHងេ]ជង(easel) 0 3.8 .048* 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ã3ងទី៥ 

ករេ-បSបេធ1បវតថុបែនថមែដល-តlវបនទទួល6គ ល់ថខុសគន រ[ង6KអងគករSASស-មបកុ់មរថន កទី់៣េឡ(
ងេទ (េឆoង: 6Kមនិគ-ំទ / 6% ំ: 6Kរដòជប៉ុន) 

ធតុវភិគ អ]aបងÖ ញ (%) តៃមPχ2   ធតុវភិគ អ]aបងÖ ញ (%) តៃមPχ2 
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Ç| 
SAS 

Ç| 

មនិគ]ំទ 
  

Ç| 
SAS 

ជប៉ុន 

72នក ់ 117នក ់  72នក ់ 32នក ់

ភន ំ 47.2 13.5 .23*   ]ពះ`ទិតយ 77.8 18.9 .001*** 

សតqលèិត 44.4 19.0 .001***   ផក  77.8 22.6 .001*** 

សតq 27.8 8 .001***   ពពក 59.7 20.8 .001** 

hលែ]ស 23.6 5.5 .001***   បក- ី 56.9 9.4 .050* 

]តី 18.1 5.5 .001***   ភន ំ 47.2 1.9 .001*** 

ពង. ធុងទឹក. 

កíន\ក 
12.5 1.2 .002**   សតqលèិត 44.2 44.4 .003** 

អណ\ូ ងទឹក 6.9 0.0 .10*   hលែ]ស 23.6 23.6 .017* 

          ទេនP(សទឹង) 11.1 0 .010** 
     ]តី 18.1 0 .001*** 
     យនយន\ 8.1 17.0 .008** 
     េខម ចជេដHម. . . 0 9.4 .001*** 
     ]ពះចន័ទ / ផក យ 0 3.8 .032* 
     នឡិក(េនេ]ក) 0 3.8 .032* 

 

     េនãម6Kគ-ំទមនគំនូរជេ-ច(នែដល-តlវបនគូរមនដូចជ របូភន ំ ផក  [លែ-ស 

និងពងទឹកជេដ(មែដល[ទកទ់ងយ៉ងជិតសនិទធេទនឹងជីវតិរស់េន-បចៃំថងរបស់ពួកេគ 

េហ(យ6Kមនិគ-ំទគំនូរភគេ-ច(នែដលគូរេចញមកមនរបូផhូវ សតoលkិត យនយន% និងសមភ រៈសួនកុមរ។ 

6Kមនិគ-ំទរមួបញជូ ល6KបឋមសិកOេនភនេំពញផងែដរេនះ 

េយ(ងេម(លេឃ(ញថ[មនគំKតខុសគន េទេល(បរយិកសរស់េន-បចៃំថងេនទី-ក™ង និងជនបទ។ 

ឯរ6ីKរដòជប៉ុនវញិ គំនូរែដលគូរេចញមកមនដូចជ របូសតo យនយន% និងរបូេខម ច 

េហ(យដៃទេទ1តេនះមនដូចជរបូេស1វេភ េជ(ងេ-ជង(easel) សួនjផំក  

និងសមភ រៈេ-ប(-បស់-បចៃំថងេផxងេទ1តែដលរបូគំនូរទងំអស់េនះមនិមនេនកនុង-បេទសកមពុជេទ។ 

េទះជ[មនិ-តlវបនបង� ញេនកនុងã3ងេនះក%ី ប៉ុែន%-តlវបនេគេម(លេឃ(ញ និងLចនិយយបនថ 

េរ≠ងLថកំ៍បងំដូចជអE% តេភh(ង Lបធមប ់ និងរបូេខម ច[ជលកខណៈពិេសសេនកនុងគំនូររបស់កុមរជប៉ុន ។ 

លកខណៈគំនូររបស់កុមរជប៉ុនគឺែបបេនះឯង េហ(យម6ី[៉(Misawa) (ឆន ២ំ០១៤) 

កប៏នចងkុលបង� ញផងែដរថមន "ករពិពណ៌នមនិ-បកដនិយម" 

ជេ-ច(នេប(េ-បSបេធ1បេទនឹងគំនូររបស់កុមរ-បេទសៃថ។ េប(េ-បSបេធ1បនឹងកុមរកមពុជវញិ កុមរ  

ជប៉ុនខុសគន ឆង យ-តងថ់ពួកេគេពរេពញេទេjយករ-សេម(ល-សៃម និងគូរបែនថមយ៉ងសកមម 

និងបេងក(តេរ≠ង3៉វផទ ល់ខhួនេនកនុងផទ ងំគំនូរផទ ល់ខhួនរបស់ពួកេគ។ 

 

២-២-២ ករេ-បSបេធ1បរ[ង6KអងគករSASនិង6Kមនិគ-ំទ / 6Kរដòជប៉ុន (ã3ងទី៥) 

    

ã3ងទី៥ទកទ់ងនឹងវតថុបែនថមែដលេយ(ងបនកត-់ãនូវវតថុបែនថមែដល-តlវបនទទួល6គ ល់ថ[មនគំKតខុ

សគន រ[ង6KអងគករSAS។ ែផនកខងេឆoងៃនã3ងទី៥ 

គឺជអoីែដលបនេធo(ករេ-បSបេធ1ប6KអងគករSASជមយួនឹង6Kមនិគ-ំទ 

េហ(យែផនកខង6% ំេ-បSបេធ1ប6KអងគករSASជមយួ6Kរដòរបស់ជប៉ុន។ 6KអងគករSAS 

និង6Kមនិគ-ំទកុមរទងំេនះមនបរយិកសរស់េន-សេដ1ងគន ។ 

េហ(យេយ(ងLចដឹងបនថ6KអងគករSASគូររបូយ៉ងសកមម េហ(យរបូទងំេនះមនដូចជរបូ “ពងទឹក 

ធុងទឹក និងកåន%ក”  ែដលរបស់ទងំេនះមនទំនកទំ់នងផទ ល់នឹងជីវតិរបស់ពួកេគ។ ដូចគន េនះផងែដរ 

េនកនុងករេ-បSបេធ1បគំនូរជមយួកុមរ6Kរដòជប៉ុន 

េទះបីជមនិមនភពខុសគន េ-ច(នដូច6Kេរ1នគ-ំទកនុងã3ងទី៤កេ៏jយ 

លទធផលបង� ញយ៉ងចបស់ពីភពខុសគន ៃនបរ6ិថ នជីវភព និងទំេន1មទមh ប។់ 

ខញុ ំសូមអនុញញ តសូមេយងេទេល(ខhឹម6រៃនគំនូរែដលបនគូរកនុងគំនូរឧទហរណ៍ទី១ដល់ទី៦របស់សិសxថន ក់

ទី៦េនãម6Kនីមយួៗកដូ៏ចជករេ-បSបេធ1បគន េjយគួបផxកំរjកវ់តថុបែនថមផងែដរ។ 

 

    បនទ បពី់បនេម(លគំនូរទងំអស់រចួ 

នយក6Kរដò-បេទសជប៉ុនែដលបនសហករកនុងករករសទងម់តិេនះបននិយយថ 

“គំនូររបស់កុមរកមពុជបង� ញពីជីវភពរបស់ពួកេគែដលេម(លេទ-បកបេjយសុខមលភព 

និងភពេ6ម ះ-តង ់ រឯីគំនូររបស់កុមរជប៉ុនេពរេពញេទេjយករ-សេម(ល-សៃម 

ប៉ុែន%ខញុ ំកម៏នករ-ព£យបរមភខhះៗនូវចំណុចមនិ-ប-កតីែដរ” ។ -សេដ1ងគន េនះែដរ ម6ី[៉(Misawa) (ឆន ២ំ០១៤) 

បនចងkុលបង� ញថ េjយែផkកេល(លទធផលៃនករសទងម់តិS-HTP “1)េដ(មបឱីយprefrontal 

cortexៃនកុមរលូតKស់លk [ចបំច-់តlវមនកររកីចេ-ម(នកនុងទំនកទំ់នងជមយួមនុសxកនុងសងគមជេ-ច(ន។ 

វបិត%ិេផxងៗេនកនុង-បេទសជប៉ុនដូចែដល-តlវបនេគនិយយជទូេទ 

ករពិតគឺបE% លមកពីកររេងគ ះរេងគ(រសងគមដធំ៏មយួជជងកររេងគ ះរេងគ(រ-ក™ម-គ£6រ” ។ 

6ថ នភពកុមរជប៉ុនបចចុបបននេប(សិន[-តlវបនចងភជ បៃ់ន “ករជបគ់ងំៃនករលូតKស់” (ម6ី[៉ឆន ២ំ០១៤) 

េនះ [ចបំច-់តlវពិចរEេឡ(ងវញិមនិ-តឹមែតករសិកOគូរគំនូរែតប៉ុេE} ះេទ 

ប៉ុែន%ែថមទងំករអបរ់េំន6Kេរ1ន និងេនបរយិកសជំុវញិខhួនផងែដរ ។ 

េនះគឺជេរ≠ងមយួែដលខញុ ំចងច់ងkុលបង� ញផងែដរ េទះបីជ[ខុសគន បន%ិចបន%ួចពីេគលបំណង 

និងខhឹម6រសំខនៃ់នករសទងម់តិេនះក%ី។ 

 

      ៣៣))    កកររពពិិចចររ<<បបននទទ បប់ព់ពីីបបននលលទទធធផផលលកកររសសទទងង់ម់មតតិិ  

    គំនូររបស់កុមរេន6Kគ-ំទ-តlវបនេគទទួល6គ ល់ថមន "ភពរមួបញចូ ល" "ទំហំគំនូរ"  និង"េន-ã  

ទសxន"៍ េល(សពីេនះេនកនុងករបង� ញ៣វមិ-ត(3D) 

និងករបង� ញរបូមនុសxកម៏នករលូតKស់ជងកុមរេន6Kមនិមនករគ-ំទែដរ 
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េហ(យករសនxបំទពិេ6ធនៃ៍នករសិកOគំនូរ[-តlវបនេគសននិjò នថមនឥទធិពលេទេល(សកមមភពៃនករគូរ

គំនូររបស់ពួកេគ។ 

ខhឹម6រែដលបនគូរេនេល(ផទ ងំគំនូរេនះគឺមនភព-បកដនិយមជមយួនឹងករឈរេនេល(ដីេjយយកបរ ិ
យកសរស់េន និងទំេន1មទំKបជី់វភពជេគល 

េហ(យេយ(ងកL៏ចយល់បនថកុមរគូរផងនិងព-ងីកគំនិតរបស់ខhួនឯងផងជបន%បនទ បែ់ដលេម(លេទេពរេព

ញេទេjយខhឹម6រ ។ រេប1បៃនករគូរគំនូរមនករលូតKស់កម៏យង៉ែដរ 

េហ(យេយ(ងកL៏ចនិយយបនថ-តlវេផ% តLរមមណ៍េទេល(ករអភវិឌÉៃនសមតថភព-សេម(ល-សៃមរបស់ពួកេគ

ផងែដរ។ េយ(ងLចវនិិចឆយ័បនថករធh បសិ់កOគំនូរ ឬកអ៏តេ់នះ [ជះឥទធិពលដល់សមតថភព-សេម(ល-សៃម 

។ េហ(យមយង៉េទ1ត េដ(មបគូីរគំនូរេjយjកនូ់វវតថុបែនថមេLយបនសកមមេនះ -តlវទមទរភពសកមម 

និងក-មតិៃនករ-ស®ញ់ចូលចិត% កដូ៏ចជភពបតែ់បនេទេល(របូគំនូរផងែដរ។ ចំណុចទងំ®យេនះែដរ 

ក-៏តlវបនេគេល(កេឡ(ងថជលទធផលៃនករសិកOអបរ់គំំនូរែដរ។ 

 

    េល(សពីេនះេទ1ត កុមរែដលបនទទួលករដឹកនគំំនូរពីតំEងៃនអងគករSASេKក-សី Kazuko 

Kasahara -តlវបនេគេម(លេឃ(ញថកុមរកំពុងមនករអភវិឌÉនេ៍នកនុង “ភពរមួបញចូ ល” និង “េន-ãទសxន”៍ 

ជងកុមរេន6Kគ-ំទ ។ មយង៉វញិេទ1ត 

កុមរបនគូរគំនូរែដលបង� ញពីLរមមណ៍ពិតៃនជីវតិរស់េន-បចៃំថងរបស់ពួកេគ 

េហ(យគំនូរភគេ-ច(នរបស់ពួកេគបនបង� ញឱយេឃ(ញពីទិដòភពផទ ល់ខhួនរបស់មនុសx     មន ក់ៗ  ។ 

និយយរមួ-បធនបទ និងករ-សេម(ល-សៃមរបស់កុមរែដលមនក-មតិជកK់ក ់

ែដល-តlវបនបញជ កយ៉់ងចបស់េនេល(គំនូរមយួផទ ងំថ "ខញុ ំចងេ់ធo(របូគំនូរែបបេនះ!" ។ 

[¨កដូ់ចជមនភពខុសែបhកគន េនកនុងវធីិ6åស%ដឹកន ំ ខhឹម6រ និងករគ-ំទ 

កដូ៏ចជរេប1បទំនកទំ់ទងជមយួកុមរពីអនក-សីក6¨3៉(Kasahara) 

និងបុគគលិកអងគករ6KSASែដលចូលរមួកនុងករសហករអបរ់សិំលបៈ។ 

េដ(មបបីញជ កប់ែនថមេLយបនចបស់ 

េយ(ងនឹងយក-បធនបទេនះេទេធo(ករ-6វ-ជវេនកនុងករសទងម់តិេល(កេ-កយេទ1ត។ 

 

    កុមរជប៉ុនជីវភពសថិតេនកនុងបរ6ិថ នសិកOលkបរបូិរណ៍ េហ(យមនករ-បមូលផ%ុ ំពតម៌ន 

និងបទពិេ6ធនវ៍បបធមដ៌េ៏-ច(នធំេធង ។ េនកនុងេនះែដរ 

ពួកេគLចករព-ងីកករ-សេម(ល-សៃមេLយធំទូKយេទកនពិ់ភព-សេម(ល-សៃមបនយ៉ងងយ-ស£ល 

ជពិេសសេនកនុងជីវតិ-បចៃំថងរបស់ពួកេគ េហ(យLកបបកិរយិ 

ឥរយិបថ[កសំ៏ែដងេLយេឃ(ញពីករវវិត%េទមុខេjយឯក3ជយែដលLច-តlវបនេគនិយយថជលទធផលៃន

ករសិកOេរ1នសូ-តមុខវជិជ គំនូរ និងសិបបកមមរហូតមកដល់បចចុបបនន ។ ប៉ុែន% 

[កប៏នកh យេទជបទពិេ6ធនយ៉៏ងជកែ់ស%ងដេ៏-ច(នេនកនុងចេនh ះ២វមិ-ត (two dimensions) 

េហ(យ[េធo(ឱយទនេ់ខOយនូវកំរតិយល់ដឹងករកំណតេ់គលេâ េន-ãទសxន ៍ និងជីវតិរស់េន-បចៃំថង។ 

ចំណុចេនះ[-តlវគន ជមយួនឹងករចងkុលបង� ញរបស់ម6ី[៉ (ឆន ២ំ០១៤) 

[គឺជករជបគ់ងំយ៉ងរ6ប់រ់លស់មយួៃនសមតថភពបង� ញគំនូររបស់កុមរជប៉ុន។ ករបេងក(តបទពិេ6ធន ៍

និងបរ6ិថ នមុខេ-កយដសំ៏បូរែបបែដល[េលចេចញពីករបង� ញមតិ េហ(យ[ចបំចក់នុងករព-ងឹងសកមមភព 

និងបទពិេ6ធនេ៍-ច(នបែនថមេទ1តអមេទេjយLរមមណ៍របូវន័%ពិតរបស់ពួកេគ។ 

 

េនចុងបញចប ់

    ករសិកOសទងម់តិេនះ-តlវបនេ-គងេធo(ម%ងេទ1តចំនួន៣ដងកនុងចេនh ះឆន ២ំ០១៨-២០២០ 

េហ(យនិេកខបបទេនះ-តlវនឹងេល(កទី១ៃនឆន ដំំបូង ។ េនេពលអនគត េយ(ងនឹងេធo(ករសទងម់តិ 

និងេធo(ករវភិគដូចគន នឹងេល(កទី២ និងទី៣ែដរ 

េហ(យេយ(ងមនគេ-មងãមjននិងវភិគឱយបនេ-ច(នãមែដលLចេធo(េទបន 

ថេត(គំនូររបស់កុមរមន ក់ៗ ផh ស់ប%ូរយ៉ងដូចេម%ច។ 

 

    េនកនុងករសទងម់តិេនះមនភពខុសែបhកគន គួរឱយកតស់មគ ល់េនកនុងភពវជិជមន 

និងសមតថភព-សេម(ល-សៃមេទនឹងសកមមភពគូរគំនូរL-ស័យថ េត(កុមរមនបទពិេ6ធនធ៍h បេ់រ1នគំនូរ 

ឬអត ់ ãមរយៈករេម(លេឃ(ញពីគំនូររបស់ពួកេគ។ ដូចែដលេខន រ ៉បូ៊នីសុន(Ken Robinson) (ឆន ២ំ០១៩) 

បនចងkុលបង� ញថ 

“សមតថភព-សេម(ល-សៃមគឺជសមតថភពគូរមយង៉ែដលមនកនុងដួងចិត%នូវអoីមយួមនិLចយល់បនេjយវញិញ

ណ េហ(យនិងជ-បភពៃនករៃចន-បឌិត។ ករៃចន-បឌិតេធo(េLយសមតថភព-សេម(ល-សៃមមនចលន 

[គឺជករអនុវត%នៃ៍នក%ី-សេម(ល-សៃម ” 2) ។ -បសិនេប(ឱកសស-មបស់កមមភពគំនូរ-តlវបនធន 

និងមនករគ-ំទសមភ រៈសិលបៈេទដល់6Kមនិគ-ំទែដរេនះ 

លទធផលករសិកOគំនូរេយ(ងLចរពឹំងទុកបនថ [នឹងេលចេចញ-សេដ1ងគន នឹង6Kគ-ំទ 

និង6KអងគករSASែដរ។ បចចុបបននេនះ អងគករJICAកំពុងេធo(ករេរ1បចំេស1វេភសិកO 

និងេធo(ករអភវិឌÉកមមវធីិសិកOែដលទកទ់ងនឹងករអបរ់សិំលបៈបឋម េjយមនកិចចសហករពីអងគករJHP 

េហ(យេយ(ងកច៏ងប់នករគ-ំទជបន%េនេពលអនគតេទ1តែដរ។ 

 

    េល(សពីេនះេទ1ត េនកនុងលទធផលៃនករសទងម់តិេនះមនិ-តឹមែតបនដឹងថ 

កុមរមនបទពិេ6ធនធ៍h បសិ់កOគំនូរ ឬអតែ់តប៉ុេE} ះេទ 

ប៉ុែន%ែថមទងំបនរកេឃ(ញពីភពខុសគន ដធំ៏េនតំបនរ់ស់េនរបស់ពួកេគផងែដរ។ 

េនះគឺជចំណុចៃនករ-បមូលផ%ុ ំពត័ម៌នែដលជវបបធម ៌

និងបទពិេ6ធនក៍ដូ៏ចជភពខុសគន ៃនថមពលែដលមនទំេនរេទនឹងរបូគំនូរ។ 

ទកទ់ងនឹងចំណុចេនះនឹងក-៏តlវបញជ កឱ់យកនែ់តចបស់ែថមេទ1តេនកនុងករ-6វ-ជវនេពលអនគត។ 

 

ឯក6រេយងែដលបនដក-សង ់
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១) Eអុកូ ម6ី[៉ (Naoko Misawa) (ឆន ២ំ០១៤) "ករជបគ់ងំៃនករលូតKស់បនបង� ញេនS-HTP" 

េjយ-ក™មហុ៊នេបះពុមពផOយSeishin Shobo 

២) Ken Robinson, Lou Aronica ，បកែ-បេjយTakako Iwaki 

(២០១៩)“ ករៃចន-បឌិតគឺជករអបរ់េំជ≠នេល≠នបំផុតេនេល(ពិភពេKក” 

េjយ-ក™មហុ៊នេបះពុមពផOយToyokan 

ឯក6រេយង 

・6å6% ចរយ Mitsuo Suzuki (2018) "6ថ នភពអបរ់សិំលបៈបចចុបបននេនកនុង-ពះ3ជEច-កកមពុជ - 

ករខិតខំវ-បឹងែ-បងកនុងករ6ងសង6់Kេរ1នេLយកុមរអងគករJHP " ,  

"ករ-6វ-ជវវបបធមេ៌-បSបេធ1ប" េលខ១៣១, សននិសិទសិកOវបបធមេ៌-បSបេធ1បជប៉ុន 

・ Masaharu Takahashi (ឆន ១ំ៩៧៤) "ករចបេ់ផ%(ម6កលបងគំនូរ - េតស%HTP", 

េjយ-ក™មហុ៊នេបះពុមពផOយBunkyo Shoin 

・ Miyoshi Isobe,  Junko Katanasaka, Nozomi Inoue (ឆន ២ំ០១២) 

“ករសិកO-6វ-ជវរយៈែវងខhីស%ីពីករលូតKស់ករគូរគំនូររបស់កុមរេjយេ-ប(វធីិ6åស%S-HTP - 

វធីិ6åស%ស-មប[់ស់សទង-់បសិទធភពៃនករអបរ់បំរ6ិថ ន” , “ករសិកO-6វ-ជវអំពីករអភវិឌÉរបស់មនុសx” 

វ ៉លុ២, 6កលវទិយល័យ Minamikyushu។ 

・ Akira Higashiyama (ឆន ២ំ០១៦) "ករលូតKស់ករគូរគំនូរ និងមគ័របស់កុមរ－

6ន ៃដគំនូរនិងករពនយល់របស់កុមរ"  េបះពុមពផOយេjយNihon bunsho shuppan 

・Etsuko Fujigo, Hisako Tsuboi, Manami Tanaka, Mitsuo Suzuki, Yukiko Iso (ឆន ២ំ០១៣) 

“ ភពឆបរ់េំភ(បរបស់កុមរចំេពះធមមជតិ - ãមរយៈគំនូររបស់កុមរេនេនប៉ល់” ， 

"កំណត-់បវត%ិ-6វ-ជវ6កលវទិយល័យTokyo Mirai" 6កលវទិយល័យTokyo Mirai, វ ៉លុ៦ 

・Naoko Misawa (ឆន ២ំ០០២) "វបិត%ិផhូវចិត%របស់កុមរែដលបង� ញេល(េតស%គំនូរ - េ-បSបេធ1បឆន ១ំ៩៨១ 

និង១៩៩៧-៩៩ េនS-HTP"  េjយ-ក™មហុ៊នេបះពុមពផOយSeishin Shobo 

・ Suzuki Mitsuo (ឆន ២ំ០១៩) “ករសទងម់តិទកទ់ងនឹងលទធផល និងសមទិធិផលៃនគ-ំទករអបរ់សិំលបៈ     

ជប៉ុនេនដំEកក់លៃនករអបរ់បំឋមេនកមពុជ - 

េផ% តេល(គំKតខុសគន ៃនសកមមភពគំនូររបស់កុមរãមវធីិ6åស%S-HTP " 

"ករសិកO-6វ-ជវវបបធមេ៌-បSបេធ1ប" េលខ៣៥， សននិសិទសិកOវបបធមេ៌-បSបេធ1បជប៉ុន 
 

 

 

 

ឧទហរណ៍គំនូរ១. 78គំ9ទេខត-កពំត 

ឧទហរណ៍គំនូរ៤. 78គំ9ទ7@ យេរAង 

ឧទហរណ៍គំនូរ៧.78រដEជប៉នុ 

ឧទហរណ៍គំនូរ៥. 78មនិគំ9ទភនំេពញ ឧទហរណ៍គំនូរ៦.78អងគករSAS 

ឧទហរណ៍គំនូរ៣. 78គំ9ទ7@ យេរAង 
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Empirical study on Cambodian children's drawing by the S-HTP method 
(Year 2) 

SUZUKI , Mitsuo  
Seirei Christopher University 

Abstract 
The Japan Team of Young Human Power (JHP), a nonprofit corporation,and 
Small Art School have been actively supporting Cambodia. They have been 
facilitating teacher training and curriculum development in art education. 
As a result, an art subject will be newly introduced in the new Cambodian 
education curriculum. The new Cambodian curriculum will include one hour 
of art class per week and will be implemented in elementary schools. Prior 
to art education beginning in Cambodia, we investigated if there was a 
difference in the students’ development of creative expression in drawing 
depending on whether the students had experience with the picture 
development method called the S-HTP (Synthetic House-Tree-Person 
technique). We found that children with learning experiences had more 
expressive power. They used their imagination based on their real life 
experiences while expressing their creativity through drawing. 
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កុមរជប៉ុនសមតថភពៃនករបង° ញពីគំនូររបូផទះ និងរបូមនុសZ{ល~ពិតែមន 

ប៉ុែន_េបWេ/បòបេធxបនឹងHqេគលេ£េនកមពុជមួយCក៏េkយក៏េឃWញថសមតថភព/សេមWល/ស

ៃមេនខងកុមរកមពុជគឺមនភព/បេសWរជងកុមរជប៉ុនគួរឱយកត់សមគ ល់ ។ 

ករ/HវជវេនះនឹងយកមកពិភកQែដលទក់ទងជមួយករសទង់មតិេលWកទី ២ កនុងឆន ទីំ ២ 

ែដលបន_ពីករសទង់មតិេលWកទី ១ កនុងឆន ទីំ ១ ។ 

 

 រឯីវធីិHÇស_ S-HTP(Synthetic-HTP: HTPរមួបញចូ លគន )ែដលេគបន/ពមេ/ពòងគន េនទីេនះ  

/តwវបនេគHគ ល់ថជែផនកមួយៃនករ{យតំៃល និងករេធVWេតស_ចិត_HÇស_ែដលមនគំនូររបូផទះ 

របូេដWមេឈW និងរបូមនុសZសរបុមនចំនួន៣ែដលគូរេលW/កkសមួយសនdឹក។ េqក/សីMiyoshi 

Isobe េqក/សីJunko Katanazaka និងេqក/សីNozomi Inoue (ឆន 2ំ012) បនេ/បWវធីិ 

HÇស_S-HTPែដលជវធីិHÇស_មួយកនុងកររកុរកករអភិវឌhរបស់កុមរកនុងវយ័កុមរភព ។ 

{មិនែមនជករ{យតៃមd ករពិនិតយែផនកចិត_HÇស_េទ ប៉ុែន_{បង° ញពី/បសិទធភពៃនវធីិHÇស_S-

HTPែដលជវធីិHÇស_/Hវ/ជវមួយស/មប់ែសVងយល់ពីទិដ�ភពៃនករអភិវឌhរបស់កុមរែដល{ម

នទំនក់ទំនងជមួយករអប់របំរHិថ ន។ 

ខញុ ំែដលជអនកáក់ែតងចង/កងក៏បនេធVWករសទង់មតិេលWករគូរគំនូររបស់កុមរេkយេ/បWវធីិHÇស_ S-

HTP េន/បេទសេនប៉ល់កនុងឆន  ំ ២០១៣ែដរ 

និងបន'យករណ៍អំពីករចប់Uរមមណ៍េទេលWធមមជតិរបស់កុមរផងែដរ។ 

ប៉ុែន_គឺមនករសិកQតិចតួចែដលយកមកពិភកQអំពីករអភិវឌh 

និងករបេញចញមតិរបស់កុមរេkយវធីិHÇស_S-HTP ។ 

ែផ~កេលWលទធផលៃនករ/Hវ/ជវអស់រយៈេពលជេ/ចWនឆន េំkយេ/បWវធីិHÇស_S-HTP េqក/សី 

Naoko Misawa (ឆន ២ំ០១៤)បនេលWកេឡWងថ 

"វបិត_ិេផZងៗេនកនុង/បេទសជប៉ុនដូចែដល/តwវបនេគនិយយជទូេទគឺ{ជបញ° ែដលបC_ លមក

ពីកររេងគ ះរេងគWរសងគមដ៏ធំមួយ ជជងកររេងគ ះរេងគWរសងគម/គ®Hរ" 1) 
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ប៉ុែន_{មិន/តwវបនកំណត់ចំេពះករបេញចញមតិេទ 

គឺ{ទក់ទងនឹងបញ° ករអភិវឌhខួរកបលដូចជទក់ទងនឹងបរHិថ ន 

និងជីវភពរស់េនជំុវញិរបស់កុមរ ។  

រឯីគំនូររបស់កុមរកមពុជវញិáមករសទង់មតិគឺេនមនតិចតួចខd ំងCស់ 

ចំនុចេនះគឺេយWងនិយយេkយមិនកំណត់ពីករេ/បWវធីិHÇស_ S-HTP េនះេទ ។ 

ប៉ុែន_គឺមនកររបយករណ៍ខdះៗេkយេqក/សី Saeko Kimura និងេqកTadahiro Sado 

(ឆន ២ំ០១៩) ែដលនិយយអំពីករេ/បòបេធxបគំនូររបូេដWមេឈWរបស់សិសZអនុវទិយល័យេនកមពុជ 

និងជប៉ុនáមរយៈករេធVWេតស_ចិត_HÇស_(Baum Test)។  

 

1. ទិដ�ភពទូេទករសទង់មតិ 

1-1．រយៈេពល : ពីែខធនូឆន  ំ២០១៩ ដល់ែខកុមភៈឆន  ំ២០២០ 

1-2．Hqេគលេ£ (សរបុ ៨ Hq) 

・Hqគំ/ទ(កំពត១  HV យេរxង១  សរបុ២Hq) 

・Hqមិនគំ/ទ(កំពត១  HV យេរxង១  ភនំេពញ១ សរបុ៣Hq) 

・Hqអនុវត_ករអប់រសិំលបៈ (Hqទក់ទងនឹងHqSASចំនួន២ Hqរដ�ជប៉ុន១ សរបុ៣     

   Hq)  

 

     Hqគំ/ទ/តwវបនបន_ផ_ល់នូវសមភ រៈដូចជថន ំqបពណ៌ទឹក គូល័រ និង/កkសគូរគំនូរ 

េហWយក៏Uចចូលរមួករ/បកួត/បែជងគំនូរែដលឧបតថមភេkយអងគករJHPផងែដរ ។ េលWសពីេនះ 

Hq២ែដលទក់ទងនឹងSASក៏មនទីáំងេនតំបន់ជនបទ/កី/កផងែដរ 

េហWយមិនមនភពខុសែបdកគន ពីបរយិកសរស់េនពីHqមុនៗេនះេទ 

ប៉ុែន_ភពខុសគន គឺថេ/កពីករផគត់ផគង់សមភ រៈសិលបៈពីHqSAS ក៏បនផ_ល់ករបេ/ងòនគំនូរចំនួន 

៣ ដងកនុងមួយែខ (/បែហល២០ដងកនុង១ឆន )ំ 

េហWយជមធយម/បែហល៣ដងកនុងមួយឆន សំ/មប់ថន ក់នីមួយៗ) ។ 

Hqែដលមិនមនករគំ/ទេនទី/កúងភនំេពញគឺមនទីáំងេនតំបន់/បជំុជន 

េហWយបរយិកសៃនកររស់េនរបស់ពួកេគគឺខុសគន ឆង យពីHqដ៏ៃទេទxតែដលេយWងបនេធVWករសទ

ង់មតិេនកមពុជ ។ Hqរដ�េន/បេទស 

ជប៉ុនក៏ជHqែដលមនទីáំងេនតំបន់ទី/បជំុជនែដរេទះបី{សថិតេនទីជនបទក៏េkយ។ 

1-3．េគលបំណងៃនករ/Hវ/ជវ 

  េន/បេទសកមពុជមនកុមរតិចតួចCស់ែដលធd ប់សិកQករអប់រកំរគូរគំនូរ។ 

HqបឋមសិកQែបងែចងជពីរេពលគឺេនេពល/ពឹក និងេពលរេសxល 

េហWយចំនួនេម៉ងសិកQសរបុមនចំនួនតិចតូចCស់ ។ 

េលWសពីេនះេទxតមិនមន/គw/គប់/គន់កនុងករបេ/ងòនេទ 

េហWយែថមទំងខVះខតសមភ រៈសិកQគំនូរេទxតផង ។ 

េហតុដូេចនះេហWយបនជេយWងេធVWករសទង់មតិេkយេ/បWវធីិHÇស_S-HTP 

េនHqែដលកំពុងបន_ករគំ/ទករអប់រសិំលបៈេkយអងគករJHPែដលមនដូចជករផ_ល់ថន ំq

បពណ៌ទឹក គូល័រ 

និងេធVWករសទង់មតិេនHqែដលមិនគំ/ទេដWមបេីUយដឹងពីភពខុសគន ែដលUចេមWលេឃWញេនកនុ
ងគំនូររបស់កុមរែដលធd ប់សិកQ និងកុមរែដលមិនធd ប់សិកQគំនូរ ។ ទនទឹមគន េនះែដរ 

េយWងក៏បនេ/បòបេធxបជមួយគំនូររបស់កុមរមកពីHqពក់ព័នធSAS 

និងHqរដ�ជប៉ុនេដWមបបីញជ ក់េUយចបស់ពីភពខុសគន ែបបCខdះែដលUចេមWលេឃWញកនុងគំនូររ

បស់កុមរែដលធd ប់េរxន និងកុមរែដលមិនធd ប់េរxនគំនូរ ។ 

1-4．វធីិHÇស_សទង់មតិ 

 ករសទង់មតិករគូរគំនូរេkយវធីិHÇស_S-HTP ។ េយWងឱយកុមរ/បែហល ១០ 

នក់កនុងថន ក់នីមួយៗចប់ពីថន ក់ទី ១ ដល់ទី ៦ គូររបូផទះ របូេដWមេឈW និងរបូមនុសZ 

និងរបូេផZងៗេkយេសរេីនេលWសនdឹក/កkស A4 េផëកកនុងរយៈេពល៣០នទី 

េហWយេយWងនឹងេធVWវភិគ /ពមទំងេរxបចំលទធផល ។ 

ដូចែដលបនេរxប'ប់ខងេលWករសទង់មតិេនះគឺមិនវភិគេលWែផនកចិត_HÇស_េទ ប៉ុែន_គឺេយWងេរxបចំ 

និងវភិគនូវ/បេភទៃនករបេញចញមតិែដល/តwវបនេធVWេឡWងេយងេទáមធតុវភិគ និង 

ទសZនៈS-HTP (á'ងទី1) ។ េលWសពីេនះេទxតគំនូររបូផទះ 

និងរបូមនុសZ/តwវបនវភិគេkយែផ~កេលWដំCក់កលៃនករអភិវឌhន៍ករគូរគំនូរទូេទរបស់កុមរ ។ 

មយង៉េទxតេយWងនឹងេរxបចំនូវចំណុចពិេសសពីភពខុសគន ពីករសទង់មតិេលWកទី១ 

(ែខកុមភៈដល់ែខមីនឆន ២ំ០១៩) áម/បេភទៃនHqនីមួយៗ ។ 

 

 ខងេ/កមេនះជករែណនំអំពីករសទង់មតិជក់qក់ ។ 

ែផ~កេលWករែណនំេនះេយWងបនពយយមេធVWáមរេបxបដូចៗគន េនáមHqនីមួយៗ ។ 

ករែណនំអនុវត_ករសទង់មតិេkយេ/បWវធីិHÇស_ S-HTP 

  [[កកររពពននយយលល់់សស11មមបប់់កកររ11តត55តតពពិិននិិតតយយ]]  

1．ករែណនំខdួនដូចជករ/បប់េឈម ះ ។ 

2．ខញុ ំមកៃថងេនះគឺេដWមបឱីយអនកទំងអស់គន េរxនគូរគំនូរ ។  

3．ប៉ុែន_មិនែមនមនន័យថចង់េមWលគំនូរល~ ឬគំនូរU/កក់របស់អនកេនះេទ ។  
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4．ខញុ ំ/គន់ែតចង់ដឹងពីជីវភពរស់េន ករគិត និងចង់េឃWញរបូគំនូរេពលែដលអនកទំងគន គូរេចញ       

 មកែតប៉ុេCè ះ ។ 

5．េយWងេធVWដូេចនះេដWមបេីUយបនជឯកHរេយងមួយស/មប់ករគិតអំពីHqេនកមពុជ 

    េUយកន់ែត/បេសWរេឡWងកនុងករសិកQគូរគំនូរ ។  

6．េហតុដូេចនះេហWយ សូមកំុគិតថ "/តwវគូរឱយបនល~" ឬ "/តwវែតបេងកWតរបូគំនូរឱយបន/តឹម/តwវ"           

េនះេទ ប៉ុែន_សូមគូរáមែដលខdួនចូលចិត_ ។ 

[[េេសសចចកក%%ីីែែណណននំំេេននេេពពលលអអននុុវវតត%%]]  

1．េ/បW/កkសA4េផ_ក ។  

2．កំុេភdចសរេសរេឈម ះ ថន ក់ និងេភទ/បúស ឬ/សីេនខងេ/កយ ។  

3．(/តឡប់/កkសមកខងមុខវញិ) គូររបូផទះ របូមនុសZ និងរបូេដWមេឈW េហWយគូរអVីេផZងេទxត       

áមែតខdួនចូលចិត_ ។ 

4．េបWសិនបនគូររបូផទះ និងរបូេដWមេឈWរចួេហWយ បនទ ប់មកេទxតគូររបូអVីក៏បនែដរ ។ 

5．ដូចែដលខញុ ំបននិយយមុនេនះេហWយ ករគូរគឺមិនសំេ£ថល~ ឬU/កក់េនះេទ ប៉ុែន_សូម 

    េUយរកី'យកនុងករគូរេkយគិតេចញពីដូងចិត_áមែដលUចេធVWេទបន ។ 

6．េពលេវqគឺ ៣០ នទី ។ សូមគូរáមស/ម®លេkយមិនចំបច់បរមភពីអនកដៃទេទ ។ េហWយ    

អនកែដលចប់មុន ៣០នទីUចយកមកមុនបន ។ 
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1-5．វធីិHÇស_វភិគ 

  សនdឹកនិមួយៗ/តwវបនវភិគេចញពីធតុវភិគចំនួន ៥ 

ដូចជភពរមួបញចូ លគន ម ទំហំគំនូរ វតថុបែនថម េន/á 

ទសZន៍ និងករពិពណ៌ន/បកដនិយម/មិន/បកដនិយម 

/ពមទំងទសZនៈវភិគ ១៧ ចំណុច (á'ងទី១) 

េហWយករបង° ញពីរបូមនុសZ 

និងរបូផទះនឹងេធVWករ{យតំៃលពីទិដ�ភពៃនករអភិវឌhន៍របស់កុមរ។ 

បនទ ប់មករកអ/áបង° ញស/មប់/បេភទHqនិមួយៗáមHqគំ/ទ Hqមិនគំ/ទ 

HqSAS  HqJPN 

េហWយេ/បòបេធxបនិងពិនិតយេមWលេkយែផ~កេលWលទធផលៃនករេធVWេតស_(chi-square test) ។ 

េលWសពីេនះេទxតលកខណៈគុណភពៃនគំនូរ/តwវបន{យតៃមdម_ងមួយៗេkយេ/បWសនdឹក/កkស{យ

តៃមd (ឯកHរទី ១) ពីទសZនៈចំនួន ៤ េkយមិន'ប់បញចូ ល "ករ/ប/ស័យទក់ទងសងគម" ពី 

"/កkស{យតៃមd S-HTP" 2) េkយអនក/សីNaoko Misawa (ឆន ២ំ០១៤)េទ 

េហWយ/តwវរកតៃមdជមធយមស/មប់/បេភទHqនីមួយៗនឹងេធVWករេ/បòបេធxប/ពិចរC ។ 

 
2．លទធផលៃនករសទង់មតិ 

 áមពិតដូចេនកនុងករសទង់មតិទី ១ គឺមនបំែរបំរលួចំនួនសិសZគឺមិនែមនចំនួន ១០ 

នក់េទកនុងមួយថន ក់ គឺែ/ប/ប®លáមករេសនWសំុរបស់Hqនីមួយៗ ។ 

េនះគឺជេរ≠ងែដលមិនUចេចxសផុតបនេនកនុង/បេទសកមពុជែដលមនកុមរជេ/ចWនបនមក 

េហWយចូលេរxនេនពក់កC_ លឆន សិំកQនិងកុមរែតងែតេធVWករងរផទះ 

េហWយេធVWពលកមមស/មប់ជីវតិជ/បចំៃថង។ េលWសពីេនះេទxតេkយHរមនកុមរUយុ ១២ 

ឆន េំហWយេនេរxនេនថន ក់ទី១ជមួយតូចៗ 

ដូេចនះេហWយករវភិគ/តwវបនេរxបចំេឡWងេទáមUយុកលរបស់ជប៉ុនជជងថន ក់ែដលកុមរកមពុជ

សិកQជក់ែស_ង ។ 

មយង៉េទxតេនHqែដលទក់ទងនឹងHqSASែដលទទួលបនកិចចសហ/បតិបត_ិករសទង់មតិគឺ

ចប់ពីថន ក់ទី ៣េឡWងេទ 

ឯក#រ ១ សន(ឹក*យតៃម( S-HTP 

ដូេចនះេហWយេនេពលេ/បòបេធxបជមួយHqSASេយWងបនសេ/មចវភិគ/េរxបចំHqេគលេ£

សទង់មតិេផZងេទxតេkយេ/បWែតទិននន័យថន ក់ទី ៣ េឡWងេទដូចគន ។  

 លទធផលៃនករសទង់មតិនីមួយៗនឹង/តwវបនពិពណ៌នលម~ិតដូចខងេ/កម។ លទធផលៃន 

"វតថុបែនថម" /តwវបនគូរេ/កពីគំនូររបូផទះ េដWមេឈW និងមនុសZគឺដូចគន នឹងករគូរេលWកមុន 

ដូេចនះេយWង/តwវលុបេចល ។ 

2-1．ករេ/បòបេធxបែផ~កេលWធតុវភិគនិងទសZនៈ (á'ងទី២ ទី៣ និងទី៤) 

2-1-1．ករេ/បòបេធxបHqគំ/ទ និងHqមិនគំ/ទ (á'ងទី២ ខងេឆVង) 
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á'ងទី២ ករេ/បòបេធxបគំនូររបស់កុមរáមរយៈវធីិHÇស_S-HTP  

(Hqគំ/ទ Hqមិនគំ/ទ និងHqរដ�ជប៉ុន) 
 

 

ធតុវភិគ 

អ67បង: ញ  

 

តៃម(χ2 

អ67បង: ញ  

 

តៃម(χ2 
#<គំ6ទ #<  

មិនគំ6ទ 

#< 

គំ6ទ 

ជប៉ុន 

82 

នក់ 
135នក់ 82 

នក់ 
56 

នក់ 

 

〈ទំងមូល〉 

ភពរមួបញចូ ល 

រមួបញចូ លចបស់<ស់ 

ភពរមួបញចូ លខ(ះៗ 

<យឡំេSយអនTរករ ី

តំេរWបជូរខ(ះៗ 

តំេរWបជជូរ 

19.5 

29.3 

24.4 

15.9 

11.0 

10.4 

12.6 

28.1 

29.6 

19.3 

.058 

.002** 

.544 

.022* 

.108 

19.5 

29.3 

24.4 

15.9 

11.0 

23.2 

28.6 

30.4 

5.4 

10.7 

.600 

.929 

.437 

.059 

.961 

ទំហំគំនូរ ៃផទទំងមូលតិចជង១/៤ 

HTP តិចជង១/៤ 

4.9 

19.5 

5.2 

17.0 

.920 

.645 

4.9 

19.5 

0.0 

7.1 

.093 

.043* 

វតថុបែនថម មន 87.8 86.7 .808 87.8 89.3 .790 

 

 

េន67 

ទស`ន៍ 

ធំ 

មធយម 

មនខ(ះៗ 
បនទ ត់&តង់(មន&ត*តគន ) 

បនទ ត់6តង់ 

(អត់6តdតគន ) 

Sច់ពីគន  

12.2 

36.6 

23.2 
11.0 

8.5 

8.5 

7.4 

12.6 

24.4 
21.5 

25.2 

8.9 

.237 

.001*** 

.831 

.048* 

.002** 

.929 

12.2 

36.6 

23.2 
11.0 

8.5 

8.5 

1.8 

19.6 

19.6 
17.9 

32.1 

7.1 

.027* 

.032* 

.622 

.249 

.557 

.767 

ពិពណ៌ន6បកដនិយម 

និងមិន6បកដនិយម 

6បកដនិយម 

<យឡំគន  

មិន6បកដនិយម 

96.3 

3.7 

0.0 

96.3 

3.0 

0.7 

.986 

.779 

.435 

96.3 

3.7 

0.0 

58.9 

33.9 

5.4 

.001*** 

.001*** 

.034* 

 

 

ផទះ 

ចំពីមុខ / ែតសុ៊ម 

ចំពីមុខ 

/បង: ញពំុចបស់ 

ចំពីមុខ /kប 

3Dខ(ះៗ 

3D 

1.2 

11.0 

62.2 

17.1 

8.5 

0.0 

8.9 

67.4 

12.6 

11.1 

.434 

.360 

.542 

.360 

.720 

1.2 

11.0 

62.2 

17.1 

8.5 

0.0 

3.6 

62.5 

19.6 

12.5 

.407 

.115 

.971 

.700 

.449 

 

 

 

មនុស` 

កបល េជlង 

មុន6កហmិច 

6កហmិច 

pre-realistic 

realistic 

គំនូរសnិត(stick 

figure) 

អត់មន 

1.2 

32.9 

51.2 

3.7 

0.0 

11.0 

0.0 

0.7 

28.1 

37.0 

8.1 

0.7 

20.7 

3.7 

.724 

.560 

.040* 

.192 

.435 

.064 

.078 

1.2 

32.9 

51.2 

3.7 

0.0 

11.0 

0.0 

0.0 

14.3 

53.6 

30.4 

0.0 

0.0 

0.0 

.407 

.013* 

.786 

.001*** 
－ 
.010** 
－ 

(*:p<.05, **:p<.01, ***:p<.001) 
 

       Hqគំ/ទមនលកខណៈរមួបញចូ លគន  និងេន/áទសZន៍េ/ចWនជងHqមិនគំ/ទ 

េហWយេយWងបនេឃWញពីទំេនររបស់កុមរភគេ/ចWនបនសថិតេនកនុងដំCក់កលកនុងករបង° ញលកខ

ណៈHមញញ េនកនុងករបង° ញៃនមនុសZ។ 

ផទុយេទវញិHqមិនគំ/ទវញិគំនូររបស់ពួកេគគឺមនទំេនរែបបជករតំេរxប របូផទះ េដWមេឈW 

និងរបូមនុសZេលWបនទ ត់/តង់។ 

  ទំងេនះ¢ក់ដូចជ/សេដxងនឹងករសទង់មតិេលWកដំបូង 

ប៉ុែន_ភពខុសគន /តwវបនរមួតូចេហWយចំនួនដងៃនទសZនៈែដលខុសគន គួរឱយកត់សមគ ល់/តwវបនសេងក

តេឃWញថមនករថយចុះពី ១១ េនកនុងករសទង់មតិេលWកទី ១ មក/តឹម ៦ េនេពលេនះ។ 

និយយរមួេយWងUចនិយយបនថកនុង 

រយៈេពល ១០ ែខចប់ពីេលWកទី ១ ដល់េលWកទី ២ គំនូរៃនHqមិនគំ/ទមនភព/បេសWរេឡWង 

និងផd ស់ប_ូ រជេ/ចWនដូចជភពវជិជមន សមតថភព/សេមWល/សៃម /ពមទំងករបង° ញពីគំនូររបូផទះ 

និងមនុសZ។ ចំណុចេនះនឹង/តwវេរxបចំេឡWងវញិ 

េហWយនិងពិពណ៌នេនេពលេ/កយេkយេ/បòបេធxបលទធផលៃនករសទង់មតិេលWកទី ១ និងេលWកទី 

២ ស/មប់áម/បេភទHqនីមួយៗ ។ 
 

2-1-2．ករេ/បòបេធxបHqគំ/ទ និងHqរដ�ជប៉ុន (á'ងទី ២ ខងH_ ំ) 

  Hqគំ/ទ និង HqJPNក៏បនបង° ញពីនិនន ករ/សេដxងគន េទនឹងករសទង់មតិមុនែដរ។     

ជពិេសសទក់ទងេទនឹង "ករពិពណ៌ន/បកដនិយម/មិន/បកដនិយម" 

HqJPNមនភព/សេមWល/សៃម 

និងករសែម_ងមិនេចះរងីសងួតខណៈHqគំ/ទជេរ≠យៗបង° ញពីឆកជីវតិជក់ែស_ង 

េហWយចំណុចេនះ{េនែតមិនមនករផd ស់ប_ូ រជមួយនឹងកលពីេលWកមុន។ មីH{៉(Misawa) 

(ឆន ២ំ០១៤) ក៏បនចង~ុលបង° ញផងែដរថ "ករពិពណ៌នមិន/បកដនិយម" 

របស់កុមរជប៉ុនមនេ/ចWនេបWេ/បòបេធxបនឹងគំនូររបស់កុមរៃថ។  

     មយង៉េទxតអ/áបង° ញរបស់HqJPNគឺ ១០០% េនកនុងករែថម "វតថុបែនថមេ/កពី/បធនបទ"  

ប៉ុែន_េពលេនះវញិមិនមនភពខុសគន េ/ចWនជមួយHqគំ/ទេនះេទ។ 

េនះ/តwវបនេគប៉ន់Hម នថេkយHរែតករសទង់មតិរបស់HqJPNបនេ/បWេពលស/មកស/មប់

ៃថង/តង់ េហWយ{¢ក់ដូចជមនឥទធិពលពីករមមញឹករបស់ពួកេគ ។ 

កុមរមួយចំនួនបនេចញពីថន ក់េរxនបនទ ប់ពីបនគូររចួនូវគំនូររបូផទះ េដWមេឈW 

និងរបូមនុសZែដលជ/បធនបទធំៃនគំនូរ េហWយកុមរជេ/ចWនេទxតបនបញច ប់កិចចកររបស់េគ 

និងបនយកមក/បគល់េUយ/គwទទួលបនទុក ។ /បសិនេបWបរយិកស{អំេCយផល 

េហWយកលវភិគស/មប់ស/មកៃថង/តង់េ/ចWនជងេនះ េយWងប៉ន់Hម នថកុមរនឹងUចគូរ "វតថុបែនថម" 

បន/បែហលគន នឹងករសទង់មតិេលWកទី១ែដរ។  
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    េផZងពីេនះHqគំ/ទមនលកខណៈ/ប¢ក់/បែហលនឹងគំនូរេលWកមុន 

ែដលេយWងេមWលេឃWញថគំនូរដូចជរបូផទះ េដWមេឈW និងរបូមនុសZមនលកខណៈតូចៗ 

និងេនមនភពេកមងខចីកនុងករបង° ញៃនមនុសZ េហWយគំនូរមនុសZស~ិត(stick figure)គឺមនេ/ចWន។ 

រឯីេន/áទសZន៍វញិខងHqរដ�ជប៉ុនមនសភពអន់ជងបន_ិច។ 

 

!"ងទី៣ ករេ*ប,បេធ.បគំនូររបស់កុមរចប់ពីថន ក់ទី៣េឡ=ង!មS-HTP 

 (?@មិនគំ*ទេCយJHP ?@SAS និង?@រដFជប៉ុន) 
 

ធតុវភិគ 
អ67បង: ញ  

  

តៃម(χ2 
 

អ67បង: ញ  
 

តៃម(χ2 
 

 

SAS 
#<  

មិនគំ6ទ 

 

SAS 
ជប៉ុន 

57នក់ 91នក់ 57នក់ 37នក់ 

 

 〈ទំងមូល〉

ភពរមួបញចូ ល 

រមួបញចូ លចបស់<ស់ 

ភពរមួបញចូ លខ(ះៗ 

<យឡំេSយអនTរ 

តំេរWបជូរខ(ះៗ 

តំេរWបជជូរ 

24.6 

22.8 

38.6 

7.0 

7.0 

15.4 

16.5 

29.7 

25.3 

13.2 

.165 

.339 

.261 

.005** 

.003** 

24.6 

22.8 

38.6 

7.0 

7.0 

35.1 

29.7 

18.9 

5.4 

10.8 

.268 

.452 

.044* 

.755 

.520 

ទំហំគំនូរ ៃផទទំងមូលតិចជង១/៤ 

HTP តិចជង១/៤ 

0.0 

0.0 

3.3 

14.3 

.166 

.003** 

0.0 

0.0 

0.0 

2.7 

－ 
.011* 

វតថុបែនថម មន 100.0 93.4 .048* 100.0 91.9 .029* 

 

 

េន67 

ទស`ន៍ 

ធំ 

មធយម 

មនខ(ះៗ 
បនទ ត់&តង់ (មន&ត*តគន ) 

បនទ ត់6តង់ (អត់6តdតគន ) 

Sច់ពីគន  

5.3 

38.6 

45.6 
7.0 

3.5 

0.0 

11.0 

18.7 

28.6 
17.6 

15.4 

8.8 

.231 

.007** 

.035* 

.067 

.024* 

.021* 

5.3 

38.6 

45.6 
7.0 

3.5 

0.0 

2.7 

91.9 

2.7 
27.0 

18.9 

18.9 

.548 

.247 

.008** 

.079 

.005** 

.011** 

ពិពណ៌ន6បកដ 

និងពំុ6បកដ 

6បកដនិយម 

<យឡំគន  

មិន6បកដនិយម 

100.0 

0.0 

0.0 

95.6 

3.3 

1.1 

.109 

.166 

.427 

100.0 

0.0 

0.0 

56.8 

35.1 

8.1 

.001*** 

.001*** 

.001*** 

 

 

ផទះ 

ចំពីមុខ / ែតសុ៊ម 

ចំពីមុខ/បង: ញពំុចបស់ 

ចំពីមុខ / kប 

3Dខ(ះៗ 

3D 

0.0 

7.0 

70.2 

19.3 

3.5 

0.0 

7.7 

62.6 

15.4 

14.3 

－ 
.879 

.348 

.536 

.035* 

0.0 

7.0 

70.2 

19.3 

3.5 

0.0 

0.0 

59.5 

21.6 

18.9 

－ 
.100 

.284 

.784 

.784 

 

 

 

មនុស` 

កបល េជlង 

មុន6កហmិច 

6កហmិច 

pre-realistic 

realistic 

គំនូរមនុស`សnិត(stick 

figure) 

អត់មន 

0.0 

12.3 

61.4 

21.1 

1.8 

1.8 

1.8 

0.0 

19.8 

48.4 

12.1 

1.1 

15.4 

3.3 

－ 
.236 

.121 

.143 

.737 

.008** 

.573 

0.0 

12.3 

61.4 

21.1 

1.8 

1.8 

1.8 

0.0 

5.4 

48.6 

45.9 

0.0 

0.0 

0.0 

－ 
.268 

.223 

.011* 

.418 

.418 

.418 

 (*:p<.05, **:p<.01, ***:p<.001) 
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2-1-3．ករេ/បòបេធxបHqSAS និងHqមិនគំ/ទ (á'ងទី ៣ ខងេឆVង) 

    ដូចគន នឹងករសទង់មតិមុនែដរករសទង់មតិគំនូរHqSASគឺស/មប់ែតកុមរថន ក់ទី ៣ 

េឡWងេទេទ ដូេចនះទំងHqមិនគំ/ទ 

និងJPN/តwវបនេ/បòបេធxប/េរxបចំេkយេ/បW/បស់ទិននន័យពីថន ក់ទី ៣ េឡWងេទែដរ។ 

េបWេ/បòបេធxបHqSAS 

និងHqមិនគំ/ទគឺ{ដូចគន េនកនុងករសទង់មតិមុនែដរគឺភពខុសគន /តង់ " កររមួបញចូ លគន  

ទំហំគំនូរ វតថុបែនថម និងេន/áទសZន៍ " ។ គំនូររបស់HqSASរបូផទះ េដWមេឈW និងរបូមនុសZគឺធំៗ 

និង/បកបសមតថភព/សេមW/សៃម េហWយអនុវត_យ៉ងសកមមេលWករគូរគំនូររបស់ខdួន 

េលWសពីេនះេទxតគឺបនបង° ញពីភពឆង យជិតេនជំុវញិរបូផទះ េដWមេឈW និងរបូមនុសZេទxតផងែដរ ។ 

រឯីHqមិនគំ/ទវញិគំនូររបស់កុមរ គឺមនលកខណៈតំេរxបជជូរបន_ិច 

េហWយេពរេពញេkយគំនូរមនុសZស~ិត(stick figure)ដ៏េ/ចWនដូចគន ជមួយគំនូរេលWកមុនែដរ ។ 

 

2-1-4．ករេ/បòបេធxបHqSAS និងHqរដ�ជប៉ុន (á'ងទី ៣ ខងH_ ំ) 

     {មនភពខុសគន គួរឱយកត់សមគ ល់េនកនុង " ភពរមួបញចូ លគន áមរយៈករqយឡំេkយអន_រ 

" េនកនុង "ភពរមួបញចូ លគន " 

ប៉ុែន_េនេពលែដលេយWងេមWលៃផទទំងមូលពីទសZនៈេផZងេទxតគឺេយWងេមWលេឃWញថមិនមនភពខុស

គន េ/ចWនេទកនុងភពរមួបញចូ លគន {ងHqSAS និងHqJPN ។ េបW/កេឡកេមWល "ទំហំគំនូរ" 

និង "វតថុបែនថម" {UចនិយយបនថHqSASមនភពសកមមជងខd ំង ។ េនកនុង 

"េន/áទសZន៍" HqSASគំនូរបង° ញពីភពជិតឆង យ េហWយHqJPNគឺខVះខតតិចតួច 

រឯីេនកនុង "ពិពណ៌ន/បកដនិយម/មិន/បកដនិយម" HqJPNសំបូរេទេkយភព/សេមW/សៃម 

េហWយរឯីេនកនុងភពពិត/បកដវញិHqSASមននិនន ដូចគន េទនឹងេពលមុន ។ 

មយង៉េទxតេនកនុងករបង° ញៃនរបូមនុសZករបង° ញពីpre-realisticគឺេយWងេឃWញមនេ/ចWន 

ប៉ុែន_េពលេនះគឺមនទំេនរេទរកភពខុសែបdកគន ជងមុនបន_ិច ។ កនុងរយៈេពល ១០ 

ែខចប់áំងពីករសទង់មតិេលWកមុន េយWងប៉ន់Hម នថថន ក់ទី 

៣េឡWងេទៃនHqJPNកំពុងសថិតេនកនុងដំCក់កលផd ស់ប_ូ រពីករបង° ញរបូ/កហVិចេទជករប

ង° ញpre-realisticវញិ ។ 

 

2-1-5 ．

ករេ/បòបេធxបអ/áបង° ញáមទសZនៈេkយែលកគន ៃនគំនូររបស់កុមរេនកនុងករសទង់មតិេលWកទី១

និងេលWកទី ២áម/បេភទHqនិមួយៗ (á'ងទី ៤) 

  á'ងទី ៤ 

គឺេយWងេ/បòបេធxបអ/áបង° ញáមទសZនៈេkយែលកគន ៃនគំនូររបស់កុមរេនកនុងករសទង់មតិេលWក

ទី១ និងេលWកទី២áម/បេភទHqនិមួយៗ ។ 

 
  

េនកនុងករសទង់មតិេលWកដំបូងHqមិនគំ/ទែដលមនកំរតិទបជងHqែដលបនសទង់មតិេផZង

េទxតេនកនុង/គប់ធតុទំងអស់េនះ បនបង° ញពីករផd ស់ប_ូ រេនកនុងចំណុចភគេ/ចWន។ 

េនះមិនទន់/គប់/គន់េនេឡWយេទ ប៉ុែន_{/តwវបនេគ/បកសថមុខវជិជ សិលបៈ (ដូរតÇន_ី និងសិលបៈ) 
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ែដល/តwវបនkក់ចូល១េម៉ងកនុង១សប_ ហ៍េនកនុងវគគសិកQថមី។ 

េហWយេទះបីេសxវេភសីុH'៉ប៊ូស(syllabus) 

និងេសxវេភសិកQមិនទន់បនបញច ប់ក៏េkយក៏Hqមិនគំ/ទ{¢ក់ដូចជទទួលឥទធិពលខd ំងពី

ករេរxនគំនូរ/បែហល១ដងកនុង១ែខែដរ ។ 

េkយHរមកដល់េពលេនះHqមិនគំ/ទមនបទពិេHធតិចតួចកនុងករគូរក៏ពិតែមន 

ប៉ុែន_ឥទធិពលៃនករេរxនគំនូរែដលេទWបបេងកWតថមី/បែហល១ដងកនុង១ែខគឺមនទំហំធំ េហWយភពវជិជមន 

និងករបង° ញជទូេទ/តwវបនែកលម~ 

និងផd ស់ប_ូ រជេ/ចWនេបWេ/បòបេធxបេទនឹងHqេផZងេទxតែដលបនេធVWករសទង់មតិ ។ 

  
    ករេ/បòបេធxបករសទង់មតិេលWកទី ១ និងទី ២ ៃន/បេភទHqនីមួយៗស/មប់ករផd ស់ប_ូ រសំ 

ខន់ៗមនដូចខងេ/កម៖ 

[Hqគំ/ទ] ករផd ស់ប_ូ រ/តwវបនេគេមWលេឃWញដូចជេនកនុងេន/áទសZន៍ 

ករពិពណ៌ន/បកដនិយម/មិន/បកដនិយម និងករបង° ញពីរបូមនុសZ។ 

[Hqមិនគំ/ទ] {/តwវបនផd ស់ប_ូ រេនកនុងចំណុចជេ/ចWនរមួមនទំហំគំនូរ េន/áទសZន៍ 

ករពិពណ៌ន/បកដនិយម/មិន/បកដនិយម និងករបង° ញពីរបូផទះ។ 

[HqS A S】មនករផd ស់ប_ូ រតិចតួច ប៉ុែន_មនករែ/ប/ប®លទក់ទងនឹងទំហំគំនូរ  

                    េន/áទសZន៍ និងករសែម_ង/បកដនិយមៃនរបូមនុសZ។ 

[HqJ P N]  ដូចគន នឹងHqSASែដរចំណុចៃនករផd ស់ប_ូ រគឺមនតិចតួច។ ករផd ស់ប_ូ រ 

                    ែដល/តwវបនេគេមWលេឃWញគឺភពរមួបញចូ លគន  និងករពិពណ៌នបង° ញពីរបូផទះ 

និងរបូមនុសZែតប៉ុេCè ះ។ ភគរយៃន " វតថុបែនថម " គឺ ១០០% 

េនកនុងករសទង់មតិេលWកទី ១ បនថយចុះមកេន ៨៩,៣% 

េនកនុងករសទង់មតិេលWកទី ២ 

ែដល/តwវបនេគប៉ន់Hម នថេkយHរែតកុមរភគេ/ចWនបនចកេចញេនពក់ក

C_ លេម៉ងដូចែដលបនេរxប'ប់ខងេលW។  
 
2-2．ករេ/បòបេធxប{យតៃមdគុណភពេkយេ/បWសនdឹក{យតៃមdS-HTP 

    របូទី ១ និងទី ២ េយWងេធVWករ{យតៃមdម_ងមួយៗេkយេ/បWសនdឹក{យតៃមdS-HTP 

េហWយសនdឹក{យតៃមdគុណភពេនះ/តwវបនគិតជមធយមស/មប់/បេភទHqនីមួយៗ 

និងបង° ញកនុង/កហV។េនកនុងករសទង់មតិេលWកទី ១ 

ពំុមនករ{យតៃមdអំពីគុណភពែបបេនះ/តwវបនេធVWេឡWងេឡWយ។ 

នយកHqែដលបនេធVWករសទង់មតិេន/បេទសជប៉ុន 

េពលបនេឃWញរបូភពទំងអស់បនទ ប់ពីករសទង់មតិេលWកទី ១ បននិយយថ " 

របូគំនូររបស់កុមរេនកមពុជបង° ញពីខdួនឯង និងជីវតិរបស់ពួកេគ/បកបេkយសុខុមលភព 

/ពមទំងភពេHម ះ/តង់។ រឯីរបូគំនូររបស់កុមរជប៉ុនគឺេពរេពញេទេkយភព/សេមWល/សៃម 

ប៉ុែន_{¢ក់ជទទួលUរមមណ៍ថមនករ/ព®យបរមភេនចំណុចCមួយ " 3) 

ដូេចនះេហWយេពលេនះបនជេយWងសេ/មចចិត_វភិគេkយបែនថមករ{យតៃមdគុណភព 

គំនូរ។ 

   រឯីរបូគំនូររបស់សិសZថន ក់ទី ៦ ៃនHqេរxននីមួយៗកនុងចំេCម ៨ 

HqែដលជHqេគលេ£ស/មប់សទង់មតិេយWងនឹងែណនំេនេលWទំព័រចុងេ/កយជឧទហរ

ណ៍ៃនគំនូរ។ សូមយកេធVWជឯកHរេយងáមត/មwវករ។ 

 

2-2-1.ករេ/បòបេធxប{យតៃមdគុណភពៃនគំនូររបស់កុមរថន ក់ទី ១ ដល់ថន ក់ទី ៦ (Hqគំ/ទ 

និងHqមិនគំ/ទ / Hqរដ�ជប៉ុន) (របូភព១) 

  Hqគំ/ទមនលកខណៈអវជិជមនែតេនកនុង "កំរតិអភិវឌh" 

ប៉ុេCè ះរឯីHqមិនគំ/ទគឺអវជិជមនទំងអស់ េហWយស/មប់HqJPNវញិគឺវជិជមន។ 

  

េទះបីHqមិនគំ/ទែដលបង° ញពីករផd ស់ប_ូ រេ/ចWនបំផុតេបWេ/បòបេធxបេទនឹងករសទង់មតិេលWក១

ក៏េkយ ប៉ុែន_{បនបង° ញចបស់ថករអភិវឌhស/មប់ករគូរគំនូរមិនទន់/គប់/គន់េនេឡWយេទ 

េបWេ/បòបេធxបេទនឹងHqេគលេ£េផZងេទxតេនេពល{យតៃមd និងេ/បòបេធxបគុណភព។ 

េទះបីមិន/តwវបនទទួលHគ ល់ពីគំqតខុសគន េនកនុង "ក/មិតអភិវឌh" 

áមករបង° ញរបូគំនូររ{ងHqគំ/ទ និងHqមិនគំ/ទក៏េkយ 

ប៉ុន_/តwវបនទទួលHគ ល់ថមនគំqតខុសគន េនកនុង "ក/មិតថមពល" និង 

"ភពសំបូរែបបខងកនុង" ។ ទំងេនះគឺ{ទក់ទងនឹងភពវជិជមន 

និងសមតថភព/សេមWល/សៃមេឆព ះេទរកករគូរគំនូរេUយបនល~។ 

{/បែហលជេkយHរែតមនគំqតខុសគន ៃនបរមិណៃនបទពិេHធន៍គូរគំនូរទំងមូល។ 

រូបភព1. 

ករេ*ប+បេធ-ប.យតៃម3គុណភពគំនូរកុមរថន ក់ទី១ដល់ទី៦(

CDគំ*ទ និងCDមិនគំ*ទ/CDរដHជប៉ុន) 

រូបភព២. 

ករេ*ប+បេធ-ប.យតៃម3គុណភពគំនូរកុមរពីថន ក់ទី៣េឡNង(

CDគំ*ទ និងSAS/CDបឋមសិកQជប៉ុន) 

S-HTP 法による幼児・児童の描画活動に関する実証的研究 107106 S-HTP 法による幼児・児童の描画活動に関する実証的研究



Hqគំ/ទ/តwវបនផ_ល់ជូននូវសមភ រៈគូរគំនូរេkយអងគករ JHP 

និងបនកំពុងករសិកQគំនូរ/បែហល១ដងកនុង១ែខ/តwវបនចប់េផ_WមេធVWេនáមHqបឋមសិកQ

េគលេ£ក៏េkយ 

{ចបស់Cស់ថករសិកQគំនូររបស់Hqគំ/ទគឺ{បនបំេពញេ/ចWនជងេនáមHqមិនគំ/ទ

ករសិកQគំនូរ។ 

េហWយ{មិនែមនជេរ≠ងចែមdកេនះេទស/មប់HqបឋមសិកQែដលមិនគំ/ទែដលខVះខតដូចជ/ក

kសគំនូរ ឬគូល័រជេដWមេនះ។ 
 

2-2-2. ករេ/បòបេធxប{យតៃមdគុណភពៃនរបូគំនូររបស់កុមរចប់ពីថន ក់ទី៣េឡWង (Hqគំ/ទ 

និងHqSAS/ Hqរដ�ជប៉ុន) (របូទី ២) 

 មនែតHqគំ/ទេទែដលមនលកខណៈអវជិជមនេនកនុង "កំរតិអភិវឌh" រឯីHqSAS 

និងHqJPNវញិសុទធែតមនភពវជិជមនទំងអស់។ 

 {េសទW រែតមិនមនគំqតភពខុសគន រ{ងHqSASនិងJPNេនកនុង "ភពសំបូរែបបខងកនុង" 

និង "ករ{យតៃមdសរបុរមួ" ។ "ក/មិតអភិវឌh" ៃនករបង° ញដូចជរបួផទះ និងរបូមនុសZគឺកុមរ 

ជប៉ុនខពស់ជង ប៉ុែន_ "ក/មិតថមពល" វញិគឺខងHqSASខពស់ជងHqជប៉ុនបន_ិច។ 

HqSASមិនមនជំនញគូរប៉ុនម នេទ 

ប៉ុែន_{¢ក់ដូចជកុមរកំពុងសបបយរកី'យកនុងករគូរគំនូររបស់ពួកេគ។ ចំCប់Uរមមណ៍ 

និងពកយសម_ីរបស់នយកHqជប៉ុនថ 

Hqេគលេ£ែដល/តwវបនសទង់មតិេន/បេទសជប៉ុនែដលបនេលWកេឡWងខងេលW 

{គឺជទំរង់ែដល/តwវបនគំ/ទេkយករ{យតៃមdគុណភពនេពលេនះ។ 

 គីមូ'៉(Kimura)និងHតូ(Sato) (ឆន ២ំ០១៩) 

បនេ/បòបេធxបគំនូរេដWមេឈWរបស់សិសZអនុវទិយល័យេនកមពុជ 

និងជប៉ុនេហWយពួកេគបននិយយថ "ភពសំបូរែបបៃនករបង° ញែដល/តwវបនទទួលHគ ល់េនកនុង 

CAM (កមពុជ) គឺជភពរស់រេវ Wកៃនជីវតិ 

ឬUចនិយយបនថ{ទក់ទងនឹងឆនទៈកនុងករេរxនសូ/តែដលមនHរៈសំខន់ស/មប់ជីវតិរបស់ពួ

កេគ" 4) ។ {¢ក់បីដូចជេនេកមងខចី ប៉ុែន_គំនូររបស់កុមរ{បនបង° ញអំពី "សុខុមលភព" និង 

"ភពេHម ះ/តង់" ដូចែដលនយកHqជប៉ុនេលWកេឡWងមុនេនះរចួមកេហWយ។ 

េទះបីជ{មិនទក់ទងេkយផទ ល់េទនឹងេគលបំណងសំខន់ៃនករសទង់មតិេនះក៏េkយ 

ែត{¢ក់ដូចជចំណុចគួរែត/តwវបនពិនិតយេមWលម_ងេទxតទក់ទងនឹងករអប់រ ំ កររស់េន 

និងបរHិថ នជំុវញិរបស់កុមរជប៉ុន។ ដូចែដលខញុ ំបនេលWកេឡWងបនទ ប់ពីករសទង់មតិមុនរចួេហWយ 

គឺមនករ/ព®យបរមភអំពីករជប់គំងរបស់កុមរជប៉ុនេនកនុងករបង° ញáមរបូគំនូរដូចែដលបនច

ង~ុលបង° ញេkយមីH{៉(Misawa) (ឆន ២ំ០១៤) ។ 

{ជករសំខន់េដWមបបីេងកWនភពសំបូរែបបៃនបទពិេHធន៍ 

និងបរHិថ នមុខេ/កយែដលេលចេចញáមករបេញចញមតិរបស់ពួកេគ 

និងេដWមបេីលWកកមពស់សកមមភព និងបទពិេHធន៍បែនថមេទxតែដលអមជមួយេkយUរមមណ៍ 

'ងកយ និងភព/បកដនិយម5) ។  

   

េទះយ៉ងC/បេទសជប៉ុនកំពុងសថិតកនុងដំCក់កលផd ស់ប_ូ រពីសងគមឧសQហកមមេទសងគមព័ត៌

មន េហWយនឹងេទជសងគមផលិតៃចន/បឌិត 

និងឈនេទដល់សម័យកលមួយែដលេãថSociety5.0 ។ 

សមិទធិផលៃនករអប់រសិំលបៈជប៉ុនUច/តwវបនេគេមWលេឃWញេនកនុងផទ ំងគំនូររបស់កុមរជប៉ុនែដល

េពរេពញេkយភព/សៃម និងករអភិវឌh 

/ពមទំងបេងកWតេរ≠ង'៉វផទ ល់ខdួនេkយេសរខីណៈេពលែដលកំពុងរកី'យនឹងករ/សេមW/សៃមរបស់ខdួន

ែដល{មិនមនលកខណៈ/បកដនិយម ។ 

ករអភិវឌhករសិកQ/បកបេkយករបេងកWតៃចន/បឌិតែដល{សងកត់ធងន់េលWកយ 

សមបទ និងក_ី/សេមWល/សៃមáមរយៈករអប់រសិំលបៈេkយគម នករែវកែញ 

េហWយ{នឹង/តwវបនទមទរនេពលអនគត។ 
 
4．សេងខបលទធផលៃនករសទង់មតិ 

áមរយៈ " ករេ/បòបេធxបេkយែផ~កេលWធតុវភិគ និងទសZនៈS-HTP．២-១ (á'ង ២, ៣, ៤) 

និង "ករេ/បòបេធxប{យតៃមdគុណភពេkយេ/បWសនdឹក{យតៃមdS-HTP ．២-២"  

េនខងេលWេយWងបនសេងខបáម/បេភទHqេរxននីមួយៗែដលHqេគលេ£ែដល/តwវបនសទង់

មតិដូចខងេ/កម៖ 

① áមរយៈករសទង់មតិេលWកទី ១ និងេលWកទី ២ Hqែដលមិនគំ/ទបនផd ស់ប_ូ រáម 

រេបxបេផZងៗជេ/ចWន។ 

េយWងសនមតថករkក់បញចូ លករសិកQអប់រគំំនូរេkយែផ~កេលWវគគសិកQថមីែដលកំពុងបនចប់េផ_Wម

េនះេទះបីថHqទំងេនះមិនែមនជHqេគលេ£ក៏េkយឥឡូវកុមរUចសិកQករគូរគំនូរ

បន/បែហល១េម៉ងកនុង១ែខែដរ ។ 

② សមភ រៈស/មប់សិកQគូរគំនូរ/តwវបនផ_ល់ដល់Hqគំ/ទនន េហWយករសិកQគំនូរ 

របស់HqទំងេនះមនលកខណៈេពញេលញជងHqមិនគំ/ទ ។ 

③ មិនមនគំqតខុសែបdកគន េនកនុង "ក/មិតអភិវឌh" ៃនករបង° ញរបូគំនូររ{ងHqគំ/ទ  

និងHqមិនគំ/ទេឡWយ។ 

ប៉ុែន_េទះយ៉ងCក៏េkយគឺមនគំqតខុសគន គួរឱយកត់សមគ ល់េនកនុង "ក/មិតថមពល" និង 

"ភពសំបូរែបបខងកនុង" ។ េហWយជលទធផល{ក៏មនគំqតខុសគន េនកនុង "ករ{យតៃមdសរបុរមួ" 
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ផងែដរ។ 

④ េនកនុង/គប់ែផនកទំងអស់HqSASគឺមនគុណភពខពស់ជងHqគំ/ទ។ េ/កពីករ 

ផគត់ផគង់សមភ រៈសិលបៈHqSASបនេរxបចំកមមវធីិសិកQ 

និងផ_ល់េមេរxនគំនូរ/បែហល១ដងកនុង១សប_ ហ៍ែថមេទxត។ 

េយWងបនប៉ន់Hម នថកររកីចំេរ WនេនះេkយHរមនករគំ/ទ 

និងករែណនំពីអនកជំនញអប់រសិំលបៈ 

និងបុគគលិកវយ័េកមងរបស់កមពុជែដលពួកេគៃថងអនគតចង់កd យជវចិិ/តករ ។  

⑤ រ{ងHqSASនិងHqJPN {េសទW រែតមិនមនគំqតខុសគន េនកនុង "ភពសំបូរែបប 

ខងកនុង" និង "ករ{យតៃមdសរបុរមួ" ។ េហWយចំេពះករបង° ញ "កំរតិអភិវឌh" 

HqJPNមនកំរតិខពស់ជងHqSAS ប៉ុែន_ "ក/មិតថមពល" វញិគឺHqSASល~ជង ។ 

កុមរេនHqSASមិនមនជំនញេទ 

ប៉ុែន_{¢ក់ដូចជពួកេគកំពុងសបបយរកី'យកនុងសកមមភពគូរគំនូរយ៉ង 

សកមម។ ទក់ទងនឹងសមតថភព/សេមW/សៃមវញិ 

េយWងមិនUចអះUងបនកនុងករកំណត់ថេតWHqមួយC/បេសWរជងេនះេទ 

ប៉ុែន_កុមរជប៉ុនមនករអភិវឌhករ/សេមW/សៃម 

និងបេងកWតេរ≠ង'៉វមិន/បកដនិយមកនុងរបូគំនូររបស់ពួកេគ។ 

⑥ លំkប់លំេkយៃនHqគំ/ទ Hqមិនគំ/ទ HqJPN/HqSAS  "ភពរបួញចូ ល 

គន " ៃនរបូគំនូរ (ករសេងខបៃនសមសធតុគំនូរទំងមូល)គឺ/តwវបនទទួលHគ ល់។ 

ករមនបទពិេHធកន់ែតេ/ចWនកនុងករសិកQគំនូរ "ភពរមួបញចូ លគន " មនកន់ែតខពស់ែដរ។ 

⑦ HqJPNមិន/តឹមែតទញយកខdឹHរែដលមនលកខណៈ/បកដនិយមែតប៉ុេCè ះេទ 

ប៉ុែន_ែថមទំងគូរនូវខdឹមHរមិន/បកដនិយម និងបេងកWតេរ≠ង'៉វ/សេមW/សៃមេទxតផង។ 

េហWយ{ក៏មនគុណភពខពស់ផងែដរេនកនុងករេគរពáមរេបxបៃនករគូរគំនូរ។ 

⑧ ផទ ំងគំនូររបស់HqJPNគឺ{មនភពរមួបញចូ លគន  ប៉ុែន_ចំេពះេន/áទសZន៍វញិគឺកុមរ 

កមពុជពូែកជងកុមរHqJPN ។ 

 

េេសសចចកក%%ីីសសននននិិ@@AA នន  

  ឯកHរ/Hវ/ជវេនះ/តwវនឹងឆន ទីំ ២ 

ៃនែផនករសទង់មតិែដល/តwវបនេធVWេឡWងដែដលេទxត៣ដងកនុងរយៈេពល៣ឆន ពីំឆន  ំ ២០១៨ ដល់ឆន  ំ

២០២០ ។ ជដំបូង ករសទង់មតិេលWកទី ៣ េ/គងនឹងេធVWេឡWងេនែខមិថុនឆន  ំ ២០២០ 

េហWយសននិសិទអន_រជតិនឹង/តwវេធVWេឡWងេនែខតុqឆន ដំែដលេដWមបែីចករែំលកលទធផលៃនករសទង់មតិ 

និងផd ស់ប_ូ រេយបល់ជមួយ/កសួងអប់រយុំវជន និងកី>កមពុជ អនកពក់ព័នធ អងគកJHP 

និងHqSAS ។ ប៉ុែន_េkយHរែតមនកររកី'លkលៃនករឆdងវរីសុកូវដី-

១៩េនះ'ល់គេ/មងទំងអស់/តwវបនពនយរេពល។ 

េkយHរេហតុផលទំងេនះករ/Hវ/ជវេនះគឺបនចង/កង 

និងេធVWបទបង° ញេkយផទ ល់មត់េនឯសននិបតUtsunomiyaៃនសននិសិទសិកQអប់រសិំលបៈHកល

វទិយល័យសិលបៈេលWកទី ៥៩ ែដលបនេធVWេឡWងáម/បព័នធអន>ញកលពីែខកញញ ឆន  ំ២០២០ ។ 

 

 េនកនុងករសទង់មតិេនះេទះបីជ{មិន/គប់/គន់ក៏េkយ 

ប៉ុែន_ករសិកQគូរគំនូរ/បែហល១ដងកនុង១ែខ/តwវបនចប់េផ_WមជដំCក់កលែដលេ/តòមស/មប់វគគ

សិកQថមី 

េហWយេយWងបនរកេឃWញថHqមិនគំ/ទែដលមនបទពិេHធេរxនសូ/តតិចតួចែដលបនបង° ញ

áមរបូគំនូរេនះកំពុងមនកររកីចេ/មWន 

និងផd ស់ប_ូ រេ/ចWនជងHqននែដលជHqេគលេ£កនុងករសទង់មតិេទេទxត។ 

ចំណុចេនះហួសពីកររពឹំងទុករបស់ខញុ ំែដលជអនកចង/កង 

េហWយ{ជលទធផលែដលបនបេងកWនកររពឹំងទុកស/មប់ករេលWកកមពស់ករអប់រសិំលបៈេនកមពុជន

េពលអនគត។ 

 

  ចប់áំងពីពក់កC_ លែខមីនមកHqេនកមពុជ/តwវបនបិទទV  

េហWយមកដល់ែខកញញ េនះេទxតក៏Hqេនមិនទន់/តwវបនេបWកដំេណW រករម_ងCេឡWយ ។ 

/កសួងអប់រ ំ យុវជន 

និងកី>ៃន/បេទសកមពុជបន/បកសថខdួនមនេគលបំណងនឹងេបWកHqេUយដំេណW រកេឡWង

វញិេនែខវចិឆិកស/មប់បេវសណកលថមី ប៉ុែន_េkយHរមនវបិត_ិកូវដី-

១៩/កសួងមិនទន់Uចkក់េចញនូវែផនករស/មប់េបWកHqេនេពលCមួយេUយជក់qក់

បនេឡWយ ។ 

កនុងអំឡុងេពលែដលHq/តwវបនបិទទV /កសួងបនខិតខំកនុងករគំ/ទដល់ករេរxនសូ/តរបស់កុម

រសិសQនុសិសZឱយបនេ/ចWនáមែដលUចេធVWេទបនáមរយៈករែចកចយវេីដអូ áមទូរទសZន៍ 

និងáម/បព័នធសងគមេហVសប៊ុក។ ប៉ុែន_ 

េនតំបន់ជនបទមនកែនdងជេ/ចWនែដលករផគត់ផគង់អគគិសនីមិនទន់បន/គប់/គន់ 

េហWយបរយិកសអីុនធឺែណតស/មប់ទំនក់ទំនងមិនល~ផង 

ដូេចនះសមិទធិផលៃនករសិកQមិន/តwវបនធនេUយបនសម/សបេនះេទ។ អងគករJHP 

HqSAS AAR Japan(សហគមន៏ជួយ ជនេភxសខdួន) 

និងអងគករេ/ករk� ភិបលជប៉ុនជេដWមេនបន_ផ_ល់ករគំ/ទដល់ករសិកQេនកមពុជ។ 
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េយWងមនែតជួយ បន់/សន់ឱយមនករព/ងីក និងអភិវឌhេន/បេទស 

កមពុជបែនថមេទxត េ/កយពីេបWកដំេណW រករHqេឡWងវញិេដWមបជីករជួយ H_ រ និងេលWកសទួយ 

វស័ិយអប់រេំនកមពុជេឡWងវញិ។ 

  

 ភពវជិជមន សមតថភព/សេមWល/សៃម 

និងសមតថភពបេងកWតៃចន/បឌិតៃនសកមមភពគូរគំនូរនឹងបន_េធVWឱយជីវតិកុមរកន់ែត/បេសWរេឡWងទំង

េនកនុង/បេទសជប៉ុន និង/បេទសកមពុជ េហWយ{េនែតមនHរៈសំខន់េនកនុងសងគម 

និងពិភពេqកស/មប់េពលអនគតេ/កយពីវរីសុកូវដី-១៩បនធូរេសប Wយ ។ 

ជមួយនឹងកររពឹំងទុកែបបេនះ 

េយWងនឹងេធVWករសទង់មតិេលWកទី៣េនេពលែដលHqបឋមសិកQេនកមពុជ/តwវបនេបWកដំេណW រករ

េឡWងវញិ េហWយេយWងនឹងេធVWករសេងខបករសទង់មតិ និងករ/Hវ/ជវេនះស/មប់រយៈេពល ៣ 

ឆន កំនdងមក។ 
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ឯកHរេយងែដលបនដក/សង ់

1 ） Naoko Misawa "ភពជប់គំងៃនករលូតqស់ែដលបង° ញេនS-HTP" 

េkយ/កúមហុ៊នេបះពុមពផQយSeishin Shoboឆន 2ំ014，ទំព័រ.67 

2）ដូចខងេលW ទំព័រ.135  

3) HÇH_ ចរយMitsuo Suzuki 

"ករសិកQេផទòងផទ ត់អំពីសកមមភពគំនូររបស់កុមរេនកមពុជេkយេ/បWវធីិHÇស_S-HTP (Ⅰ)"  

"ករសិកQ/Hវ/ជវវបបធម៌េ/បòបេធxប េលខ139"， សននិសិទសិកQវបបធម៌េ/បòបេធxបជប៉ុនឆន  ំ

2020 ទំព័រ. 90 

4) Saeko Kimura និង Tadahiro Sado "ករេ/បòបេធxបបុគគលិកលកខណៈរបស់/បេទសកមពុជ 

និងសិសZអនុវទិយល័យជប៉ុនពីទសZនៈៃនករេធVWេតស_ Baum" 

"ករ/Hវ/ជវសកមមភពអងគករេ/ករk� ភិបល" ភគទី18 េលខ1 ， 

មជឈមណN លអប់រនិំង/Hវ/ជវសកមមភពអងគករមិនែមនរk� ភិបលឆន  ំ2019 ទំព័រ. 19 

5) Suzuki，/ពឹត_ិប័/តេលWកមុន，ទំព័រ. 91 

 

ឯកHរេយង 

・ Etsuko Fujigo, Hisako Tsuboi, Manami Tanaka, Mitsuo Suzuki, Yukiko Iso 

"ភពរេសWបរបស់កុមរចំេពះធមមជតិáមរយៈគំនូររបស់កុមរេនប៉ល់ 

"/ពឹត_ិប័/ត/Hវ/ជវHកលវទិយល័យTokyo Mirai" vol.6, Hកលវទិយល័យTokyo Mirai ឆន  ំ

2013 

・"ករអភិវឌh និងមគ៌ៃនគំនូររបស់កុមរ - Hន ៃដ និងករពនយល់អំពីគំនូរកុមរ" េkយNihon 

Bunkyo Shuppanឆន  ំ2016 

・ Miyoshi Isobe,  Junko Katanasaka, Nozomi Inoue 

"ករសិកQ/Hវ/ជវរយៈខdីស_ី ពីករលូតqស់ករគូរគំនូររបស់កុមរេkយេ/បWវធីិHÇស_S-HTP - 

វធីិHÇស_ស/មប់{ស់សទង់/បសិទធភពៃនករអប់របំរHិថ ន" , 

"ករសិកQ/Hវ/ជវអំពីករលូតqស់របស់មនុសZ" vol.2, Hកលវទិយល័យ Minamikyushu，

ឆន 2ំ012 

・ Ken Robinson, Lou Aronica, 

"ករៃចន/បឌិតគឺជករអប់រខំពស់បំផុតរបស់ពិភពេqកស/មប់ករលូតqស់" ែដលបកែ/បេkយ 

Takako Iwaki, េបះពុមពេkយToyokan Publishing Co. , Ltd, ឆន  ំ2019  

・Naoko Misawa "វបិត_ិផdូ វចិត_របស់កុមរែដលបង° ញេលWេតស_គំនូរ - ករេ/បòបេធxបឆន ១ំ៩៨១ 

និង១៩៩៧-៩៩ េនS-HTP"  េkយ/កúមហុ៊នេបះពុមពផQយSeishin Shobo，ឆន 2ំ002 

・ Mitsuo Suzuki "Hថ នភពអប់រសិំលបៈបចចុបបននេនកនុង/ពះ'ជCច/កកមពុជ - 

ករខិតខំវ/បឹងែ/បងកនុងករHងសង់HqេរxនេUយកុមរអងគករJHP" , 

"ករសិកQ/Hវ/ជវវបបធម៌េ/បòបេធxប" េលខ131, សននិសិទសិកQវបបធម៌េ/បòបេធxបជប៉ុន，

ឆន 2ំ018 

・ Suzuki Mitsuo  "ករសទង់មតិទក់ទងនឹងលទធផល និងសមិទធិផលៃនគំ/ទករអប់រសិំលបៈ     

ជប៉ុនេនដំCក់កលៃនករអប់របំឋមេនកមពុជ - 

ករេផ_ តេលWគំqតខុសគន ៃនសកមមភពគំនូររបស់កុមរáមវធីិHÇស_S-HTP"  

"ករសិកQ/Hវ/ជវវបបធម៌េ/បòបេធxប" េលខ135 ， សននិសិទសិកQវបបធម៌េ/បòបេធxបជប៉ុន 

ឆន 2ំ019 

・Masaharu Takahashi, "េសចក_ីេផ_WមៃនករេធVWេតស_របូគំនូរ - េធVWេតស_ HTP ", េបះពុមព 

ផQយេkយBunkyōshoin, ឆន 1ំ974 
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